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今までずっと一いつ緒しよだった。

物もの心ごころついたときから一緒だった。

これからもずっと一緒だと思っていた。

なのに今、二人の距離はこれほど遠い。




どこで道を違たがえたのだろう。

どこですれ違ちがってしまったのだろう。

どこで見失ってしまったのだろう。

同じ道を歩み、同じ未来を夢見て、同じ場所を目指していたはずなのに。




これほど近くにいるのに、これほど遠い二人。

あなたはわたしの思いに気づいているのだろうか。

わたしはあなたの願いを判っているのだろうか。




わたしにはこの近さが耐えられない。

この遠さが赦ゆるせない。

だから、この関係を終わりにしよう。




この関係が終わるのは。

終わるのは。

そう、二人が別れたとき。

分かれたとき。




永遠なる別れ。

確実なる分かれ。




そのときに二人の距離はどうなるだろう。

以前のように近くなるだろうか。

互いの息吹いぶきが感じられるほどに。

それとも、かつてないほど遠く離れるだろうか。

声も想いも決して届かないほどに。




その答えは、やがて出る。

いや、そうではない。

もう出ようとしているのだ。














　マイヨ・ルカの街は、クセルクス盆地にある唯一の街である。

　この世界の街は基本的に城じよう郭かく都と市しであり、それがそのまま一つの都市国家であることが多いが、マイヨ・ルカの街は例外だ。

　この盆地と街を支配しているのは「守しゆ護ご天てんアルアラネの加か護ごを戴いただく聖せい少しよう女じよ騎き士し団だん」、通称「鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だん」――さらに短く言えば「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」――であった。

　北ほつ国こく街かい道どうとベティウス街道を繋つなぐ中継点にあるマイヨ・ルカの街は、古くから交通の要よう衝しようとして栄えていた。

　かつては独立都市であったこの街も、白兎騎士団がこの盆地に根を下ろすと、やがて騎士団の庇ひ護ご下かに入り、今に至っている。

　交易都市として繁栄しているマイヨ・ルカの街は、盆地周辺の銀山と共に、騎士団の財政を助ける貴重な存在だった。

　街の規模は、南北おおよそ一リーガ、東西がおよそ半リーガといったところだろうか。周囲を背の高い石造りの城壁に囲まれ、城壁の四よ隅すみには望ぼう楼ろうが聳そびえ建たっていた。

　城壁の上部は幅が広く、人が二人並んで歩けるほどの通路になっていて、通路の左右は石造りの厚い防ぼう護ご壁へきで囲まれていた。

　防護壁の外側は三分の二ヤルドほどの高さで凹おう凸とつのある形状なのに比べ、内側は半ヤルドほどしかなく、同じ高さで続いている。外側の防護壁のほうが高いのは、通路を歩く守備兵を外敵の攻撃――主に弓だが――から守るためであり、凹凸があるのは、守備側が弓で敵を攻撃するためである。

　城壁には魔術攻撃に備えて、対魔術防御呪じゆ文もんを載のせた呪じゆ符ふが埋めこまれている。騎士団所属の騎士の中には、高位の魔術士が何人もいた。

　通常、街には警備のために白兎騎士団の団員が三十、四十名ほど詰めているだけだが、いざというときはベティス大たい公こう国こくの援軍と共に、ここに数百名の騎士団員が籠こもることになっている。

　そして今こそが、いざというときであった。シギルノジチ経きよう国こくとルーアル・ソシエダイ王国の大軍が盆地に迫っている今こそが。




　街の中央広場に面して、守護天アルアラネを祀まつってある壮そう麗れい、壮大なアルアラネ大聖堂が建っていた。

　大聖堂は大おお鳥とりが翼を広げた形状で、円形の広場を抱きかかえるように建てられていた。胴体部手前に聳える天を衝つく尖せん塔とうが大鳥の首に当たるだろうか。

　見ようによっては、長い首を持ちあげた大鳥が天に向かって甲かん高だかく鳴いているようでもある。

　翼部分は側壁がなく、大理石の太い円柱が、やはり大理石でできた天井を支えていた。

　胴体部中央には守護天アルアラネの彫ちよう像ぞうを祀った大ホールがある。

　いつもなら、アルアラネの加護に感謝を捧ささげる街の人々や遠えん来らいの商人たちで賑にぎわうこの場所も、ここ数日は閑かん散さんとしていた。それも当然、今はここに騎士団の臨時野戦本営が置かれているのだ。

　大聖堂の大ホールに集結した現騎士団の幹部たちを紹介していこう。




　まずは騎士団長のガブリエラ・リビエラ・スンナ。

　弱じやつ冠かん十八歳という異例の……というより前ぜん代だい未み聞もんの若さで団長に就ついたばかりのガブリエラは、軽くウエーブのかかった金髪とあどけない顔立ちが相まって、見る者に頼りなげな印象を与えがちだ。

　だが見かけに騙だまされてはいけない。彼女がその印象とは裏うら腹はらに、なかなか油断のならない人物であるのは、現団員なら誰もが知っている。

　副団長のレフレンシアなど、ガブリエラのことを「雛ひよこの皮を被かぶった狼おおかみ」と評したことがあるほどだ。ただし、この評価は団内でも賛否両論で、さもありなんと頷うなずく者もいたが、狼がどうやったら雛の皮を被れるのかと首を捻ひねる者も多かった。




　次が、その副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノス。

　年齢は二十代半ばかと思われるが、彼女の年齢について言及した者はいない。というより、した者は全員、本ほん城じようから遠く離れた小さな砦とりで詰づめに回されるという噂うわさだったから、怖くてできないというのが真しん相そうだ。

　まっすぐな髪を肩のところで切り揃えたレフレンシアは、鋭い目つきが見る者に強烈な印象を与える。そして彼女は、ガブリエラと違って見かけどおりの人物だった。

　つまり、切れ者で剣けん呑のんで危険な人物というわけだ。

　レフレンシアは眼鏡をかけていることが多いが、特に目が悪いというわけではない。あれは遠とお眼鏡めがねと呼ばれる魔術具で、魔術士の資質を持つレフレンシアが愛用する、いわば暗視装置つきの双眼鏡なのだ。

　ガブリエラが入団したときから彼女はすでに副団長を務めており、当時から「盆地の魔女」という異名を取るほど、その名は騎士団の内外に知れ渡っていた。

　マイヨ・ルカの街では「レフレンシアこそが、現い在まの騎士団の真の支配者である」という噂が囁ささやかれているが、それもあながち的はずれではない。

　何より団長であるガブリエラ自身が、レフレンシアのことを「陰の団長」と認めてしまっているのだから。




　続いて番隊長たちを見ていこう。

　騎士団には、現在、一番隊から五番隊まであって、五人の番隊長が中隊を率いている。




　一番隊隊長がクシューシカ・クセノフォン・ハイドリアノス。

　大柄なクシューシカは、髪が短く顔立ちも雰囲気も中性的で、美び丈じよう夫ふと見み紛まがうほどだった。若い団員の憧あこがれの的まとでもある。そんな彼女も、騎士団の鎧よろいを脱げば女性であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

　槍やりの名手で、長さが一ヤルドほどある豪ごう槍そうを片手で振りまわす剛ごうの者だという。先任幹部で、番隊長の筆ひつ頭とう格かくでもある。




　二番隊隊長がアルゴラ・アスターシャ・アレスタ。

　長い銀髪と怜れい悧りな顔立ちが目を引くアルゴラは、ほとんど表情を変えず、仲間内からは「氷のアルゴラ」と呼ばれている。

　剣の達人で、細身の剣を好んで使う。彼女曰いわく、「斬るより突くほうが効率がいいから好きだ。突くのには細い剣のほうがいい」ということらしい。

　噂によると、過去のある戦いで、一本の剣で二十人以上を突き殺し、白しろ銀がねの鎧が深しん紅くに染まったとき、彼女は「ほら、刃こぼれがしていない。斬るより突くほうが効率がいいだろう？」と言って笑いながら、血に濡ぬれた剣を仲間に見せて歩いたという。

　彼女にとって「効率がいい」とは、要するに「一本の剣でどれだけ多くの敵を殺すことができるか」ということを意味するらしい。




　三番隊隊長がセリノス・セレニクス・クワドロス。

　彼女はガブリエラと一緒に入団した同期生で、年齢は同じく十八歳。隊長となるには異例の若さであるが、ガブリエラが団長に就任してしまった今となっては、そんなことを問題にする者など誰もいない。

　短く切り揃えている茶色の髪と利発そうな瞳ひとみを持つセリノスは、明るく快かい活かつで面倒見がよいので、一回生、二回生の間ではひじょうに人気が高い。

　父親がベティス大公国の元将軍であるだけに、ベティス大公国の軍部にも顔が利きき、今では外交面でも大きな役割を担になっていた。




　四番隊長がレオノーラ・エレマル・サイクス。

　ふわっとした綿わた菓が子しのような金髪のレオノーラは、いつも茫ぼう洋ようとした表情でとらえどころがない。いつも「ん～～」とか「あ～～」とか曖あい昧まいな言葉を発し、話すときも、小声でぼそぼそと話すだけだった。

　知らない人間が見たら頭が足りないのではないかと思うかもしれないが、彼女もガブリエラ同様、見た目に騙されてはいけない人種である。

　彼女の真しん骨こつ頂ちようは「自じ然ねん士し」という希け有うな才能を有していることだ。大軍を相手にする今回の戦いくさでは、彼女の特異な能力が真価を発揮するはずであった。




　五番隊隊長がヨーコ・ジュン・シラサギ。

　極きよく東とう出身の彼女は、長い黒髪と黒い瞳が特徴的だった。背中に垂たらしたまっすぐな黒髪の先端は腰にまで達している。

　たおやかな顔つきと落ちついた物腰で大人びて見えるが、彼女もまだ二十歳である。

　ヨーコは「極東の神秘」と仲間内からも怖れられている「イアイ」という剣技の達人で、バスティア大陸ではめったに見かけない不思議な形状をした片刃の剣を使っていた。

　もっとも彼女自身は、自分の得物を「剣」ではなく「カタナ」と呼んでいるのだが。




　このほか、独立分隊の分隊長が三人いる。

　特とく務む分隊を率いるジアン・ジャン。

　救きゆう急きゆう分隊を率いるアナ・ハイデル・トスカル。

　庶しよ務む分隊を率いるマクトゥシュ・アルクィン・ミラネの三人だ。

　ジアンはセリノスと同じく、ガブリエラと同期入団組である。

　東の大陸出身の彼女は、ヨーコ同様、漆しつ黒こくの髪だった。もっともヨーコよりずっと短いし、まっすぐでもない。

　短い髪と凜り々りしい顔つきに加え、胸や腰があまり発達していないため――レオノーラに言わせると「ペタコン」だそうだ――少年のような雰囲気を漂わせていて、団の先輩たちに人気がある。




　アナは二十代半ばの楚そ々そとした美人で、救急分隊を率いるに相応ふさわしい落ち着きと優しさを全身から醸かもしだしている。

　豊かな灰色の髪を長い耳付きの白い帽子に押しこんで分隊員を指揮する彼女は、団員たちから大いに頼りにされていて、怪け我が人にんが彼女の姿を見れば、それだけで痛みが引いていくと言われるほどだった。団員の中には「癒いやしの女神」と呼ぶ者さえいる。




　そしてマクトゥシュ。

　小さな丸眼鏡をかけ赤茶色の髪をした彼女は、団の中では珍しく豊満な体型――縦に比べて横幅がやや広め――をしている。

　彼女曰く。

「昔はもっと細かったのに、団で書類とばかり格闘しているせいで、運動不足なのよね。もっと痩やせたいな」

　もっとも、彼女をからかう者などいない。そんなことをすれば、たちまち食事の量を減らされ、干ひ上あがってしまうからだ。

　副団長のレフレンシアが「団の真の支配者」であるならば、補給や配給の責任者であるマクトゥシュは「陰の支配者」と言ってもいいくらいの存在だった。




　以上の十名が、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの最高幹部たちである。

　室内の会議なので長い耳のついた独特の意い匠しようの半はん兜かぶとこそ脱いでいるが、全員が煌きらびやかな白銀の軽けい装そう鎧よろいを着用している。ただし、鎧の下に着ている服は、人によって色合いや意匠が違っていたりする。たいていは色鮮やかで光こう沢たくのある絹きぬ製の裳も裾すそなのだが、一人、ヨーコだけは、黒くて襞ひだのある長い「ハカマ」を穿はいていた。

　大聖堂の大ホールで行われている作戦会議には、これら騎士団幹部以外にも、騎士団の庇護者パトローネスであるベティス大公国が送って寄よ越こした援軍の指揮官と副官が参加する予定であったが、まだこの場に顔を出していなかった。




「さて」

　四つの長机を正方形に並べた会議の席で、まずレフレンシアが立ちあがった。

「先ほどジアンの部下が、ルーアル・ソシエダイの先せん遣けん隊たいを確認した。連中、北国街道付近にある我々の砦を気にしているようで、盛んに偵察を行っているらしい」

　そこまで言ったレフレンシアは、皮肉っぽく口くち許もとを歪ゆがめた。

「まったくもって、ご苦労なことだ」

　レオノーラが、くすくすと笑って応こたえる。

「こちらには、砦全部に配置するほど兵力に余裕はないんですのにねぇ」

　のんびりとした彼女の口調には緊張の欠片かけらも感じられず、うっかりすると、ここが作戦会議の場であることを忘れてしまいそうだが、これは彼女のいつもの話し方なので、気にする者は誰もいない。

「ま、そういうことだ。シギルノジチのほうは、まだ盆地側に姿を見せていないが、いずれ来るだろう。うん、明あ日すか明後日あさつてには……な」

　レフレンシアが場を見渡した。レオノーラを除けば、どの顔にも緊張感が露あらわになっている。

「ここまで随分と慎重な行軍をしてきた両国だが、向こうにもそれほど時間的な余裕があるわけではない。真冬になれば峠に雪が降る。もし雪が積もれば、兵ひよう糧ろうの運び入れが困難になってしまう。したがって、盆地に入ったあとは積極的に攻勢をかけてくると思われる」

　アナが遠慮がちに手を挙げた。

「何かな、アナ？」

「ということは……この街を攻めてくると思いますか？」

　レフレンシアは隣に座っているガブリエラを見た。

「どうかな、団長？」

「え？」

　いきなり話を振られて、ガブリエラが驚いている。レフレンシアはいかにも楽しそうな、独特のにやにや笑いを浮かべてガブリエラに言った。

「団長の考えをお聞かせいただきたい」

　ガブリエラは軽くレフレンシアを睨にらんだ後、ふ～っとため息をついて、諦あきらめ顔がおで立ちあがった。

「あの……攻めないのではありませんか？」

「どうしてそう思うのです？」

　とアナが訊きく。

「副団長が仰おつしやったように、相手にはあまり時間的な余裕がありません。であれば、我々の本城を陥おとすことに全力を投じるのではないかと。それに、街を攻撃して商人の往おう来らいを妨害すれば悪評が立ちますし、万が一、住民に危害を加えるような事態になれば大変です」

　それで説明義務は果たしたという顔でガブリエラが着席すると、レフレンシアがあとを引き継いだ。

「ふむ、そうだね。連中の言い分は『白はく兎と騎士団に虐しいたげられているマイヨ・ルカの街の人々を塗と炭たんの苦しみから解放する』ってことだからな。街を攻撃しちゃ、そりゃ、まずいだろう」

　出席者の多くが失笑を漏らした。

　数年前にクセルクス盆地で発見されたレア・メタル「イリリジウム」が喉のどから手が出るほど欲しいルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経国であるが、さすがに「イリリジウムが欲しいから白兎騎士団を攻撃して追いだし、盆地を支配下に置く」とは言えない。それでは大たい義ぎ名めい分ぶんが立たないのだ。大義名分が立たなければ、ただの侵略戦争だ。他国の干かん渉しようを招きかねない。そこで両国首脳が唱えたのが、先のお題目であった。

　それをそのまま素直に信じる者も国もないが、少なくとも侵略戦争ではないというポーズは取れる。と同時に、白兎騎士団に味方をする勢力を「マイヨ・ルカの街を苦しめる圧制者ども」と喧けん伝でんすることもできる。

「まぁ、自分たちの戦術的自由度を著いちじるしく落とす愚ぐ行こうだがね。向こうにすれば、背に腹は代えられないといったところか。そのおかげで街を攻められる心配だけはしなくてもいいだろうと、そういうことだよ」

　両手を広げて肩をすくめたレフレンシアが一同を見渡した。

「しかし、背に腹は代えられない事態に陥おちいっているのは我々も同様です」

　とクシューシカが低い声で言った。

「うん、そう。そうだね。とにかく人手が足りない。五百しかいない団員をやりくりするのが大変だ。今回だけは、庶務分隊にまで剣を取ってもらうことになりそうだ」

　マクトゥシュが小さく頷いた。

　通常、補給・配給や書類仕事を専門にする庶務分隊は、戦闘に加わることがない。しかし、あの事件のせいで大きく団員の数を減らしている騎士団にとって、今はまさしく背に腹は代えられない状態なのだった。

「とにかく配置する人員が絶対的に足りないから、北東と東の砦はすでに無人になっている。そんなところをおっかなびっくり偵察して時間を消費してくれているのだから、まぁ、よしとしよう」

　とレフレンシアが言うと、マクトゥシュがそっと右手を挙げた。

「マクトゥシュ」

「空からにした砦は相手に占領されてしまいますよね。だいじょうぶでしょうか」

「敵が砦の占領と維持に兵力を使ってくれるなら、こちらは大歓迎だな。むしろ、それを期待して空にした意味もある。敵の実戦部隊の兵力がそれだけ減るんだから。それに、兵糧や武器・防具はすでに運びだしているから、敵に使われることもない」

「それはそうですけど。でも、街道が連中の支配下に置かれてしまいます」

「しかたがない。仮に砦を占拠されなくても、奴らの本隊が盆地に居座っていれば、街道は奴らの物同然だ。商人の往来が妨げられるのは確かに痛いが、贅ぜい沢たくは言っていられまい。これは戦争なんだから。で、肝かん心じんの物資や兵糧の補給だけど、だいじょうぶなんだよな、マクトゥシュ？」

「はい、ベティウス街道が確保できていれば、戦時物資の補給は問題ありません。今も大公国からの援軍が物資を運び入れてくれています」

　とマクトゥシュが言うと、レフレンシアは、

「ああ、それをすっかり忘れていた」

　と手を打った。

「援軍の指揮官殿は、今、どこに？」

　マクトゥシュが応える。

「おそらく今ごろは、運び入れた糧食や物資と共にグル・マイヨールの本城に入ったと思われますが」

「そうか。我々が揃って城からいなくなっているのを知ったら……怒るかな」

　レフレンシアが一同を見渡すと、誰もがそっと視線を逸そらせた。

「どうかな、団長？」

　ガブリエラも目を逸らせたかったが、団長としての義務感がそれを思い留とどまらせた。

「ええ、それはもう、かんかんに怒る……というより、一直線に大聖堂ここへ駆けこんでくるのではないでしょうか」

「いや、それよりもだな、団長」

　とジアンが言った。何かを怖れているような口振りだ。大だい胆たん不ふ敵てきな索さく敵てきを常にするジアンとも思えない態度だった。

「なんでしょう、ジアン？」

「援軍に後方待機を頼んだときに、援軍の指揮官殿がどういう反応を見せるか、そっちのほうが怖いんだけど」

　応えるガブリエラも、どことなく腰が引けている。

「え、ええ……そうなんですけど、でも」

「まぁ、その辺の説得も団長に任せるとしよう。というか、他に適任者はいないし」

　とレフレンシアが言うと、居並ぶ幹部たちから大きな拍手が上がった。中でも、とりわけ熱心に拍手しているのはジアンだった。

「ああ、酷ひどい。嫌なことを全部わたしに押しつけるなんて」

　ガブリエラが身み悶もだえするその横で、レフレンシアがにんまりと笑う。

「まぁまぁ、団長。それが団長の務めというものだよ」

　ああぁ、やっぱり団長なんか引き受けるんじゃなかったわ。レフレンシア様に上う手まく乗せられてしまった。というか……騙だまされた。

　つくづく後悔するガブリエラであるが、就任してしまったものは、今さらどうしようもない。何か大きな失敗をしでかして幹部会で解任されない限り、あるいは自みずから退団でもしない限り、団長の地位を退くことはできない。

　当然、幹部がガブリエラを解任しようとするはずもなく、ガブリエラにも騎士団を辞やめるつもりは、さらさらなかった。

　ガブリエラは、は～～っと長いため息をついた。

　我が慢まんするしかないわ。今までだって、いろいろなことを我慢してきたのだから。

　今までだって……。

　ふと、入団直後のあれやこれやが、ガブリエラの脳のう裏りに浮かんだ。
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　魚うおの月つきが終わり竜りゆうの月に変わると、マイヨ・ルカの街を訪れる商人たちの出で立ちも、分ぶ厚あつい外がい套とうや帽子を脱ぎ捨てた身軽なものになってくる。

　盆地を取り囲む嶺みね々みねを覆おおっていた雪も急速に解けだし、マイヨ・ルカの街から確認できるのは、頂いただきに積もる僅わずかな残ざん雪せつだけとなった。くすんだ赤茶色一色だった近場の低山の山肌も、ところどころに薄い緑が萌もえ始はじめたのが望めるようになってきた。

　クセルクス盆地にも、本格的な春が訪れたのである。




　試験の後、一いつ旦たん自宅へ戻ったガブリエラたちが、再びマイヨ・ルカの街へ集まってきたのは竜の月の第二旬じゆん日じつ初日。余談だが、彼かの地ちでは一ひと月つきを旬日で三分割して日付を呼ぶのが一般的な習わしであった。第二旬日初日とは、竜の月の十一日である。

　今日は、栄はえある鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だん入団式の日だった。

　入団式には、砦とりでに詰めている一部を除いて騎士団員の大半が出席する。ただし、千人近い団員が入れる建物などはないから、式が行われたのは盆地の一角であった。そう、入団試験の前に受験者が集められた、あの辺あたりだ。

　春の風に土つち埃ぼこりが舞う野外に設しつらえられた壇上に、ガブリエラたち十人が上げられた。その前の荒れ地には千人近い団員が物音一つ立てずに整列している。

　白兎騎士団の団長が壇上に登場した。

　白しろ銀がねの軽けい装そう鎧よろいに身を包み、長い耳の立った特徴ある半はん兜かぶとを被かぶった彼女は、ずいぶんと華やかで煌きらびやかな印象だった。そのことを、新入団生十人は意外に感じた。

「副団長のレフレンシア様がアレだろ。団長様は、だから、もっとこう、なんていうか、ごっつい人だと思っていたんだけど」

　とジアンが正直な感想を漏もらすと、他の九名は思わず頷うなずいたものだ。

　ところが彼女が声を発した瞬間に、十人は己の考え違いを悟さとることになった。

　透き通った高い声なのに、その声はまるで万ばん雷らいの如ごとく、どこまでも響き渡った。十人は雷に打たれたように痺しびれ、思わず姿勢を正してしまったほどだ。

「さすがに団長ともなると違うものね」

　と、あのドゥイエンヌでさえ感嘆の息を漏らした。

　間近で見る団長はじつに美しかった。守しゆ護ご天てんアルアラネが降こう臨りんしたのかと錯覚するほどに神こう々ごうしかった。ガブリエラなど思わず見とれてしまい、団長が何を話したのか、内容をほとんど覚えていない始末だった。

　団長の歓迎の挨あい拶さつが終わると、引き続きガブリエラたちに、数名の幹部たちから団員としての心構えが説とかれた。全員が――あのドゥイエンヌでさえ――神しん妙みような顔つきでそれを聞いていた。

　その後、副団長のレフレンシアから、団員たちに向けて新入団生の紹介がなされた。

　壇上に整列した十名の顔には、緊張と誇ほこりと不安と希望が綯ない交まぜになっており、ずいぶんと初うい々ういしい――あのドゥイエンヌでさえ――印象だったという。

　あとでジアンやアフレアがそのことで彼女をからかうと、ドゥイエンヌは、

　殺すわよ、と凄すごんだものだ。

　彼女の脅おどしは無視したジアンとアフレアも、主人の背後でマルチミリエが本物の殺さつ気きを放っているのに気づき、尻尾しつぽを巻いて退散した。

　最後に入団生十名が守護天アルアラネに誓いの言葉を捧ささげ、全員でアルアラネの御み言こと葉ばを唱えた。千人近い団員が一斉に御言葉を唱和すると、大気が震え、大地まで揺れるような迫力だった。入団式の模様を遠巻きに見ていた街の人々や旅の商人たちから拍手が湧わきあがり、式は滞とどこおりなく終了した。

　集まった団員は解散して自分の持ち場へ戻っていくが、ガブリエラたちはその場に留め置かれ、少し待たされた後に、レフレンシアとレオノーラによって、騎士団の本ほん城じようであるグル・マイヨール要よう塞さいまで連れていかれることになった。
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　グル・マイヨール要塞本城は、縄なわ張ばり内の山の急斜面にへばりつくように、低いほうから高いほうへと、石造りの建物が階段状に連つらなって建てられている。

　盆地に面している側は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきとなっていて攻められる心配はほとんどないのだが、それでも背の高い頑がん丈じようそうな城壁を巡らせてあった。

　城壁の通路に登れば、クセルクス盆地とマイヨ・ルカの街を眼下に見下ろすことができるし、さらに先に目を転じれば、重ちよう畳じようたる山さん塊かいが遙はるか彼方まで延々と連なっているのが見て取れる。鋭い山容に切り取られた盆地の空は、ガブリエラたちが暮らしていた平地で見るよりも、ずっと狭せまく鋭えい角かく的てきだった。




　レフレンシアとレオノーラは、十人を先導して城壁上の通路を歩いていた。

　二人は騎士団の軽装鎧と半兜に身を包んでいるが、十人はまだ私服のままだった。

　他の九人が動き易やすさと機能を優先した服を着ている中で、ドゥイエンヌだけは胸元が大きく開いた見栄え優先の服を着て、長い裳も裾すそを引きずるようにして歩いている。

　足を止めないまま、レフレンシアが背後の十人に声をかけてきた。

「どうかな、ここからの眺めは？」

「素敵な眺めですわね」

　とドゥイエンヌが応こたえると、目を輝かせたガブリエラが続けた。

「まるで鳥になったような気分です」

「はは、そりゃ、いい」

　ひとしきり笑ったレフレンシアが足を止めてふり返る。その顔に、すでに笑顔はない。

「あれが我々が護まもるべき世界だ。我々はここの支配者である。それは同時に庇ひ護ご者しやでもあるということだ。護るべき人々、護るべき世界を護ることこそが騎士団の務めであり義務である。それを心に刻みこんでおくように」

　十人は、ごくりと唾つばを呑んで頷いた。

　そう、支配者であるということは、権利と権益を持つと同時に、大きな義務と責任をも負うということである。つまるところ、権利と義務は表裏一体なのだ。レフレンシアの指摘を心に刻んでおこうと思うガブリエラだった。

　城壁を一陣の風が吹き抜けていくと、みなの髪が風に揺れ、ドゥイエンヌの穿はいている裳も裾すそが翻ひるがえる。













「春とはいえ、ここの風はまだ冷たいな。さて、下に降りようか。レオノーラ！」

　先を行っていたレオノーラが、通路から降りる階段の手前で、のろのろと手を振った。

　レオノーラの所しよ作さはいつも緩かん慢まんで、力強さや凜り々りしさというものを感じない。ほんとうにこの人がレフレンシア直属の部下なのかと疑いたくなるほどだ。

「はぁい、皆さん、こちらへ来てくださいな～～」

　その口調も緩ゆるく長閑のどかで、ほんとうにこの人が敵と闘えるのかと心配になるほどだ。

　レフレンシアも底が見えない人だが、レオノーラも別の意味で本当の姿が見えない人だとガブリエラは感心してしまう。

　人の見かけに騙だまされてはいけないということね、とガブリエラは自じ戒かいする。自分がレフレンシアから同様の評価を受けていることに気がついていない。

　レオノーラに先導された十人は、狭くて急な石の階段を下り、地面に降り立った。

　城壁と建物に挟はさまれた狭い前庭では、数十人の団員が、おりしも剣技や体術の訓練を行っているところだった。中でも目を引いたのは木にくくりつけた四体の藁わら人にん形ぎようの真ん中で、不思議な構えを取っている剣士だった。

　後ろから早足で歩いてきたレフレンシアは十人を追いこすと、その剣士の間近まで歩いていき、十人に向かって手招きをした。

　ガブリエラたちがレフレンシアに呼ばれるままに彼女の前に並ぶと、彼女は十人に向かって小声で言った。

「ちょうどヨーコが剣技を披ひ露ろうするところだ。見せてもらおうか」

　ヨーコという名前なの？　不思議な響きの名前ね。

　ガブリエラは改めて異装の剣士を見つめる。

　構えや名前だけでなく、彼女が着ている衣装も腰に差した剣も、あまりお目にかかれない不思議な物だった。

　この世界では普通、剣といえば直ちよく刀とうだが、彼女が差している剣の鞘さやは優雅な曲線を描いている。つまり、中に収まっている剣も優雅な曲線を描いているということだ。鞘も、金属製ではなく木製のように見える。

　襞ひだのある長くてゆったりとした穿き物を穿いた黒髪の剣士は、膝ひざから足の甲までをぺたりと地面につけ、左手を剣の鍔つば元もとに置いたまま、目を閉じて静かに座っている。

「ヨーコ、見学させてもらうよ。いいかな」

　とレフレンシアが声をかけると、ヨーコと呼ばれた剣士は薄目を開いて副団長に顔を向け、どうぞと一言応えると、また目を瞑つむってしまった。

　一瞬だけ見えた彼女の目が、漆しつ黒こくの瞳ひとみであったのをガブリエラは見逃さなかった。

　黒い髪、黒い瞳。つまり、あの人も異邦人。ジアンと同じように、東方世界の出身者ということかしら。

　ガブリエラは、じっとヨーコが動きだすのを待った。

　奇妙な静せい寂じやくがその場を支配する。

　藁人形を三方から取り囲んでいる団員たちも、空あいた場所に並んだガブリエラたちも、レフレンシアも身じろぎひとつしない。いつもはふらふらと体が揺れているレオノーラでさえ、直立不動でヨーコという団員に目を凝こらしている。

　それにしても、あの座り方……。

　ガブリエラは、あの座り方を「セイザ」と呼ぶのだとあとで知ったのだが、このときは、あんな座り方では咄とつ嗟さの対応ができないのではないかと思った。しかし、それが大きな間違いだと悟ったのは、その直後のことだった。

　不意にヨーコの体が動いた。彼女は、どこにも力が入っていない滑なめらかで緩やかな動作で右膝を立て、右手で剣の柄つかを握った。

　普通、人が動きだすときは体のどこかに力が入る。そうしないと、止まっている体を始動させることができないからだ。ある程度以上の剣技の持ち主なら、その力の入り具合で相手の動きを見切ることができるようになる。しかし、いま、ガブリエラはヨーコの動きだしを察知することができなかった。

　片膝立ちの姿勢のまま、ヨーコが左手で鞘を引き、右手で腰の剣を引き抜いた……と思った次の瞬間、正面の藁人形が真ん中で水平に両断され、地面に転がっていた。

　ガブリエラが息を呑む。いや、ガブリエラだけではない。ドゥイエンヌもジアンもアフレアも、レオチェルリもマルチミリエも、クワドロス姉妹もウェルネシアもデイレィも、全員が驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめていた。

　驚くべき技だった。驚くべき速さだった。驚くべき剣の切れだった。

　だが、十人がほんとうに驚くのはそこからだった。

　全員が転がった藁人形に目を奪われている間にヨーコは立ちあがっていた。立ちあがり様ざまに間かん髪はつを入れず、華麗な足あし捌さばきで体を回転させ、左と右の二体の藁人形を斜めに両断していた。どこにも無駄のない流れるような身のこなしだった。上体は、いついかなるときも真まっ直すぐに立ったままで、前のめりになったり傾かしいだりしない。もはや芸術と呼んでも差しつかえないほどの美しさだ。

　ガブリエラが気がついたときには、すでにヨーコは体を反転させ、最後の一体に向けて剣を斜め下から跳ねあげるように振るところだった。

　速いっ！

　ガブリエラだって剣技にはけっこう自信がある。それはレオチェルリもドゥイエンヌもマルチミリエも同様だ。なのに全員がヨーコの動きを追い切れなかったのだから、彼女の剣技の速さ、切れ味は凄まじいと評すべきだろう。

　最後の藁人形の上半分が空中高く舞いあがった。

　飛んだ藁人形にちらと視線を走らせると、ガブリエラはすぐに顔を戻してヨーコを見た。彼女は油断なく正面を見たまま、まだ構えを解いていない。しばらくその恰かつ好こうで固まっていた彼女は、やおら右手の剣を持ちあげ、頭の後ろから体の前方へと斜めに振り下ろした。ひゅんという鋭い風切り音がガブリエラの耳に届いた。

　ヨーコは振った剣を優雅で滑らかな所作で左腰の鞘に収めた。それでもまだ右手を柄から離さない。おそらく、どこからか新たな攻撃が来たときに備えているのだろう。

　……速すぎだわ。

　呆あきれた顔でガブリエラが首を左右に振る。

　ジアンの技を見たときもそうとうに驚いたものだが、今回の衝撃はそれ以上だった。

　格闘技であれば、自分たちの専門外だと割り切ることもできる。しかし、剣は自分たちの得意分野なのだ。

　ガブリエラは試しに、ヨーコと剣で闘う場面を想像してみる。

　………………。

　勝てなかった。何度闘っても、斬られて地面に転がっているのは、いつもガブリエラだった。酷ひどいときには腰の部分で真っ二つに両断され、盛大に内臓をぶちまけた血ち塗まみれの上半身と下半身が別々の場所に転がっていた。

　自分の想像に少し気分が悪くなったガブリエラは、慌あわてて仮想戦闘を中止し、はぁとため息をつく。

　白兎騎士団には……やはりとんでもない人たちがいるものね。

　畏い怖ふと尊敬の籠こもった目で、ガブリエラたちはヨーコという剣士を見つめる。

「いやぁ、相変わらず、いい腕だねぇ、ヨーコ」

　にやにやと笑いながら、レフレンシアがヨーコに近寄っていった。周りにいた団員たちが急いで姿勢を正す。

「お褒ほめに与あずかり恐縮です」

　少しも恐縮していない態度で素そっ気けなく応えたヨーコは、ちらとガブリエラたちに視線を走らせた。

「それより、彼女たちはどうなのですか？」

　レフレンシアはヨーコの耳に顔を近づけ、声を落として言った。

「今年は豊作だ。いろいろと面白いのが採とれたぞ」

　いえ、野菜じゃないんですから……という思いは口に出さず、

「それは楽しみですね」

　とヨーコが応えると、レフレンシアが片目を瞑ってみせた。

「ああ、楽しみにしていてくれ。訓練を邪魔して悪かったな」

「いえ」

　一礼したヨーコに背を向けると、レフレンシアが右手を挙げた。

「よし、行くぞ」

「はい、皆さん、こちらです～」

　レオノーラが観光ガイドか何かのように、十人に向かって高々と挙げた右手を大きく左右に振る。

　ガブリエラたちは、その場にいたヨーコ以下の先輩団員に頭を下げると、レオノーラのあとを追って歩きだした。
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　ガブリエラたちは本城の中に連れていかれた。

　建物は頑丈そうな石造りで、なんの装飾も施ほどこされておらず、剝むきだしの石壁や石の天井が寒々とした印象を与えている。

　建物内を巡る回廊には窓がなかった。回廊が建物の奥に設けられているからだ。もっとも本城の建物は、外に面している側にも窓が少なく、数少ない窓も、そのほとんどが小さな物だった。これは敵に攻められたときのことを考慮して、敢あえてそう造られているからだ。少し大きめの窓には、ご丁てい寧ねいに鉄格子が嵌はまっていたりする。頑丈な鉄格子のこちら側から外を見ていると、何やら幽ゆう閉へいされた囚人のような気分になってきて、団員の間での評判は悪かった。

　窓のない回廊は、当然のことながら薄暗い。壁にある燭しよく台だいで燃えている蠟ろう燭そくを消してしまえば、きっと真っ暗になるだろう。

　足下は、ただの石床である。長い年月を経て摩ま耗もうしていて、静せい謐ひつな建物内に十二人の歩く足音だけが妙にはっきりと響いた。

　真冬はほんとうに寒そうだわと、ガブリエラは小さく身震いをした。

　不意に先を行くレオノーラが足を止める。

「はい、ここに入ってください～～」

　回廊にいくつか並んでいる出入り口の一つを彼女が指差す。一同は言われるままに、ぞろぞろと部屋の中に足を踏み入れた。

　大きな部屋の中には何脚かの木の椅子と小さな机が並べられ、前のほうには大きな木板が置かれている。ガブリエラたちが椅子に腰を下ろすのを待って、レフレンシアが木板の前に立った。

　部屋の回廊側にはアーチ型の小窓が切ってあるが、前述したように回廊には明かり取りの窓がない。したがって部屋の中も薄暗い。

　灯を点ともした小さな獣じゆう油ゆランプをいくつか用意したレオノーラが、それらを机の間に置いて歩くと、ようやくガブリエラの手元が明るくなった。

　獣油の臭いが部屋の中に広がっていく。

　ランプを配り終えたレオノーラが、次に、木板に鉄ピンで大きな紙を留めると、静かに待っていたレフレンシアが、唐とう突とつに話し始めた。

「ここは講義室だ」

　ガブリエラたちは慌てて顔を上げ、レフレンシアに注目する。

「何を教えるかというと、戦術とか医い療りようとか計けい数すうとか、いろいろあるのだけどね。教師役は団員が務めるのだが、時には外から人を呼ぶこともある。今日はわたしが教師役となって、君たち新団員に我が騎士団のことをあれこれ教えようという寸法だ」

　レフレンシアがレオノーラに目で合図すると、彼女は紙を綴とじた雑ざつ記き帳ちようと筆記用具を新団員に配り始めた。

「とりあえず話の要点をそれに記録しておくといいだろう」

　とレフレンシアに言われ、皆は急いで雑記帳を机に載のせ、羽根ペンを墨すみに浸ひたした。

「まずは団の構成から教えよう。君たちもすでに、ある程度のことは知っていると思うが……」

　レフレンシアはガブリエラたちに背を向け、木板に留められた紙に向かって筆を振りあげた。

「総勢千百余名の精鋭から成る我が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは、いくつかの番隊といくつかの分隊によって構成・運営されている」

　と言いつつ、レフレンシアは紙に何かを書きつけていく。







一小隊が十名

十小隊で一中隊＝百名

一中隊が即ち「番隊」

番隊は一番～七番まで







　そこで筆を止め、レフレンシアがふり返った。

「最小の行動単位が『小隊』。小隊の定員は十名。この十名という人数が、平へい時じ、戦せん時じを問わず、通常の行動単位となる。なお、この小隊は混こん成せい部隊である。つまり、剣士や弓きゆう士し、魔術士から成る部隊だということだな。我が騎士団の戦闘部隊には、基本的に剣士だけ、あるいは魔術士だけというような単一部隊は存在しない」

　板ばん書しよされた文章と、レフレンシアの話を、ガブリエラたちは一生懸命に頭に叩きこみながら記帳していく。

「さて、小隊が混成部隊であるのは何な故ぜだと思う、ドゥイエンヌ？」

　いきなり指名され、ドゥイエンヌが少し上体を引いた。

「それは……」

　一瞬、宙を睨にらんだドゥイエンヌは、しかし、すぐに答えを出した。

「そのほうが、様々な事態に、より素早く柔軟に対処できるからだと思いますけれど」

「正解だね」

　レフレンシアが全員を見渡した。

「例えば、剣士だけで構成された小隊だと、たしかに叩き合いには強いだろうけど、魔術士の集団に襲われた場合、対処が難しい。全員が対魔術防御に優れた鎧を着込んでいればなんとかなるかもしれないが、その場合、通常の鎧よりも叩き合いに弱くなる。剣士だけでは、離れた場所から攻撃してくる相手に対しての反撃が利ききにくいしな。魔術士と剣士の複合部隊に対する応対が難しいわけだ」

　十人は頷きながら聞いている。

「叩き合いにも魔術攻撃にも強い鎧、例えば白銀の鎧があれば、なんとか対応はできるが、積極的な反撃が難しいことに変わりはない。それに、白銀の鎧は値段が高いからな、えらく金がかかることになる。まぁ、白兎騎士団うちは全員分を揃えているが、揃えるだけでも大変なんだよ。判るか、ジアン？」

　ジアンが、びくりと顔を上げた。

「わ、判っています。というか、なぜ自分に？」

　レフレンシアが、にやりと笑った。

「なんとなくだよ」

「ど……どういう意味ですか、それ～～」

　と不ふ服ふくそうなジアンを無視して、レフレンシアはもう一度、全員を見渡す。

「一方、魔術士だけで構成された部隊は、魔術攻撃を怖れることはない代わりに、接近戦に脆もろすぎる。いろいろな兵種がいたほうが、いろいろと便利だということさ」

　レフレンシアはふたたび木板に向き直った。

　この時代のこの世界には「火薬」という物が存在していないから、近代戦のように、ひたすら銃を撃ち合うという戦術もまた存在しない。たとえ魔術士がいたとしても、最後にものをいうのはやはり接近戦、つまり斬り合い、殴り合いなのだ。

「さて、今の白兎騎士団の部隊構成と各隊指揮官を教えておこう。名前くらいは覚えておくように」

　レフレンシアは木板に貼られた紙に改めて筆を走らせた。







一番隊　番隊長　（中隊長・以下同）ユーリア・ノスカ・エヴァンシオ

二番隊　番隊長　ヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュ＝番隊長筆頭

三番隊　番隊長　マリスカ・マリオネーラ・ネルファ

四番隊　番隊長　クシューシカ・クセノフォン・ハイドリアノス

五番隊　番隊長　サイファ・ミネイラスカ

六番隊　番隊長　アルゴラ・アスターシャ・アレスタ

七番隊　番隊長　テナス・テネヴィア・ダウィード

特とく務む分隊　分隊長　フェーレン・カッシーノ

救きゆう急きゆう分隊　分隊長　アナ・ハイデル・トスカル

庶しよ務む分隊　分隊長　マクトゥシュ・アルクィン・ミラネ

団長付き親衛隊　親衛隊長　リリア・リルヴィア・レリカス

警けい邏ら隊　警士長　レフレンシア兼任







「とまぁ、騎士団には、現在、これだけの隊が存在している」

　レフレンシアが筆を動かす手を止めてふり返った。

「番隊の数字が序列を表しているわけではない。各中隊は同格だと思ってくれていい。隊長同士では『筆頭格』を除けば、入団年度による序列があるだけだ」

　ガブリエラたちは忙せわしなく羽根ペンを動かして、板書された隊長名を筆ひつ写しやしている。

「中隊、即ち番隊の定員は百名。隊員に番隊幹部と秘書官を加えて百名と少し。とはいえ、欠員がいる隊もあるから、すべての隊で百名を超しているわけではない。一方」

　レフレンシアは体を横向きにすると、新団員たちを見ながら、紙に書かれた特務分隊以下を指さす。

「分隊は少し特殊な構成となっている。まず特務分隊だが、この隊の主要な任務は偵察だ。敵陣に対する破壊工作を実行することもある。一小隊が七名から成っており、小隊数は十だ」

　板書された項目を写し終えた十名は、今度はレフレンシアの話を書き取っていく。

「次に救急分隊だが、ここの仕事は言わずもがなだな。こちらは一小隊が六名構成で、小隊数は十二」

　レフレンシアはそこで話を中断し、みなの記帳が追いつくのを待つ。

　全員が顔を上げると、レフレンシアは話を再開した。

「いちばん特殊なのが庶務分隊だ。ここは主に補給や配給などの仕事を担当する部隊と財務を担当する部隊に分かれている。補給担当小隊は六名構成で八部隊。財務担当小隊が八名構成で四部隊に分かれる。ここだけは分隊長の下に補給担当長と財務担当長が置かれている。補給長、財務長と略されることが多い。団長付き親衛隊は定員五十名。ここは一小隊十名だから、番隊と変わりがない。そして最後が警邏隊。これも五十名の隊士で成り立っている。一小隊が五名で十小隊だ。任務は団内と都市の規律維持。五小隊がマイヨ・ルカの街に常じよう駐ちゆうし、残り五小隊がここ、本城にいる」

　全員が、こくりと頷いた。

「この隊は、わたしが警士長、つまり隊長を兼任している。ちなみに、そこのレオノーラが副隊長だ」

　十人が十人とも、え？　という顔になったのを見て、レフレンシアが笑いだす。

「ははは、警邏隊の副長様にしては頼りないと思ったのか？」

　全員、慌てて首を横に振るが、そう思ったのは明白であった。

「べつに否定しなくてもいい。わたしも、そう思うしな」

　レオノーラが不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「だが、忘れるな。彼女が自じ然ねん士しだということを。城を無断で出ても、すぐに見つかるぞ。どこに隠れようとな」

　そう言われて、十人のレオノーラを見る目が変わった。たしかに、規律違反を犯おかして逃げた団員を追跡するときなど、彼女は最適任に違いない。

　笑いを収めたレフレンシアが、眼鏡をくいっと押しあげて、十人を睨ねめつけた。

「あと、これだけは言っておく。街詰めになったからといって、街で夜遊びしたり、本城から離れた砦詰めになったからといって、砦に男を連れこんだりしないように。そんなことしたら、即、逮捕だよ？　いい、ドゥイエンヌ？」

「なっなっなっ」

　ドゥイエンヌが目を白黒させて抗議する。

「お、男を連れこむなんて、そんなこと、わたくしがするわけ、ないでしょう!?」

　彼女の背後に座っているマルチミリエが、険けわしい顔でレフレンシアを睨んだ。

「うわっ、マルチミリエ、怖こわっ」

　レフレンシアが戯おどけた態度で跳とび退のいた。慌ててドゥイエンヌがマルチミリエを叱しかる。

「こら、マルチ、お止めなさい」

「……申し訳ありません」

「ドゥイエンヌには謝あやまっても、わたしには謝らないのか～～」

「あ、その、申し訳ありません」

　ドゥイエンヌが代わりに頭を下げた。体勢を元に戻したレフレンシアが、小さく肩をすくめる。

「まぁ、わたしは気にしないがね。団の中には、そういうことを気にする人間もいる。マルチミリエもこれからは騎士団員となるのだから、ドゥイエンヌの従者という立場だけに固こ執しつしてもらっては困る。それは頭に入れておくように」

　マルチミリエが立ちあがり、大柄な体を腰のところで折り曲げた。

「申し訳ございません。頭に叩きこんでおきます」

「よろしい。座って」

　マルチミリエが座ると、レフレンシアは真面目な顔でもう一度、十人を見渡した。

「べつにドゥイエンヌにだけ注意しているわけじゃないぞ。過去に、そういう事例があったので、念のため、全員に言っているんだ。男を連れこんだりしたら、当然のことながら団を永久追放。以後、一家どころか、一族すべて入団をお断りする。それだけじゃない。下へ手たするとアルアラネ様の天てん罰ばつが下るだろう。いいな？　忘れるなよ？」

　こくこくと全員が頷くと、レフレンシアが、お得意のにやにや笑いを浮かべた。

「ま、君たちなら、そんな心配しなくてもだいじょうぶそうだけど」

「どういう意味ですか!?」

　とドゥイエンヌが不満そうな顔になる。

「わたくしなど、家に戻れば、言い寄る男が門前に列をなしているのですわよ」

「それは凄いな。まぁ、あれだ、そういう男たちがここまで君を追いかけてきたとしても、逢あい引びきしようなどと思わないことだ」

「う。まったく信じていませんわね？」

「そんなことは、ないよ？」

「なんだか……悔くやしいですわ」

　と睨みつけるドゥイエンヌを無視して、レフレンシアは残りの九人を見渡した。

「ドゥイエンヌには言い寄る男がいたとしてもだ、ほかの九人は、やはり心配なさそうだな？」

　むっとするガブリエラたちであるが、今のところ「言い寄る男」はいないので、誰も反論できない。

「えぇと、どこまで話したっけ」

　レフレンシアが首を巡らせて木板に貼られた紙を見た。

「ああ、そうか。騎士団の部隊構成か」

　顔を戻したレフレンシアが、いきなりジアンを指さした。

「はい、ジアン」

「えっっ!?」

　ジアンが驚きの表情を浮かべて顔を上げる。

「なっ、なんでしょうかっ？」

「七つの番隊、三つの分隊、それに親衛隊と警邏隊で、定員の合計は何人になる？」

「え？　えっと……」

　しばらく木板を睨んでいたジアンが、勢いこんで言った。

「千と二人！」

　ガブリエラやドゥイエンヌが気の毒そうな顔でジアンを見やった。

　レフレンシアがにっこりと微笑ほほえむ。

「よかったな、ジアン」

　緊張気味だったジアンの顔が綻ほころんだ。

「あってました、自分？」

　レフレンシアはとびっきりの笑顔を浮かべたまま、無慈悲な宣告を下した。

「間違ってる」

　ジアンが椅子から跳びあがった。

「噓うそぉっ!?」

「いいか？　番隊が七×百で七百、特務分隊が七×十で七十、救急分隊が六×十二で七十二、庶務分隊が六×八で四十八と八×四で三十二、番隊と分隊の合計が九百二十二名だ。それに親衛隊五十名と警邏隊五十名を足せば、全部で千二十二名だろう？」

「あ……あれ？」

　椅子にすとんと腰を落とし、そのまま俯うつむいたジアンが、必死になって両手の指を折ったり伸ばしたりして数えている。

「……ほんとうだ」

　がっくりと肩を落としたジアンが顔を上げ、恨うらめしそうな顔でレフレンシアを見た。

「間違ってるなら、『よかったな』なんて、糠ぬか喜よろこびさせないでくださいよ～～」

「馬鹿だな。わたしが言ったのはそういう意味じゃない」

「え？　じゃぁ、どういう意味ですか？」

「今年の入団試験の三次は、計数の試験だったんだよ」

　ぴきぃっと、ジアンの顔が凍りついた。反対にレフレンシアの表情は、ますますにこやかになる。

「こんな簡単な掛け算、足し算を間違ってるようでは、君が合格する可能性は限りなく低かっただろう。だからわたしは『三次試験が実施されなくてよかったな』と言ったんだ。お判りかい？」

　ジアンは机の上に上体を突っ伏すと、もう一度、長い安あん堵どの息を吐はいた。

「自分、超幸運～～」

　ドゥイエンヌやセリノス・ノエルノード姉妹はくすくすと笑っているが、ガブリエラはジアンのことを笑えなかった。

　というか、わたしも幸運だったかしら。

　ガブリエラは、数字を扱うのが嫌いというわけではない。計算が苦手というわけでもない。だが、単なる数字の羅ら列れつに興味がないのも事実だ。

　彼女が好きなのは、敵味方の兵力比較など、戦術や戦史を語るときに現れる意味のある数字だけ。だから単なる加か減げん乗じよう除じよの計算式相手だと、どうしても集中力が途切れがちになる。ちょっとそそっかしいところがあるガブリエラは、集中力が途切れると、とたんにうっかりミスが増えるのだ。

　三次試験が実施されていたら、わたしも危なかったかも……。

　一人密ひそかに胸を撫なで下おろすガブリエラであった。

「レフレンシア様」

　突然、セリノスが右手を挙げた。

「何かな、セリノス？」

「ちなみに、四次試験はなんだったのでしょうか？」

「訊ききたいか？」

　レフレンシアの顔に底そこ意い地じの悪い笑顔が浮かんだのを見て、セリノスがびくっと上体を引いた。

「いえ、あの……」

「ほかの者はどうだ？　知りたいか？」

「それは、ええ、知りたいですわね」

　とドゥイエンヌが応えると、アフレアやジアンも小さく頷いた。

「そうか。では教えよう。四次試験は料理の予定だった」

「……は？」

　ドゥイエンヌが口をぽかんと開けて訊き返す。

「りょ……料理ですの？」

「そうだ。料理だ。君たちの作った手料理を団長以下、幹部連が食すことになっていたんだよ。今年実施される試験の中で、いちばんの楽しみだったんだけどね。君の手料理が食べられなくて、とても残念だよ、ドゥイエンヌ」

　今度はドゥイエンヌが、ばったりと机の上に突っ伏す番だった。

「わたくしも、超幸運～～」

　そんなドゥイエンヌの様子を、マルチミリエが困った顔で見ている。

　なるほど、レオチェルリやマルチミリエにとっては、どうということのない試験内容だが、ふだん料理などしたことのないであろうドゥイエンヌにとっては、ひょっとしたら最難関の試験だったかもしれない。

　セリノスとノエルノードの姉妹も照れ笑いを浮かべて顔を見合わせているところをみると、あまり料理が得意ではないようだ。

「おいおい、君たち」

　レフレンシアが皮肉をたっぷりと利かせた笑顔で全員を見渡した。

「なんなんだ、その態度は。もしも四次試験が実施されていたら、合格者は半減していたかもしれないな」

　いつも強気のドゥイエンヌも、今回だけは反論ができなかった。

「ま、もう終わったことだから気にしなくてもいいけどね」

「あの……」

　ガブリエラが遠慮がちに声を発する。

「なんだい、ガブリエラ？」

「今年の試験、今までのものとはずいぶんと違っていますけど、やはりレフレンシア様がお作りになったのですか？」

　にっこりと笑ったレフレンシアが、ずいっと身を乗りだした。

「『やはり』って、どういう意味かな!?」

「あっ、いえ、べつに意味はありませんっ」

　自分の失言に気づいたガブリエラが、ぷるぷると首を左右に振る。

　墓ぼ穴けつを掘ったな。

　掘ったわね。

　顔を見合わせたジアンとアフレアが、うんうんと頷き合った。

　つかつかとガブリエラの下へ歩み寄ったレフレンシアは、上体を折り、自分の顔を突きつけるようにして、正面からガブリエラの顔を覗のぞきこんだ。

「こんなに意地悪で難しくて騎士団の試験とも思えないようなくだらない内容を考えるのは、わたしくらいだろうって？」

　泣きそうな表情になったガブリエラは、さらに激しく首を左右に振った。

「違います、違います、わたしはそんなことは、これっぽっちも考えていません」

　レフレンシアが、右手をぽんとガブリエラの肩に乗せた。

「正直に言いたまえ、ガブリエラ。わたしはべつに怒りゃしないから」

　首の動きを止めたガブリエラは、少しだけ視線を逸そらせ、蚊の鳴くような声で言った。

「あの……ほんの少しだけ……」

　くすくすと笑ったレフレンシアは、いかにも楽しそうに言った。

「正直でよろしい、ガブリエラ。だが、それは上じよう官かん侮ぶ辱じよく罪ざいに当たる。君の正直さに免じて便所掃除一旬日で手を打とう」

「……は？」

　呆ぼう然ぜんとしているガブリエラをそのままに、上体を起こしたレフレンシアは、いきなりレオチェルリに向き直った。

「ああ、レオチェルリ」

「はっはいっ、なんでしょうかっ!?」

「手伝うなよ」

「……あの……」

「これはガブリエラの仕事だ。判ったな？」

「りょ、了解いたしました」

　レオチェルリとしては、そう応えるしかなかった。

　レフレンシアが、ぽんぽんと、軽くガブリエラの頭を叩く。

「頑張れよ、ガブリエラ。君には期待しているんだから」

　半べそをかいたガブリエラが、恨めしそうな顔でレフレンシアを見上げた。

「怒らないって言ったのに……」

「もちろん、怒ってなどいないさ。だけどね、ガブリエラ、上に立つ者は、ときに笑いながら、ときに泣きながら、人を処しよ罰ばつすることも必要になるのだよ。というよりもだな、怒りに任せて人を処罰するような人間に、人の上に立つ資格はない」

　ガブリエラはびしっと背筋を伸ばし、正面を見つめて言った。

「心に刻んでおきます」

「いい子だ」

　レフレンシアとガブリエラたちのやり取りを見ていたレオノーラが内心で苦笑する。

　レフレンシア様、とても楽しそうだわ。

　レフレンシアが新入団生を相手にこれだけ丁寧に応対するところを見るのは、レオノーラとしても初めてだった。

　たしかにガブリエラって、見ていると、なんとなくちょっかいを出したくなるものねぇ。大したものだわ、あの娘こ。

　などと妙なところで感心してしまうレオノーラであった。

「さて、話を戻そうか」

　レフレンシアが木板の前に戻っていった。

「それぞれの番隊長、分隊長たちは、日を改めて紹介する。ここまでは、いいかな？」

　レフレンシアが十名の顔をゆっくりと見渡すと、みな小さく頷いた。ガブリエラも哀しそうな顔で頷く。

「では次だ。我が騎士団の組織図の説明をしよう。どういう命令系統で動いているかを理解して欲しい」

　とレフレンシアが言うと、レオノーラが木板の紙を新しい物に張り替えた。

　薄灰色の紙にレフレンシアが大きめの文字を墨ぼく書しよしていく。

　描かれた組織図を見て、ガブリエラは意外の念に打たれた。レフレンシアの下にあるのは特務分隊、救急分隊、庶務分隊、警邏隊で、実戦部隊である番隊を一つも率いていないではないか。

「何か質問はあるかな？」

　とレフレンシアが新団員を見渡すと、ガブリエラがそっと右手を挙げた。

「ガブリエラ」

「はい、あの……」

「便所掃除の日数が増えないように気をつけなさい」

　そう言ってレフレンシアが、にやにや笑うのをガブリエラが睨みつける。

「気をつけます！」

「うん、いい心がけだ。で、質問は？」

「レフレンシア様は、実戦部隊を率いることがないのですか？」

　同じ疑問は誰もが感じていたようで、ドゥイエンヌやセリノスたちも頷きながら副団長を見た。

「そうでもないんだ」

　十人に背を向けたレフレンシアは、またも紙の余白に何かを書きつけていく。







非常時における臨時大隊＝三～五中隊で構成

構成部隊数は作戦毎ごとに変動する

大隊長は、団長もしくは副団長が務める

特務分隊、親衛隊も、大隊に組みこまれる場合がある







「つまり」

　レフレンシアが、ふたたびガブリエラたちに向き直った。

「非常時には三百～五百規模の部隊が臨時に編へん制せいされ、その指揮を団長かわたしが務める場合があるということだね。二大隊作れば各おの々おの一隊ずつを率いるわけだ」

　なるほど、たしかに。

　砦に籠って敵の攻撃部隊を撃退するというような戦闘では中隊、即ち番隊単位の作戦行動でも問題はないだろう。だが例えばどこかで――クセルクス盆地とは限らない――大がかりな野や戦せんになった場合など、中隊単位の行動では全軍の意思統一が図れなくなる局面も出てくるに違いない。

「決定された作戦を騎士団の末端に効率よく確実に浸しん透とうさせるには、大隊の存在が必要になるわけだ。判るな？」

　十人が大きく頷いた。

「さて、ここまで話をしてきたら、ある一つの疑問が湧わくだろう。いや、湧かなくてはいけない」

　レフレンシアが十人を睨めつけた。眼鏡の奥の視線がいつにも増して鋭い。みな、どきりとして必死に考え始めた。

「ジアン」

　名を呼ばれたジアンが椅子から跳びあがった。

「ま、また自分すか？」

「そうだ、君だ。何か疑問点はないか？」

「えっと……あの……番隊と分隊では、食事の内容や量が違うんですか？」

　レフレンシアの眉まゆが、ぴくりと跳ねた。

「それは今の話とは無関係だな」

「あぅぅ」

「というよりも！　今からそんなことを気にするな」

「す……すみまっしぇん」

　ジアンが、がっくりと肩を落とす。

「セリノス」

「はい、えぇと…………」

「ノエルノード」

「ええ、それは…………」

「デイレィ」

「それが、その…………」

「ウェルネシア」

「あああ、あのその…………」

　ふぅとため息をついたレフレンシアが、目を転じた。

「アフレア」

「判りませ～ん」

「判らないのなら、もう少し申し訳なさそうに言え」

「す……すみませぇん」

「マルチミリエ」

「申し訳ありません」

「君も全然、申し訳なさそうではないな」

「……申し訳ありません」

「レオチェルリ」

「ごめんなさいっ」

「ドゥイエンヌ」

「『非常時』の定義を、まだお聞きしていないと思いますが」

　ドゥイエンヌとガブリエラ、マルチミリエを除く七人が大きく仰のけ反ぞり、悔しそうな顔で膝を打ったり手を叩いたりした。マルチミリエだけは表情を変えていないが、出来のいい自分の主人を内心で自慢しているのは確実だった。

「正解だね」

　ドゥイエンヌが得意そうに胸を張る。みんな、こんなことも判らないの？　という優越感に溢あふれた表情だ。

「ガブリエラも判っていたようだな」

　とレフレンシアが言うと、ドゥイエンヌが、ふんと鼻を鳴らした。

　まぁ、ガブリエラなら、判っていても当然だわね。

　ところが当のガブリエラは、喜ぶでもなく自慢するでもなく、しきりに首を捻ひねっている。その様子に気づいたレフレンシアが訊いた。

「ん？　どうした、ガブリエラ？」

「あの、それもそうなのですが、わたしにはもう一つ、判らないことが」

「なんだい？」

「番隊の定員が百名で七隊。つまり合計で七百名。分隊の合計が二百二十二名というお話がありました。親衛隊が五十名で、警邏隊が五十名だというお話も。たしかに合わせて千二十二名。そこに団長様やレフレンシア様、それに小隊の定員数に含まれない隊長や秘書官などを加えたとしても、総数で千と四十名程度のはずです。ただし欠員のいる隊もあるとのことですから、実数はもう少し低くなります」

　他の九人が、びくりと肩を震わせてガブリエラを見た。

「最初に『我が騎士団は総勢千百余名』というお話がありました」

　ドゥイエンヌの自慢げな表情は一変していた。悔しそうな、それでいてどこか呆れたような顔でガブリエラを睨みつけている。

「計算が合っていません。まだ説明を受けていない部隊があるのでしょうか？」

「驚いたな」

　レフレンシアが目を丸くしてガブリエラを見た。

「そんな細かいことにまで気がつくとはね。どうやら君には、庶務分隊が合っているかもしれないな、ガブリエラ」

　今度はガブリエラが目を丸くする番だ。

「……え？」

「そういう細かい数字に気がつく人間を欲しているんだよ、庶務の連中は」

「いえ、あの……」

「歓迎してくれると思うぞ」

「は、配属の希望は……通らないのでしょうか？」

「なんだ、庶務分隊は嫌なのかい？」

「いえ、嫌というわけではありませんが、でも……」

　せっかく白兎騎士団に入団したのに、日々の仕事が書類の数字合わせと糧食の勘かん定じようでは、入団した甲か斐いがないというのがガブリエラの正直な感想だ。偵察もあまり自分向きではないと思うし、できれば救急分隊か、でなければ番隊に配属されたいというのが彼女の本音であった。

　レフレンシアが、ガブリエラの本音を見み透すかすように、にやにやと笑って言った。

「そんな嫌そうな顔で『嫌じゃない』と言われてもなぁ」

　ガブリエラは、慌てて両手で両頰を押さえ隠した。

「ふふ、ま、今すぐ決める必要はない。これから半年かけて、みんなの適性をじっくりと見定めるわけだからな」

　十人の新団員が、ごくりと唾を呑みこんだ。

「うん、どうも話がずれがちだな」

　半分はあなたのせいです、と思うレオノーラだが、もちろん口に出したりはしない。ガブリエラのあれで便所掃除一旬日なら、そんなことを言えば、便所掃除一カ月を喰らうかもしれない。

　レオノーラは「触らぬ女神に祟たたりなし」という諺ことわざを、よく弁わきまえているのだ。

「人数が合わないから、まだほかにもなんらかの部隊があるのかという話だったな、ガブリエラ」

「は、はい」

「ほかに部隊は、ない」

「え？　ですが……」

「部隊はないが人員はいると、そういうことだ。判るか？」

　レフレンシアの意味深しんな問いかけに、十人は必死の形ぎよう相そうで考え始める。

「どうだ、ガブリエラ？」

「あの……作戦の度たびに配属先が変わる、いわば遊ゆう撃げき隊たいのような存在がある……ということでしょうか？」

「それは『部隊』だろう。わたしは『部隊はない』と言ったぞ」

「ああっ」

　悲鳴のような声を上げてガブリエラが頭を抱えた。そんなガブリエラの様子を見て、ドゥイエンヌが気持ちよさそうに笑う。

「はい、ドゥイエンヌ」

　たちまちドゥイエンヌの笑顔が凍りついた。

「えぇと……それは……」

「ん？　どうしたかな？」

　ガブリエラが答えられない今こそ、得点を稼かせぐ好機に思える。だがドゥイエンヌにも残りの人員がどういう種類のものなのか、見当がつかなかった。

　悔しそうな顔で、ドゥイエンヌが言葉を絞しぼりだす。

「申し訳ありません、判りません」

「判る者はいるか？」

　ジアンがそっと右手を挙げると、他の九人が、ええぇっと大きく仰け反った。

　ジアンがいかにも不服そうに、大きく頰を膨らませる。

「なんだよ、みんな、その態度は。自分が判るのが、そんなに驚きなわけ？」

　九人はぷるぷると激しく首を左右に振ったが、誰の顔にも「凄く驚いている」と大書してあった。

「ふむ、わたしもことのほか意外の念に打たれているよ、ジアン」

「レフレンシア様まで、そんな～～」

　思い切り情けなさそうな顔になったジアンが、口の中でぶつぶつと文句を言う。

「さて、では、聞かせていただこうじゃないか。ジアン様のお考えを」

　気を取り直したジアンが恐る恐る言った。

「えぇとですね、それは『草くさ』なんじゃありませんか？」

「クサ？」

　レフレンシアが怪け訝げんそうな顔になる。他の九人もきょとんとした顔でジアンを見つめていた。

「はい、『草』です。自分の一族の出身地では、よくそういう言い方をするので……。なんて言えばいいのかな。適当な単語が思いつかない……えぇと、敵地での生活を伴った潜入調査員……みたいな？」

「おおぉ!?」

　レフレンシアが目を見開いている。

「うわ、あってますか、自分!?」

「あっているよ、ジアン。なるほど『草』か。そう言えば、以前、ヨーコもそんなことを言っていたっけな」

「やったね」

　ジアンが指を大きく鳴らすと、レフレンシアが小さく拍手をした。

「素晴らしいよ、ジアン。素晴らしい。青せい天てんの霹へき靂れきとは、まさにこのことだな」

　右手を挙げたジアンが、びしぃっとレフレンシアを指さして叫んだ。

「ぜんっぜん素晴らしくないです、その喩たとえっ！」

　周囲から笑い声が湧きあがる。レフレンシアも珍しく邪じや気きのない顔で笑っていた。

　なるほどねぇ。レフレンシア様が気に入るわけだ、この十人。

　レオノーラは大いに感心すると同時に納得もした。

　十人とも腕は立つし、打てば響くし、物もの怖おじしないし、素直だし、これは確かに鍛え甲斐がありそうだものねぇ。あ、でも、ドゥイエンヌは全然、素直じゃないか。ノエルノードも違うな～～。アフレアも、あんまり。マルチミリエだって頑固一徹な感じだし。それに……。

　レオノーラは、ちらっとガブリエラに視線を走らせる。

　ガブリエラこそ、素直とはいちばん遠いところにいるかもね。

　新団員に対する「素直」という評価を、レオノーラはあっさりと撤てつ回かいした。が、それでも気難しい上司が彼女たちのことを気に入ったのは間違いない。

　レオノーラは、ちらっとレフレンシアに視線を走らせた。そのレフレンシアは、すでに笑みを消し、真面目な顔に戻っている。

「なるほど、『草』か。なんとなくいい響きだね。我々幹部は、これら調査要員のことを『保ほ護ご色しよく』と呼んでいるんだが、『草』と呼ぶのもいいかもしれないな。まぁ、それはともかく。彼女たちの役目は先ほどジアンが言ったように、一般人としての生活を送りながら、当とう該がい目的地周辺の情報を収集することだ。中には商人として各地を巡り歩く者もいる。白はく兎と騎士団員ではあるので結婚はできないけどね。そういう調査要員が、ざっと百名近くいて、各地に派遣されているわけだ。彼女たちの素顔は一般の団員にも知らされていない。我々が情勢判断を過あやまたず、各地の勢力に的確な対応が取れるのも、じつに彼女たちの力が与って大きいのだよ」

　聞いていた十人が、へぇとため息をつく。

　武勇の誉ほまれ高い白兎騎士団であるが、その裏でこのような地道な活動も行っていることを知って、十人は大いに感心する。さすがに千人程度の兵力で半独立国として一地方を維持していくだけのことはある。

「もちろん、今の話は極秘事項だ。たとえ団を辞やめたとしても、外で話されては困る。いいな？」

　十人は真剣な顔で頷いた。

「さて、これでガブリエラの疑問には答えたと思うが？」

　ガブリエラは額が机にくっつきそうなほど大きく頭を下げた。

「はい、ありがとうございました」

　そんなガブリエラを、アフレアやジアン、セリノス・ノエルノード姉妹が感心した顔で見つめている。

　他人が気づかないことに気がつく。他人が見ないところを見る。他人が考えないことを考える。ガブリエラとは、そういう人間であると、全員が改めて思い知るのだった。

　ガブリエラが頭を上げると、レフレンシアがドゥイエンヌに向き直った。

「えぇと、後まわしになってごめん、ドゥイエンヌ」

「いえ……かまいませんわ」

「じゃ、次に『非常時』の定義へ行こう」

　レフレンシアは紙の余白に、また何かを書きつけた。







最高幹部会＝団長、副団長、番隊長筆頭、庶務分隊長によって構成される

最高幹部会が「非常時」を宣言

非常時が宣言されると、非常特別体制に移行する







「大隊編制も、この非常特別体制の一いつ環かんというわけだ」

　そのとき突然、講義室の入り口で声が上がった。

「やっているわね、みんな」

　十人が一斉に声のしたほうへと顔をふり向けると、そこには煌びやかな白銀の軽装鎧に颯さつ爽そうと身を包んだ白兎騎士団団長が、優美な笑顔で立っていた。

　彼女の背後にいるのは、先ほど話に出ていた団長付き親衛隊員に違いない。こちらも白銀の軽装鎧に身を包み、直立不動の姿勢で控えている。

「団長様！」

　驚いて全員が起立する。

「そのままでかまわないわよ」

　立ちあがった十人を抑おさえるように団長が右手を動かした。たったそれだけの所作なのに、全身からなんとも言えぬ気品と優雅さが溢れだし、大貴族の娘、ドゥイエンヌですら、思わず見とれてしまうほどだった。

　レフレンシアが、ぱんと手を打った。

「はい、みんな、着席して」

　十人は緊張した面持ちで椅子に座り直す。木板の脇では、あのレオノーラも直立不動の姿勢になっていた。

「ちょうどいい。団長のほうから出向いてくれたのなら、ここで正式に紹介しておこう。団長、こちらへ」

　レフレンシアに手招きされて、団長が部屋に足を踏み入れた。その途端、ガブリエラは部屋の明るさが増したように錯覚した。

　凄いわ。なんという存在感なのかしら。この御お方かたがいるだけで、周囲が明るくなるような気がする。

　さすがに団長になる人は違う。

　誰もがそんな感想を抱き、団長の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに目を凝こらす。

　団長が頭に被った半兜をゆっくりと外すと、現れた金髪が蠟燭の炎を受けて眩まばゆく煌めいた。それを見た瞬間、ガブリエラは自分の髪を「金髪だ」と言うのを止めたくなった。それほど団長の金髪は美しく華麗だった。

「こちらが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ現団長、マリエミュール・エリノス・アイユーヴ様だ」

　マリエミュールが微笑んだ。優しく、それでいて強く、温かで、どこか厳しい、不思議な深みのある笑みだった。十人は石せき化かの魔術にかかったかのように硬直してしまう。

　十人にはマリエミュールが、守護天アルアラネから遣つかわされた天使……いや、守護天そのものに見えた。

「レフレンシア、あなたに『様』だなんて呼ばれると、全身がむず痒がゆくなってしまうのだけれど」

　そう言って、優雅に笑うマリエミュールを、レフレンシアが眩まぶしそうに見ている。

「いえしかし、あなたは団長なんですから」

「あら、冷たいのね、レフレンシアったら」

　マリエミュールが上うわ目め遣づかいに、そっとレフレンシアを見る。その目があまりに哀しそうだったので、ガブリエラはレフレンシアの下へ駆けよって、思いきり彼女を殴りつけてやりたくなった。

　……はぁはぁはぁ。

　荒い息を吐きながら、ガブリエラは左手で右手首をきつく握り、必死の思いで己の衝動を抑えこむ。

「そう言わないでくださいよ、団長。新団員の前では、やはりけじめをつけなければ」

「はいはい、判りました。仰おおせのままに、レフレンシア」

　マリエミュールが大げさに肩をすくめる。そんな仕草も妙に様になっている。

　一つ、えへんと咳せき払ばらいしたレフレンシアが、マリエミュールに向かって言った。

「それより、団長。せっかくお出でくださったのですから、彼女たちに何かお話を」

「あら、そう？」

「ええ、お願いします」

　木板の横に引っこんだレフレンシアに代わって、マリエミュールが十人の正面に立った。ガブリエラたちは目を輝かせ、団長の訓くん辞じを待つ。

「ようこそ、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎへ」

　あくまで透明で、それでいて力強い美声が降ってきた。

　ガブリエラは思わず、この人の歌を聴いてみたいと思った。

　みな、我知らず居い住ずまいを正している。

「そんなに緊張しなくても、いいのよ」

　そう言って、マリエミュールがにっこりと微笑んだ。













　こうして間近で、しかも正面から見ると、ほんとうに魅み惑わく的てきな笑顔だった。いや、蠱こ惑わく的てきというほうがより正確だろうか。それほど人を捕らえて離さない笑顔だった。

　ジアンなど、目をハート形にしたままマリエミュールを見つめている。

「団に入っても同じこと。我が騎士団は『伝統と格式』を強調されたりするけれど、あまり難しく考えることはありません。皆さんも気楽に、そして誠心誠意、お務めしてください」

　十人の間から小さなため息がいくつも漏れる。

「何か判らないことがあったら遠慮なく、わたしやレフレンシアに言ってください。見習い期間といっても、今日からもう、あなたたちは白はく兎との騎士なのですから。わたしたちは、もう仲間なの。長ちよう幼ようや上下はあっても仲間なのです。共に手を取り合い、互いに切せつ磋さ琢たく磨まして騎士団を盛りあげていきましょう」

　誰からともなく拍手が上がった。気がつくとガブリエラも拍手をしていた。

　どことなく照れくさそうに下がっていくマリエミュールの笑顔も、また魅力的だった。

「じゃ、わたしはこれで。あとはよろしくね、レフレンシア」

「はい、団長」

「マリエって呼んでくれないの？」

「新団員の前ですので」

「寂しいわ」

「団長……」

　レフレンシアが苦笑している。

「皆さんも、またね」

　団長は、ひらひらと手を振りながら講義室から退出していった。

　出入り口のところに直立不動で控えていた親衛隊員二人がマリエミュールのあとを追いかけて歩きだす。それでようやくガブリエラたちは、そこに団員がいたことを思いだした。それほどあの二人は気配も存在感も感じさせなかった。

　まるで青銅の彫ちよう像ぞうのよう。それはそれで凄いわねと、小さく唸うなってしまうガブリエラだった。

　レフレンシアが、ふたたび木板の前に進みでてきた。

「どうだったかな、我らが団長様は」

「なんか、こう、想像していたのとは大違いの方ですわね」

　とドゥイエンヌが言う。

「もっと迫力があって、怖い方だと思っていましたわ」

「意外だよね～～」

　とジアンも賛同する。

　両手を胸の前で組んだノエルノードが、目をうるうるさせて呟つぶやいた。

「お姉様になって欲しいな」

「こら、ノエル、失礼だろ。相手は団長様だぞ」

「だって」

　ノエルノードが、ちらっとセリノスを見た。

「男らしくて無ぶ骨こつで凜り々りしい姉よりも、あんなふうに美しく素敵で優しそうなお姉様が欲しいもの」

「ああ？　それは何か？　わたしへの当てこすりか？」

「もちろん、そうよ」

「こいつは……」

　セリノスが睨んでもどこ吹く風で、ノエルノードが訊き返した。

「あら、お姉様はそう思わなかったの？」

「いや……それはまぁ、なんというか、この御方を護まもってあげたいみたいな、そんな気分になったけど」

「ほら、そうでしょ？」

「まあ、ね。たしかに、ね」

　十人がそんな話をしていると、レフレンシアが割りこんできた。

「それがあの人の、団長の特とく長ちようだな」

　十人は顔を上げ、レフレンシアを見る。

「つまりだ。この人の役に立ちたい、この人を護ってやりたい、この人のためなら死ねる、そんなふうに思わせることができる人なんだ、彼女は。そして、そう思わせる者だけが人の上に立てる。組織の頂点に君くん臨りんする」

　レフレンシアの言葉には、いつも以上に熱が籠っているように思える。皮肉と韜とう晦かいと諧かい謔ぎやくが専もつぱらの彼女にしては珍しいこともあるものだとガブリエラは驚いてしまう。

　そんなガブリエラをレフレンシアが、じろりと睨めつける。ガブリエラは慌てて目を逸らした。

「その資質は持って生まれたものでね、修練や学習で手に入れることは難しい。だからこそ、その手の資質を持った者は貴重なんだ」

　そこで言葉を切ったレフレンシアは、内心でこう続けた。

　だから君には期待しているんだよ、ガブリエラ。何しろ君は、あのエリエオラの娘むすめなんだからな。

　レフレンシアが直接、エリエオラを知っているわけではない。だが彼女はエリエオラの伝説を、武勇伝を、先輩たちからいくつも聞かされていた。その中には、とんでもない大失敗も混じっていたが、それでもその話をするときの先輩たちの、憧あこがれとも旧きゆう懐かいとも誇りともつかない不思議な熱を湛たたえた瞳を忘れることができなかった。

　いつしかレフレンシアの中には、エリエオラという偶ぐう像ぞうが出来上がってしまっていた。そのエリエオラの愛まな娘むすめが団を受験すると知ったときは心が躍おどったものだ。

　そして、娘が――ガブリエラが、レフレンシアの予想を上回るような「面白い娘こ」だと自分の目で確認できたとき、ガブリエラに対する期待感は大いに高まった。

　ひょっとすると、とてつもなく大きな成果を上げて団の中ちゆう枢すうに昇っていくかもしれない。あるいは、途中でとんでもない失敗をして退団するか。そのどちらにしても、しばらくの間、ガブリエラはレフレンシアを楽しませてくれそうだった。

　期待できるのはガブリエラだけではない。新入団生がこれほど粒つぶぞろいだったのは、ここ数年なかったのじゃないか。

　鉄は熱いうちに打てという格言に従い、この十人を、せいぜい打って鍛えて育ててやろうと思うレフレンシアであった。

　ドゥイエンヌが、そっと右手を挙げた。

「なんだい、ドゥイエンヌ？」

「レフレンシア様とマリエミュール様は、ずいぶんと親しいようにお見受けいたしましたけれど？」

　レフレンシアが少し驚いたような顔をドゥイエンヌに向けた。

「そう見えたか。ふむ、ま、それも当然かもしれない」

　レフレンシアは視線を宙に向け、何かを懐なつかしむような顔になった。

「団長とわたしは幼おさな馴な染じみだからな。彼女がいるから、わたしもここにいる。彼女はわたしの誇りでもあるのだよ」

　おや？　とガブリエラが目を瞠みはった。

　他人を自慢するなど、レフレンシアらしくない。

　でも、あの方なら……。

　ガブリエラは先ほど間近で見たマリエミュールの輝く容よう貌ぼうを思いだす。

　そう、あの方と幼馴染みなら、わたしだって自慢したくなるかもしれない。

　視線を戻したレフレンシアは、みなに向かってにやりと笑った。

「団長とわたしはただの幼馴染みではない。白兎騎士団しろうさぎへも一緒に入団した、いわば同期生ということさ」

「えっ？　お二人は同期なのですか!?」

「そうだよ。というか、何をそんなに驚いている、ドゥイエンヌ？」

「いえ、わたくしは、べつに驚いてはいません」

　ドゥイエンヌが微妙に視線を逸らせると、横からジアンが身を乗りだしてきた。彼女の顔に「それはびっくりだ」と書いてある。

「ということは、レフレンシア様と団長様は同い年なんですか!?」

　ジアンの顔にちらっと目をやったレフレンシアが、どことなく不満そうに応える。

「いや、団長のほうが一つ上だよ」

「ええぇぇっっ!?」

　十人が十人とも、目を剝むくと、薄い笑みを浮かべたまま、レフレンシアの表情が、ぴきぃっと固まった。よく見るとこめかみに血管が浮きでている。その表情のまま、レフレンシアがゆっくりと十人を見渡した。

「今の『ええぇぇっっ!?』は、どういう意味かな？」

　かなり怖かった。

　十人は俯いたりそっぽを向いたり天井を見つめたりして、必死にレフレンシアと目を合わさないように努力する。

「なぁ、ガブリエラ」

　レフレンシアが猫ねこ撫なで声ごえを出した。そうとうに怖かった。

「『ええぇぇっっ!?』の意味を教えてくれないか？」

「べっ、べつに意味など、これっぽっちもありません」

「正直に言いたまえよ、ガブリエラ」

　先ほど、正直に言ったおかげで便所掃除一旬日を言いつかったばかりだ。ガブリエラがどれほどお人ひと好よしだとしても、ここで正直に言うわけにはいかない。彼女は、

「もう、あくまで正直にどこまでも素直に誠心誠意で真実を言いますけれど、まったくこれっぽっちも意味は全然ありません」

　と言い張った。ガブリエラが意外と頑がん強きようなのでレフレンシアは標的を変える。

「ドゥイエンヌ？」

「なっ、なんのことでしょうか。わたくしは『ええぇぇっっ!?』などとは、ただの一言も言っていませんわ」

　さすがに政財界や軍で活躍する一族を間近に見て育った大貴族の娘だけのことはある。ドゥイエンヌは素知らぬ顔で堂々と噓をついた。

「アフレア？」

　アフレアは右手を挙げ、元気に返事をする。

「はぁい、判りませんっ」

「こいつらは……」

　小さく吐き捨てたレフレンシアは、新たな獲物を探す狼さながらに目を転じる。獲物はすぐに見つかった。レフレンシアは、あくまで優しい声で獲物の名を呼ぶ。

「ジアン、君なら教えてくれるだろう？」

「なっ、何をですかっ？」

「わたしより団長が一歳年上だと言ったとき、君たちが驚いた理由だよ」

「お……驚きましたっけ、自分？」

「ああ、凄く驚いていたな。十年分の驚きを一気に吐きだしたって感じだった」

　レフレンシアの目がジアンを捉とらえて離さない。ジアンも目を逸らすことができない。だらだらと冷や汗をかきながら、どうしたらこの局面から逃げだせるだろうと必死に考える。

　そうか。レフレンシア様を誉ほめればいいんだ。

　焦あせりで混乱したジアンには、それがとてもいい考えに思えた。

「レフレンシア様が、とてもお若いのに驚いたのですっ」

「ほほぉ？」

　レフレンシアの目が妖あやしく光ったのにジアンが気づかない。

「わたしが若いと驚くのか？」

「え？」

　ノエルノードが上体を乗りだし、姉に向かって囁ささやいた。

「墓ぼ穴けつを掘ったわね、ジアン」

「うん、そうとう深く掘ったな。もう、穴の底が見えないくらいだ」

　と頷いたセリノスは、ほっと安堵の息を吐いた。

　少なくともジアンが玩具おもちやになってくれている限り、とばっちりがこちらへ回ってくることはないし。

　まったくその通りで、すでにレフレンシアは捕まえた鼠ねずみをいたぶる猫そのものだった。

「それはジアンが、わたしをかなりの年とし増まだと考えていたと、そういうことなんだな？　ん？　そうなんだな？」

　自分が絶体絶命の窮きゆう地ちに陥っていることをジアンも悟った。救いを求める目で周りを見回すが、誰も彼女のほうを見ようとしない。

　酷いぞ、みんな。

　泣きそうな顔でジアンがもう一度、首を前後左右に振ると、ガブリエラとだけ、目が合った。

　さすがにガブリエラだ、偉えらい！

　ジアンは彼女が自分を救いだす救きゆう世せい主しゆになってくれるのだと期待した。なにしろガブリエラは、人にはない視点でものを見られる能力と、人が思いつかないようなことを考えられる能力があるのだから。

　ジアンがすがりつくような視線をガブリエラに送ると、彼女はにっこりと笑って軽く右手を挙げ、おいでおいでをして見せた。

「は？」

　ジアンがぽかんと口を開けてガブリエラを見ていると、レフレンシアが近寄ってきた。

「ジ、ア、ン」

　びくぅっ。

　ジアンは思わず身を竦すくめる。

　冷れい徹てつな目でジアンを見下ろしたレフレンシアが、死刑宣告を下した。

「君、ガブリエラに付き合いたまえ」

「……え？」

「だから、彼女と一緒に便所掃除だ。期間は、まぁそうだな、五日間でいいだろう」

「ずが～～ん」

　ジアンが大きく仰け反った。その勢いで椅子が後ろに倒れ、けたたましい音を立てて石の床に衝突する。ジアンは、したたかに後頭部を打ちつけてしまった。

「あたぁっ」

　頭を押さえ、涙目で天井を見つめるジアンの視界の片隅に、いかにも嬉うれしそうな顔で、おいでおいでを続けているガブリエラの姿が映った。
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「はぁい、みなさん、静せい粛しゆくにしてください～～」

　レオノーラが場を静め、気を取り直したジアンが復活すると、レフレンシアの講義が再開された。

「さて、君たちのこれからだが」

　レフレンシアが手元の書類に目を落としながら言った。

「明日からはレオノーラについて団内を歩いてもらうことになる。もっとも、団員がいるのは本こ城こだけではない。街にも各砦にも、いる。見て歩くだけでも何日間か、かかるだろう。隊長連には、レオノーラがその都つ度ど、紹介する。それが終わったら再集合だ。街に泊まることもあるだろうけど、羽は目めを外して騒いで問題を起こせば、便所掃除が待っているからな」

　みなが、こくこくと頷いた。

　すでにガブリエラとジアンが罰掃除を喰らっているのだから、レフレンシアの言葉が単なる脅しでないことは明白だ。

「ジアンとガブリエラは、一泊につき、便所掃除一回のこと。場所は本城、砦、街を問わないから。終わったらレオノーラの部下に確認してもらえ。綺き麗れいになってなかったら、やり直しだぞ」

「……はい」

　とガブリエラは殊しゆ勝しような態度で返事をするが、ジアンは何故か挑戦的な目でガブリエラを見て、びしぃっと右の人指し指を突きつけた。

「自分の分の便所掃除が終わったら、ガブリエラの掃除を邪魔してやるからなっ」

　ガブリエラが大きく仰け反った。

「酷いわ、ジアンったら」

「なに言ってる。酷いのはどっちだ、ガブリエラ。自分だけよければいいのかっ。見損なったぞっ」

「そっ、そんな、言いがかりだわ」

「掃除を邪魔するって、どうするつもりなのよ、ジアンは？」

　とあまり興味なさそうな顔でアフレアが訊いた。

「いや、それは……」

「あんた、何も考えてないのに言ってるでしょ」

「そっ、そんなことはないぞっ」

　とジアンが吼ほえる。

「そうだっ、ガブリエラが掃除し終わった場所で、わざと粗そ相そうしてやるっ」

「やだ、汚きたなっ」

　アフレアが嫌そうな顔で上体を引いた。

「あんた、あれでしょう。用を足したあと手を洗わない質たちね？」

「え？」

　ジアンがきょとんとした顔をアフレアに向けた。

「アフレアは手を洗うのか？」

「あんた、さ～い～て～い～～」

　ドゥイエンヌやセリノス・ノエルノード姉妹が、がたがたと椅子や机をずらし、ジアンから距離を取った。

「あ、あれ？」

　ジアンが首を捻っていると、レフレンシアがため息をつきながら言った。

「ジアン、わざと粗相したら、もう一度、便所掃除だ。今度は一ひと月つきだからな」

「うへぇ」

「それと、便所に行ったら手を洗え。守れない場合は食事抜きだ」

「そっ、それだけは勘かん弁べんしてください。もう手だけじゃなく、お尻も洗いますから」

　ジアン目がけて、周りから雑記帳やら羽ペンやら椅子やらが飛んできた。

「何するんだよっ、ちょっとした冗談じゃないか。っていうか、椅子を投げるな。頭に当たったら死ぬぞ!?」

　アフレアが小馬鹿にした顔で言った。

「あんたってば、顔だけじゃなく冗談まで下品ね」

「うわぁ、お子様に馬鹿にされたぁっ」

「お子様って言うな、こら！」

　アフレアとジアンが腰を浮かせ睨み合っている間に、レフレンシアが割って入った。

「元気がいいな、二人とも。だが、わたしとしては、さっさと進めて、そろそろ講義を終わらせたいと思うんだが、いいだろうか？」

　二人は前を向き、すとんと椅子に腰を下ろし、壊れた人形のようにかくかくと首を縦に振った。

「もちろんです」

「ご存分に」

「やれやれ」

　苦笑いを浮かべてレフレンシアが木板の前まで戻る。

「えっと……どこまで話したっけな」

　レフレンシアは、神妙な顔で木板の横に立っているレオノーラを見た。

「団を一通り回ったら、ここへ再集合というお話でした」

「ああ、そうそう、再集合。うん、この部屋へね。君たちの仮配属先は、そのときに決めよう。配属先といっても、あくまで仮の話だ。見習い期間の間に何度も配置転換があるけどね」

　レフレンシアが軽く片目を瞑ってみせた。

「つまりは、そうやって君たちの適性を探すわけだ」

　十人はやや緊張気味に、こくりと頷いた。

　どの隊に配属されるかが、この半年の見習い期間で決まるのだ。できれば、希望の隊に入りたい。そのためには、半年間の成績が優秀なほうがいいに決まっている。

　期待、不安、希望、夢、理想。様々な思いに心が揺れながらも、みな、新たに始まる団での生活に思いを馳はせる。

　白はく兎と騎士団での生活が始まるのだ。いよいよ今日、ここから。

　燃える瞳と新たな決意で、十人が返事をした。

「よろしくお願いしますっ」

　レフレンシアが、にっこりと笑った。いつもの皮肉っぽい笑みではなく、慈いつくしみの籠った優しい笑顔だった。

「よし、本日の講義はこれで終わり。みんなご苦労さん。じゃ、お茶にしようか」

「お～～」

「騎士団お手製のクッキーは、なかなか美お味いしいぞ。余った分はマイヨ・ルカの街で売っているんだが、これが旅の商人たちにも大人気なんだ。いずれ販路を広げようかと思っているくらいでな。今日はそれをごちそうしようじゃないか。紅茶も自家栽培の美お味いしいのがある」

　十人が手を叩いて歓かん喜きの声を上げていると、何気なく、さりげなく、ごくごく自然にレフレンシアが言った。

「あ、そうそう、ガブリエラには、さっそく便所掃除をやってもらおうか」

「え？」

「安心しなさい。今日の分も一日として数えてあげるから」

　両手を胸の前で組んだガブリエラが、すがりつくような顔でレフレンシアを見つめた。

「あの、でも、クッキーは……」

「もちろん、ごちそうするとも。掃除が終わったら、ここへ戻ってくればいい。ただし、クッキーがそれまで残っているかどうかは、他のみんなの腹次第だけどね」

「え～～ん」

「ああ、当然ジアンもな」

「が～～ん」

「頑張ってくるがいいわね、ガブリエラ、ジアン。クッキーは、みなで一つ残らず美味しくいただいておくから、安心してお掃除なさい」

「酷い～～」

　最後の最後にドゥイエンヌの嫌みが炸さく裂れつして、その日の講義が無事に――若干二名にとっては無事ではなかったかもしれないが――終了した。




　この翌日から正式にガブリエラたち十人の見習い期間が始まったのだが、それは意外なほど波は瀾らん万ばん丈じようの半年間となった。

















　　　　　１




　青あおの世紀四五年、竜りゆうの月つき――




　この季節はひと雨降る毎ごとに木々の緑が濃くなっていく。

　雪解け水を集めた池ち沼しよう群ぐんが盆地のあちこちに出現し、赤茶けていた大地のそこかしこに野草が萌もえ、可か憐れんな花を咲かせていた。

　空気中の湿気が多くなったせいだろう、彼方に聳そびえる高こう峰ほう群ぐんの姿が霞かすんで見えない日が増えている。もうじきアグァローネ地方に雨季がやってくるのだ。もっとも、ここは盆地であるから、雨量は平地よりずっと少ない。雨季といっても、じつに控え目なものだった。

　騎き士し団だんの入団試験に合格したガブリエラたちは、本格的に春が始まるこの竜の月に、見習い騎士という名の雛ひよこ生活を始めていた。

　新入団員は通常、入団後の六カ月間を見習い期間として過ごす。この段階でのガブリエラたちは、まだ仮入団を果たしたに過ぎず、いわば試用期間である。半年間を大たい過かなく過ごし、真に騎士団員に相応ふさわしいと認められて初めて、正式な団員としての登録が為なされ、ようやく白はく兎との騎士を名乗ることが許される。

　見習い期間中は、全員が団の中にある各隊のいずれかに配属され、そこで雑用をこなしながら先輩たちから様々なことを教わるのが常だった。




　ちょうど今、講義室に集められたガブリエラたち十人は、レフレンシアから最初の仮配属先を聞かされているところだった。

　真っ先に、ガブリエラが庶しよ務む分隊への配属を通知された。

　レフレンシアの言葉を聞いたとき、ガブリエラは納得できないといった表情を見せ、何か言いたそうに体を動かした。しかし、命令に逆らえるはずもない。結局ガブリエラは抗議を諦あきらめ、代わりに長いため息をついた。

　そんなガブリエラに気づいたレフレンシアが、彼女に慰なぐさめの言葉をかける。

「あくまで適性を見るためだよ、ガブリエラ。他たの新団員だっていずれ庶務分隊勤務を経験するのだから。まず、最初に君が行くというだけのことだ」

　ガブリエラは肩を落としたまま、はいと返事することしかできなかった。

　レオチェルリは五番隊へ配属された。

　ガブリエラに恨うらめしそうな顔で見つめられたレオチェルリは、ひたすら主人に向かって頭を下げ続けた。

　ドゥイエンヌは二番隊へ配属された。

　彼女は、なぜかガブリエラに向かって胸を張ってみせる。嫌みったらしく、なおかつ挑発的で優越的な態度だ。昔よりましになっているとはいえ、ドゥイエンヌの基本性能はあまり変わっていないと思い知るガブリエラだった。

　マルチミリエは何な故ぜか救きゆう急きゆう分隊に、セリノスは一番隊、妹のノエルノードは四番隊へと、それぞれ配属された。自分の配属先を聞いた瞬間のマルチミリエの戸惑った表情が、ガブリエラには印象的だった。

　ウェルネシアとデイレィは六番隊と七番隊、ジアンは警けい邏ら隊、アフレアが特とく務む分隊に配属になった。

　全員の配属先を知ったガブリエラは、こう思わずにはいられなかった。

　意地悪だわ。レフレンシア様、絶対、わたしに対して意地悪してるんだわ。

　レフレンシアの表情を見ていると、自分の考えが邪じや推すい、あるいは被ひ害がい妄もう想そうだとは言えない気分になってくる。

　何しろガブリエラが大いに困惑し、大いに気落ちしているのを、レフレンシアはとても楽しそうに見ていたのだから。
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　庶務分隊に配属となったガブリエラは、翌日、分隊長のマクトゥシュ・アルクィン・ミラネの下もとへ顔を出した。

　以前に団内を見学して歩いたときにレオノーラに紹介されてはいる。が、形式的な挨あい拶さつを交わしただけなので、じっさいに話をするのは今日が初めてだ。

　マクトゥシュは、入団して十五年以上が経つというから、すでに大ベテランの域に達している。団に十年を超えて在籍し続ける者は白はく兎と騎き士し団だんでは少数派だった。それが十五年ともなると、本当に数えるほどしかいない。本人がよほど団を気に入っているのか、はたまた団にとってよほど得え難がたい人物なのか、それとも他に何か理由があるのか、ガブリエラには判らない。

　前髪を上げ、長めの髪を後ろで無造作に縛しばったマクトゥシュは、広い額ひたいと大きな丸眼鏡が印象的だった。白兎の騎士には珍しく、ややふくよかな体型をしている。毎日毎日書類仕事ばかりだと、どうしても運動不足になってしまうのは避けられないらしい。

　在籍十五年以上であれば、すでに三み十そ路じを超えているはずだが、外見からはもう少し若く見える。ひょっとしたら、入団したときの年齢が異例なほどの若さだったのかもしれない。

　窓のない広めの部屋には多くの蠟ろう燭そくや獣じゆう油ゆランプが置かれ、壁際に並べられた木製の書棚には分厚い書類の束がぎっしりと隙すき間まなく詰まっている。書類は棚だけでなく、床の上にも山のように堆うずたかく積まれていた。

　その部屋の中央やや奥まったところにマクトゥシュの机があった。

「見習い騎士ガブリエラ、庶務分隊に仮配属になりましたので、まかりこしました」

　手を胸に当て、直立不動の姿勢でガブリエラが挨拶をすると、マクトゥシュは顔を上げ、自分の背中を大きな椅子の背に預け、値踏みするような視線をガブリエラに這はわせてきた。

「うん、庶務分隊うちに来るのは、レフレンシア様から聞いている。入団試験では随分と暴れたんだって？」

「いえ、あの……全然、暴れてはおりません。どなたがそのように根も葉もないことを仰おつしやったのでしょう？」

　眼鏡を押し下げたマクトゥシュは、身を乗りだして、睨ねめつけるような視線をガブリエラに向けてきた。

「ほんとうに根も葉もないの？」

　ガブリエラはあくまで真剣な顔を崩さないまま応こたえる。

「もちろん、根も葉もありません。ですけれど……小枝の先くらいなら、あったかもしれません」

　マクトゥシュは、ぷっと噴ふきだした。

「ああ、面白いね、君」

　初めて会うに等しい幹かん部ぶの前で、このように物もの怖おじしない態度を取れる者は、そうはいない。マクトゥシュの記憶では、長い騎士団生活の中でも、レフレンシアくらいしか思い浮かばない。現団長のマリエミュールでさえ、入団当初はもう少し控え目だったはずだ。

　いや……もう一人、いたかな。

　その人物の入団当時の逸いつ話わは、マクトゥシュが入団したての頃に何度も聞かされた。

　そして彼女は、目の前に立っているガブリエラが、その逸話の持ち主、エリエオラの娘であることを思いだした。

　エリエオラが退団してから二年後に団に入ったマクトゥシュなので、エリエオラ本人を自分の目で見たわけではない。だが、その活躍ぶりは、憧あこがれと尊敬の口振りで先輩の団員から繰りかえし聞かされたものだった。

　なるほど鷹たかの娘むすめは、小さくても幼くても、あくまで鷹ってか。こいつは楽しいな。

　すでにマクトゥシュが入団してから十六年の歳月が流れている。団を辞やめても楽に暮らしていけるだけの充分な蓄たくわえもできた。面白いこと、辛つらいこと、哀しいこと、楽しいことも、いろいろと経験した。マリエミュールとレフレンシアが、二人揃そろって団内を駆け昇っていくのも見てきた。そのときは、この二人になら安心して白はく兎と騎士団を任せられると思ったものだ。同時に、自分のような年長者がいては、団長と副団長がやりにくいのではないかと思うこともあった。それもあって、ここ一、二年は、そろそろ団から身を引くときかもしれないと引ひき際ぎわばかりを考えていたマクトゥシュであるが、ガブリエラを見て少し気が変わった。

　ここまで長なが居いしたのなら、もう少し居続けてもいいかもしれない。ふとそう思ったのである。

　そんな自分に少しだけ驚きながら、マクトゥシュはガブリエラに言った。

「せっかく鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入ったのに、庶務分隊なんかに回されて、がっかりしたんじゃない？」

「いえ……そのようなことは……あの、少しだけ」

「はははは、正直者だね、ガブリエラ」

「あっ、もっ申し訳ありません」

　ぺこぺこと頭を下げるガブリエラに対して、マクトゥシュは怒るどころか、優しげに笑いかけた。













「まぁ、無理もない。でもね、こういう言い方をすると思いあがっていると言われるかもしれないけど、騎士団員の食くい扶ぶ持ちを確保しているのは我々、裏うら方かたなんだよ。後ろで支える者がいなければ、騎士団は成り立たない。華やかな表舞台で活躍する者だけが騎士団員ではないということは、覚えておいて欲しいな」

　卑ひ屈くつになるでもなく、かといって尊そん大だいになるでもない。マクトゥシュの態度や話し方は、ごく自然なものだった。ガブリエラは、早くもこの隊長が好きになった。

「はい！」

「うん。じゃあ、さっそく裏方の仕事をやってもらおうかな」

「……はい」

　だが、隊長を好きになっても、仕事が好きになれるとは限らない。ガブリエラが、げんなりした顔をするのをマクトゥシュは見逃さなかった。

「顔まで正直者だね、ガブリエラ」

　ガブリエラは慌あわてて両手で頰ほおを押さえた。

「べつに気にしなくてもいいよ。君たちみたいな若い娘こは、みんなそうなんだ。『せっかく白兎騎士団しろうさぎに入ったのに、書類仕事なんか、つまんない～～。もっと華はな々ばなしい部署がいい～～』ってね」

　ガブリエラは冷や汗を流しながら応える。

「いえ、つまらないとは思いません。ただ、わたし、計算とか、細かな作業が苦手なものでして」

「自分ではそう思っても、意外と隠された才能があるものよ？」

「そ……そうでしょうか」

　とあくまで自分の資質に懐かい疑ぎ的てきなガブリエラである。

「ねえ、ガブリエラ」

「は、はい？」

「騎士団の目的って、なんだと思う？」

「騎士団の……目的、ですか？」

「そう、目的」

「それは……」

　ガブリエラは意表を衝つかれた思いだった。たしかに小さな頃からずっと騎士団に入りたいと願ってきた。だから彼女にとって、騎士団に入ることが目的になってしまい、騎士団の目的という根本的な要素に目を向けることがなかったからだ。

　ガブリエラは少しだけ考えた。答えはすぐに出た。

「この地を無事に治おさめること……ではないでしょうか」

「うん、いい答えだね」

　マクトゥシュは満足そうに頷うなずいた。

「それが、ほぼ正解だ。でも、だったら、何も戦わなくてもいいはず。そうでしょう？　騎士団にとって、戦うことが目的なんじゃない。戦いは、この地を平和に治めていくための最終手段に過ぎない。戦わなくても目的が達成されるなら、そのほうがいいに決まっている。なのに最近は、戦うことこそが騎士団の義務みたいな勘違いをしている若い娘こが多くてね。わたしみたいな年寄りからすると、少し心配なんだ」

　ああ、この人は偉い人だ。目的と手段をきちんと弁わきまえている賢い人だ。ガブリエラは少し感動した。

　レフレンシアならば当然、弁えているはずだ。もちろん団長だって。他にもマクトゥシュのように賢けん明めいな人がいるのを目まの当たりにして、ガブリエラは少し安心もした。

　ガブリエラは、大人の雰囲気を持った庶務分隊長のことが大好きになった。

「年寄りだなんて。マクトゥシュ様、まだまだお若いのに」

「うふ」

　マクトゥシュが、にんまりとほくそ笑む。

「なかなかよいしょも上手じようずだね」

「いえ、よいしょとかお世せ辞じではありません。マクトゥシュ様のような立派な見識をお持ちの方には、まだまだ団を支えていっていただかなくてはと思います」

　笑みを消したマクトゥシュは、少し上体を引いて目を細める。

「……本気で言ってる？」

「もちろんです。なぜ、わたしがそんな冗談を言わなくてはいけないのでしょう？」

「ほんっとうに面白いね、君は」

　世界の果てから持ちこまれた珍獣でも見るような目で、マクトゥシュはしげしげとガブリエラを見た。

「お……面白いでしょうか？」

　マクトゥシュの視線に晒さらされて、ガブリエラが、もじもじと身をよじる。

「ふぅん、レフレンシア様に話を聞かされたときは首を捻ひねったけれど……これは本物かもしれないね」

「は？　何が、でございますか？」

「うん、まぁ……レフレンシア様はね、『ガブリエラは五年以内に団の最高幹部にまで昇っていくんじゃないか』なんて仰っていたんだ」

「ええぇっっ!?」

　ガブリエラは大きく仰のけ反ぞった。

　多少は評価されているのかな、とは思っていた。だが、あのレフレンシアからそこまで評価されているとは夢む想そうだにしていなかった。

　そ、それは過大評価に過ぎます、レフレンシア様。というより、そんなことを幹部の耳に入れておいて、実際の自分との落差を見せつけられた幹部の人たちが笑ったり怒ったりするのを見て、あるいは笑われたり怒られたりするわたしを見て楽しもうという魂こん胆たんではないのかしら。

　ガブリエラは思わずそう勘かんぐってしまった。とにかくレフレンシアに関しては、その言動すべてに、あくまで懐疑的なガブリエラである。

　もっともマクトゥシュは、レフレンシアのもう一つの評価、即ち「あるいは大失敗をやらかして団を追いだされるかの、どちらかじゃないかな」という評価を黙っていたから、レフレンシアが無条件にガブリエラを持ちあげていたわけではない。

　ただ、さすがのレフレンシアの予想も、今回に限ってはどちらも当たらなかったことになる。この後ガブリエラは団を辞めることなく、「最高幹部」を飛び越えて「団長」にまで昇り詰めてしまうのだから。その陰かげで手を尽くしたのが当のレフレンシアであったとしても、だ。

　もちろん、この時点でそんなことを予想する者は誰一人としていない。

　それでもマクトゥシュは、ガブリエラが団にとって益えきをもたらす、期待していい人物であろうことは実感できた。

「きみには期待しているから、ガブリエラ」

「……ご期待に添えるように、精一杯、努力したいと思います」

「お～い、ネルファナ」

「はい、マクトゥシュ様」

　部屋の奥に置かれた机で、一人、黙々と書類仕事をしていた小柄な人物が立ちあがり、マクトゥシュとガブリエラの前にやってきた。

　短い髪とくりくりした大きな目が印象的な娘だ。見た感じは、ガブリエラとそれほど年が違わないように思える。

「これがわたしの秘書官、ネルファナ・シギストゥスだ」

「ネルファナ・シギストゥスです」

「あ、わたし、ガブリエラ・リビエラ・スンナです。よろしくお願いします」

「ようこそ庶務分隊へ。ガブリエラさん」

　二人が互いに礼をかわす。

「ネルファナ、ガブリエラに何か仕事を」

「はい」

　ガブリエラはマクトゥシュに向き直り、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「しばらくお世話になります。ご指導、ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします」

「うん、まぁ、頑張って。ただし」

　眼鏡越しにガブリエラを見るマクトゥシュの目が、きらりと光った。

「庶務の仕事が好きじゃないからといって手を抜かないようにね」

「もちろんです」

「判ってるなら、よろしい。はい、行って」

「では、ガブリエラさん、こちらへ」

「はい」

　ネルファナの机の前に、何も載のっていない同じような木製の机と椅子が置いてあった。ガブリエラが来るというので用意した物なのだろう。

「じゃあ、そこに座ってください」

　ガブリエラが椅子に腰掛けると、ネルファナが、分ぶ厚あつい書類の束を、どんと机の上に載せた。

「うっっっ」

　思わず仰け反るガブリエラだった。

「はい、これを見てください」

　書類の中身をネルファナが指し示す。

「これ、先月分の食料の消費量を数値化した物なんです。縦たて軸じくが団員各人の消費量、横よこ軸じくが日付です。縦横の合計を出してください」

　ガブリエラが書類に目を落とすと、小さなマスの中に、びっしりと細かな数字が書きこんであった。

「はい……」

　軽い眩め暈まいがしてしまうガブリエラだった。

「はい、こちらが計算用の屑くず紙がみ」

「あ、どうも」

「何か判らないことがあったら、その都つ度ど、訊きいてくださってかまいません。では」

　と言ってネルファナが自分の机に戻った。

　よりによって、見習い期間の初しよっ端ぱながこれとは……。

　ガブリエラはネルファナやマクトゥシュに聞かれないように、小さな小さなため息を静かに静かについた。

　今ごろ、ほかのみんなは外で体を動かしているんだろうなと思うと、自分の境きよう遇ぐうが恨めしくなる。たとえ雑用でもなんでも、こんなふうに机の上の書類と格闘するよりは、外で体を動かしたほうがいいと思うガブリエラだった。

　とはいえ、考えていても何も始まらない。決まってしまったことは覆くつがえらない。自分にできることを自分にできる範囲でするべきだ。

　諦めたガブリエラは、渡された書類の計算に取りかかった。




　　　　　３




　朝から夕刻まで書類と格闘する毎日が六日間続き、今日で七日目の朝となった。

　その間、ガブリエラはネルファナから何度も何度もミスを指摘され、自分に嫌気が差していた。このまま陽ひの光の当たらない場所で書類仕事を続けていたら、爪つま先さきからゆっくりと腐ふ敗はいが始まり、やがて全身が腐くさってしまうのではないか。そんな恐怖に襲われるガブリエラだった。

　でも、我が慢まん、我慢。半月経たてば配置転換があるのだから、それまでの我慢。さ、今日の仕事に集中、集中。

　書類をめくり、必死に数字を足したり引いたりかけたりしているうちに、しかし、ガブリエラの意識は目の前の書類を離れ、外での任務に就ついているはずのレオチェルリやジアンたちに向いてしまう。

　そうなると手元が疎おろそかになる。書類をめくって数字を見ていても、数字はさっぱり頭の中に届いてこない。

　ガブリエラの様子に気づいたネルファナが、ため息交じりに言った。

「ガブリエラさん、計算能力はあるのに集中力が続かない質たちですね」

　ガブリエラが、はっと我に返る。

　彼女にずばり指摘されてしまうと、自分でもそう思っているだけに何も言い返せない。

　というか、いま実際にそうだったし。

「すみません」

　と頭を下げるしかないガブリエラだった。

「はい、ガブリエラさん、これ、やり直してください」

　ガブリエラがもう一度、計算に取りかかろうとしたそのとき、先ほど提出したばかりの書類をネルファナから突っ返された。見ると、びっしりと赤チェックが入っている。

　ネルファナは怒るでもなく、がっかりするでもなく、淡々とした態度でガブリエラに言った。

「もう少し、目の前の仕事に集中してもらえると、いいんですけど」

　ガブリエラはぺこぺこと頭を下げ、返された書類を自分の机の上に置く。やり直しが多いから書類は溜まっていく一方だった。

　ううん、めげちゃ駄目。頑張らなくては。白はく兎との騎士として。

　白兎の騎士にしては情けない姿だと思わないでもないが、そこは敢あえて無視することにする。というより、無視しないとやっていられない。

　分厚い書類の山を睨んだガブリエラは、気を取りなおして計算のやり直しを始めるのだった。
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　その日の昼食休憩が終わって午後の仕事を再開したガブリエラの下に突然、レフレンシアからの集合命令がもたらされた。

「午後の仕事が終わり次第、レフレンシア様の執しつ務む室しつに顔を出すように」

　使いの団員はガブリエラにそう伝えて戻っていった。

　なんだろうとガブリエラは首を捻る。半月経てば次の配置換えのはずだった。まだ半分しか経っていない。何か急な用件でもできたのだろうか。それとも……。

　レフレンシアに呼ばれた原因をあれこれ考えていると、いつにも増して小さなミスが続出する。

　ガブリエラの書類をチェックしていたネルファナが、がっくりとうなだれた。

「ガブリエラさん、今日は、もういいですから」

「え？」

「なんか注意力が散さん漫まんだし、これ以上、あなたに仕事をお願いしても、わたしの仕事が増えるだけのような気がしますので」

　そう言うネルファナには、最初に会ったときのような精せい彩さいがなかった。目には、うっすらと隈くまが浮かび、顔全体も少しやつれているように見える。

　わたしのせい？

　ガブリエラは、深々と頭を下げた。

「も……申し訳ありません」

「ま、しかたないですよね」

「いえ、そんなことは……」

「は～～」

「はぁぁ～～」

「ふぅぅ～～」

「ほぉぉ～～」

　二人はうなだれたまま盛大なため息合戦に突入する。

　ふと顔を上げたネルファナが、まじまじとガブリエラの顔を見て言った。

「どうにも、あなたには書類仕事、向いていないようですねぇ」

　それはもう、やる前から判っていたことですから……という思いを、ガブリエラは照れ笑いを浮かべて誤ご魔ま化かした。

「ネルファナさんも、やはりそう思われますか？」

「も？」

「昨日、マクトゥシュ分隊長にも指摘されました」

「うん、まぁ……そう言うでしょうね」

　ガブリエラは力のない笑みを浮かべた。

「あなたにはあなた向きの仕事が他にありそうだわ。それを見つけることね」

「あると……いいですね」

「だいじょうぶ、あるに決まってる。あなたみたいな人に、ないわけがないもの。マクトゥシュ様も、そう仰っていました」

「……ありがとうございます」

「ほら、今日はもう上がっていいですから」

　一礼したガブリエラは、ちらっとマクトゥシュの机に目をやった。所用で外に出ていて、机の主は今いない。

「マクトゥシュ様には、わたしからちゃんと伝えておきます」

「お願いいたします」

「城内をうろつくのはいいけど、他の隊の邪魔にならないようにね」

　ガブリエラはネルファナに丁寧に頭を下げ、部屋から退出した。
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　集合時間まで少し余裕があったので、今日の分の罰ばつ掃そう除じを先に済ませてしまおうと、ガブリエラは便所へ向かった。

　小こ一時間かけて二カ所の便所を掃除し終えたガブリエラは、いったん警邏隊の控え室に顔を出して、レオノーラの下したで働いている先輩に掃除の確認を頼んだ後、レフレンシアの執務室までやって来た。

　部屋には扉がない。アーチ型の出入り口から顔を覗のぞかせるようにして、

「失礼します」

　とガブリエラが声をかけると、中から返事があった。

「どうぞ、お入りください」

「ガブリエラ・リビエラ・スンナ、入ります」

　ガブリエラが室内に足を踏みいれてみると、すでにジアンが来ていた。

　初めて入るレフレンシアの執務室は、石造りの素そっ気けなさこそ城館内の他の部屋と変わりはないが、かなりゆとりのある作りだった。二十人以上を収容できる講義室ほどではないが、ガブリエラたち十人が集まっても、まだまだ余裕がある。

　広さにも増して印象的なのは蔵ぞう書しよの数だった。四方の壁際を占せん有ゆうしている大きくて背の高い書しよ架かに、様々な分野の書物がずらりと並んでいる。

　部屋の片かた隅すみには、書架に入りきらないためなのか、それとも、いま読んでいる最中だからなのかは判らないが、十数冊の書物が無造作に平ひら積づみになっていた。

　マクトゥシュの部屋同様、ここにも窓はなく、燭しよく台だいで燃える蠟燭の炎と獣油ランプが照明のすべてだった。部屋の壁を取りかこんだ書架に並んでいる書物の背表紙が、オレンジ色の揺れる炎に照らしだされ薄ぼんやりと浮かびあがる様は、圧あつ巻かんといってもいいほどであった。

　騎士団の書庫は別にあるから、これはレフレンシアの個人的な蔵書なのかもしれない。本好きのガブリエラなど、涎よだれを流さんばかりの顔で、室内をきょろきょろと見回したものである。

　部屋の中央から少し奥まった位置にあるレフレンシアの大きな執務机の上にも横にも書物は積まれている。

　積まれているのは書物だけではない。大小さまざまな書類も堆うずたかく積まれている。最高幹部ともなれば、決けつ済さいしなくてはならない書類が、毎日、毎日、各部署から運ばれてくるのだろう。それら書類の山と格闘しなくてはならないレフレンシアに、少しだけ同情してしまうガブリエラであった。

　部屋に入ったガブリエラから見て、レフレンシアの机の右側、少し離れた場所に彼女の秘書官の机があった。そこにも書類が山積みである。

　ガブリエラは、レフレンシアの秘書官と会うのは初めてだった。

　秘書官はガブリエラが入ってきても顔を上げようともしない。机の上には書類が山と積まれているから、彼女の顔立ちや表情がガブリエラのところからは確認しづらい。だが、一いつ心しん不ふ乱らんに目の前の書類を片づけている集中力は見事であった。かなり有能な女性に違いない。というより、無能な者にレフレンシアの秘書が務まるはずもない。

　秘書官は当然、書類仕事の邪魔になるような重装備ではなかった。

　ゆったりとした膝ひざ丈たけの裳も裾すそを穿はき、白いシャツを着て、丈の短い灰色の上っ張りを羽は織おっている。これらの衣装はすべて騎士団が支給する物である。頭上には、やはり騎士団支給の兎うさ耳みみ帽ぼう子しが載っていた。

　大きな執務机の前の空間にいくつか床しよう几ぎが並べられ、一人、ジアンがぽつねんと腰を下ろしている。

　ジアンもガブリエラも団から支給された上下一体型の簡素な裳裾を着ているだけだった。まだ見習い身分である十人は、団の鎧よろいや兜かぶとを着用することは許されていないのだ。

　早く騎士団の鎧や兜を身に着けてみたいと思うガブリエラである。

　秘書官は手元の書類を繰くりながら、

「適当に座って、レフレンシア様のお出いでになるのをお待ちください」

　とだけ言った。自己紹介すら、ない。

　はい、と短く返事をして、ガブリエラはジアンの隣に座った。

　ジアンの裳裾姿というのも、なかなかに新鮮で面白い。ガブリエラは素知らぬ顔でジアンの全身に視線を這わせながら訊いた。

「早かったのね、ジアン」

「ああ、自分は別の場所にいたからさ、昼で仕事を切りあげて、午後早々に本こ城こへ戻ってきたんだよ」

「ああ、そうだったの」

「便所掃除は、もう終わってるしな」

　少し頭を引いたガブリエラがジト目でジアンを見た。

「……いいわね」

　急にジアンが声を潜ひそめ、耳打ちするように囁ささやいた。

「ところで、ガブリエラ、集合って、なに？」

「いえ、それは……わたしが知りたいくらいなんですけど」

「そうか。ガブリエラも知らないのか。なんだろうな～～」

　ジアンがしきりに首を捻っていると、セリノスがやって来た。彼女もガブリエラやジアンと同じ恰かつ好こうである。というより見習いの十人は、全員、この出で立ちだ。地味で質素なこの衣装は、とくにドゥイエンヌに不評だった。

「失礼します。見習いのセリノスですが」

「どうぞ」

　秘書官はあくまで顔を上げようとしない。やはり自己紹介もしない。

「適当に座って、レフレンシア様のお戻りを待ってください」

　秘書官はガブリエラのときと同じ文句を繰りかえすだけだった。

　部屋中に目を配りながら中に入ってきたセリノスは、二人の横に置いてある床几に腰を下ろした。

「早いね、二人とも」

「お久しぶりです、セリノスさん」

「久しぶり～～」

「で、今日は何かな？」

　セリノスが交互に二人の顔を見る。

「いや、だから自分たちも、それを知りたいねという話を今していたところでさ」

　とジアンが応えると、ふぅんとセリノスが小さく唸うなった。

「最初に『次の集合は半月後だ』って言われたのにな？」

「ええ、そうですね」

「うん、そうそう」

　三人で首を捻っているところへ、アフレアやウェルネシア、デイレィ、レオチェルリなどが次々に集まってきた。

　ドゥイエンヌ、ノエルノード、最後にマルチミリエがやって来て全員が顔を揃えたわけだが、なんのために集合させられたか知っている者は誰もいなかった。

　業ごうを煮にやしたドゥイエンヌが秘書官に訊いてみたものの、

「知りません。レフレンシア様のお戻りをお待ちください」

　と素っ気なく言われ、結局、肩をすくめて席に戻るしかなかった。

　集合の理由を探るのは諦め、十人は適当なおしゃべりを始めた。

　おしゃべりの大半は仮配属先で経験したあれやこれやだったが、誰も彼もが微妙な言いまわしで、肝心なことを暈ぼかしているような話しぶりだった。

　ガブリエラは、すぐにそのことに気がついた。だが、敢えて突っ込もうとは思わない。突っ込み返されると、自分の犯おかした数々のミスを披ひ露ろうしなくてはならなくなる。

　触らぬ女神に祟たたりなし、である。

　そのうちに、レオノーラを伴ってレフレンシアが戻ってきた。

　全員が起立して姿勢を正し、

「ご苦労様でございます」

　と二人に声をかけると、レフレンシアは、いいよ、座りなというように十人に手を振ってみせた。

「失礼いたします」

　十人が思い思いに腰を下ろすと、秘書官がレオノーラとレフレンシアの分の床几――十人の物より少しだけ立派だった――を持ちだしてきて、ガブリエラたちに正対するように置いた。

　レフレンシアとレオノーラは手にした半はん兜かぶとを置き、軽けい装そう鎧よろいを外して身軽になると、用意された床几に腰を下ろした。

「さて、諸君」

　レフレンシアは、ゆっくりと一同を見渡した。一方、レオノーラは知らん顔で、あらぬ方向を見ている。

「今日、急に集まってもらったのはほかでもない。予定よりも早いが、みなの配置換えをする必要ができたと、まぁ、そういうことだ」

　ドゥイエンヌが遠慮がちに手を挙げた。

「なんだ、ドゥイエンヌ？」

「どうして、予定を切りあげて今日、なのですか？」

　レフレンシアは、にやりと笑った。見ている者に悪お寒かんを感じさせるような凄すごみのある笑みだ。

「知りたいかい？」

　ガブリエラは、一瞬、聞かないほうがいいのではないかと思ったが、彼女が何か言うより早くドゥイエンヌが大きく頷いていた。

「もちろんです」

「では、言おう」

　レフレンシアはわざとらしく右手の親指と人指し指で自分のこめかみを押さえ、ぐりぐりと揉もんだ。

「あちこちから配置換えを要求する声がわたしのところへ集まってきたんだよ。いや、要求というより、どちらかというと脅きよう迫はく……かな。曰いわく『もううちには要いらないから、とっとと他ほかの部署へ回してくれ』」

　全員が、うっと上体を仰け反らせた。

「どっ、どうしてそんな無む体たいなことを言われなくてはならないのですか!?」

「はぁあ？」

　レフレンシアが顔を歪ゆがめて驚いてみせる。

「自覚がないのか、ドゥイエンヌ!?」

「いえ……それは……ですが……」

　ドゥイエンヌがしどろもどろで言い訳を探していると、横からジアンがしゃしゃり出てきた。

「はっは～～、ドゥイエンヌ、何かへまをやらかしたんだね？」

「へっへっへっへまとはなんですか、へまとは。わたくしがそんなことを、やらかすはずがないでしょう！」

　腰を浮かせてジアンを睨みつけるドゥイエンヌを、レフレンシアがせせら笑った。

「ああ、そうだな。君はちょっかいを出してきた先輩と言い争いになって、完かん膚ぷ無なきまでに先輩を言い負かし、逆上した先輩がつかみかかってくると、これ幸さいわいとばかりに彼女を投げ飛ばして、全治五日の怪け我がを負わせただけだものな、ドゥイエンヌ」

　顔を赤らめ、肩をすくめ、身を縮め、無言で床几に腰を下ろしたドゥイエンヌを、ジアンが両手で指差した。

「ひっで～～」

「そういう君は、どうなのかな、ジアン？　ん？　君のは『酷ひどく』ないのか？」

　ぎくり。

　ジアンがその場に固まった。

「ジアン、あんた、何やらかしたのよ？」

　と今度はアフレアが訊いてきた。

「い、いやべつに、何もない……けど……」

　レフレンシアが、これ以上ないほどわざとらしく耳に手を当て、身を乗りだした。

「ああ？　何も？　わたしにはよく聞こえなかったんだけどさ、今『何もない』って言ったのかい、ジアン？」

「えっと……あの……少しくらいは、あったかなって思いますけど、それほど大したことじゃ……」

「ああ、なるほど、なるほど。君はお得意の遠とお当あてとやらを他の団員の前で披露することになったとき、狙いと威力を違たがえて、近くにあった白しろ銀がねの鎧を四つ、五つ、見事に破壊したり傷つけたりしたわけだが、たしかに大したことはないよなぁ。たかだか四、五個だものな？」

「いえ、あの……それは……」

　ジアンの額ひたいにびっしりと脂あぶら汗あせが浮かび、脇の下をだらだらと冷や汗が流れおちる。

「前にも言ったと思うが、ジアン、あれは高価な物なんだ。たかだか四、五個の白銀の鎧でも、君の給金の一年分には相当するんだからな。もう一度、同じことをやったら、次は給金を抜くぞ!?」

「すっ、すみましぇん、以後、気をつけますから、お許しくださいぃ」

　床に這いつくばったジアンが、レフレンシアの足にすがりつくようにして謝あやまった。

「みっともないわね、あんたは」

　いかにも馬鹿にしたような顔でアフレアが罵ののしった。すると、いかにも馬鹿にしたような顔でレフレンシアがアフレアに向き直る。

「まぁ、君はまったくみっともなくはなかったからな、アフレア。そう言うのも無理はないよ、うん」

　びくっと肩を震ふるわせたアフレアは、ぎくしゃくとした動きでジアンから目を逸そらし、ひきつった笑みをレフレンシアに向けた。

「あの……わたしには、おかまいなく」

「行こう軍ぐん訓練の際に、重い背はい嚢のうを背負わされた君を心配する先輩に向かって、君は『いつも、もっと重くてもっと持ち運びにくい物を持ち歩いているんだから、こんな物、なんともありません』と大おお見み得えを切ったにも拘かかわらず」

　アフレアが、びしぃっとレフレンシアを指差して叫んだ。

「だから！　わたしにはおかまいなくって言ってるのに～～」

「いやいや、遠慮するなよ、アフレア。みんながみんな、聞きたがっているよ？」

　ぎくりとアフレアが周囲を見ると、他の九人が興味津々といった顔で、レフレンシアの次の言葉を待っていた。

「だ……だから……」

　アフレアは、きょろきょろと逃げ道を探したが、そんなものはどこにもない。

「大見得を切ったにも拘わらず」

　とレフレンシアが言うと、周囲から合いの手が入った。

「切ったにも拘わらず？」

「急斜面を横切って歩いているときに足を滑すべらせ、斜面の下まで転げ落ちて頭を打ち、気き絶ぜつしただけだものなぁ。気を失った君を上まで引っ張りあげるのに、みんな苦労したらしいぞ」

「あはははは」

　ジアンが遠えん慮りよ会え釈しやくのない笑い声を浴びせかけた。

「うわぁ～～んっっっ」

　突然立ちあがったアフレアは、手で顔を覆おおったまま大声で叫びながら、脱だつ兎との如ごとく部屋から駆けだしていった。

「あっ、逃げたっ」

「ジアン、連れもどしなさい」

「合がつ点てん承しよう知ちっ」

　続いてジアンが部屋を飛びだしていく。

　すぐにジアンがアフレアの首根っこを押さえて戻ってきた。

「放しなさいよ、ジアンの馬鹿ぁ」

「まぁまぁ、お互い馬鹿同士なんだから、仲良くやろうよ」

「誰と誰が馬鹿同士よ。馬鹿にしないでよ、この馬鹿！」

「はいはい、お席に着きましょうねぇ、アフレアちゃん」

「わ～～ん、馬鹿に馬鹿にされたぁ」

　ガブリエラたちは苦笑するしかなかった。レフレンシアもレオノーラも、あの秘書官までもが書類をめくる手を休め、苦笑を浮かべて二人を見ていた。

　二人の罵り合いが一段落すると、レフレンシアがマルチミリエに視線を向けた。彼女は大きな体をびくぅっと竦すくめる。それで、他の九人にはぴんときた。マルチミリエも何か大きな失敗をしでかしたんだな、と。

「マルチミリエは何をやったのです？」

　とドゥイエンヌが訊いた。マルチミリエは顔を赤くして俯うつむいている。

「彼女の場合はな、うん、悪気がないのは判る。それは救急分隊の連中も言っていた。仕事も熱心だ。だが、マルチミリエは加減というものを知らないようだな」

　九人が怪け訝げんそうな顔をマルチミリエに向けている。彼女はますます身を縮め、仲間と視線を合わせないように必死で顔を背そむけていた。

「彼女に手当てを任せると、何故か怪我人の怪我の程度が悪化しているらしいんだ」

　ぷっと、八人が小さく噴きだした。ドゥイエンヌだけは、信じられないといった顔でマルチミリエを見る。

「最後には、マルチミリエが出ていくと、怪我人がみんな怖がって逃げてしまい、治療にならなくなってしまったっていうんだな、これが」

　ぷぷ～～っと、八人が大きく噴きだした。今度はドゥイエンヌでさえも、苦笑を漏もらすしかなかった。

　マルチミリエはこれ以上ないというくらい身を縮め、半べそをかいてドゥイエンヌを見上げた。

　あ、マルチミリエさんの泣き顔を初めて見た。ちょっと可愛いかも、と驚くガブリエラである。

「も……申し訳ありません、ドゥイエンヌ様。お家の名めい誉よを汚してしまいました。いかような処罰でも……」

　無理やり笑みを消したドゥイエンヌは、取ってつけたように言った。

「気……気にしなくていいわ、マルチ。人には向き不向きというものがあるのだから」

「まぁ、たしかに向き不向きはあるだろうけどね、ドゥイエンヌ。治療を受けてる間に、軽傷がいつの間にか重傷になってしまった怪我人のことも考えようよ」

　ドゥイエンヌは、うっと唸ったきり、俯いて固まってしまう。

「まあ、そんなこんなでだ」

　レフレンシアが全員を見渡した。全員が背筋を伸ばしてレフレンシアに注目する。

「あちこちから所属替えを強く要求する声がわたしのところに集まってね。しかたがないので、予定を早めて配置換えをすることにした」

　ガブリエラは安あん堵どの息を吐はいた。自分の話題が出なかったからだ。

　そうよねえ。わたしの計算ミスなんて、ほかのみんなに比べたら可愛いものだもの。

「ああ、ガブリエラ」

　びっく～～んっっ。

　ガブリエラの心臓が跳ねあがり、彼女自身も床几から跳びあがった。

「言い忘れていたが、君の計算書な、いろいろ酷かったらしいぞ」

「そ……そんな……ことは……」

「ネルファナは君のミスの尻しり拭ぬぐいをするために、三日間、マクトゥシュの部屋に寝泊まりする羽は目めになったそうだ」

「う……」

「彼女は善いい奴だから、そんなことを君には言わなかっただろうがな」

「あ……」

　そう言われると……ここ数日のネルファナは何故か疲れてやつれた顔をしていた。目の下に隈くまもできていた。

「マクトゥシュも、有能な秘書官が五日間ほど、まったく使い物にならなくて、ほんっとうに困っていたな」

「ひぃ……」

　そう言われると……ここ数日のマクトゥシュは、顔を合わせる度たびに何故か不機嫌そうだった。

　両手で両頰を押さえたガブリエラが、ぶるぶると小刻みに体を震わせ始めた。

「ああ、わたし、そんなにご迷惑をおかけしちゃっただなんて……どうしましょう、どうしましょう、どうしましょう」

　レフレンシアは、肩をすくめて首を振った。

「ま、今さらどうしようもない。今度会ったときに謝っておけばいい」

「ううぅ……判りました」

　がっくりと肩を落としたガブリエラから目を転じたレフレンシアは、もう一度、目の前の十人を見渡した。

「今回の仮配属で『あの娘こは、ぜひ我が部隊に』と言われたのは、ノエルノードくらいだな」

　ふっふふ～～んっ。

　ノエルノードが鼻高々で胸を反らせた。セリノスがため息をついて妹を見る。

「こいつ、外そと面づらだけはいいからなぁ」

　眉まゆをつり上げたノエルノードが、きつい目で姉を睨みつけた。

「『だけ』とは何よ、『だけ』とは。わたしはいつでもどこでもいい子なの」

　すると、ジアンとアフレアが同時に叫んだ。

「どっこが～～っ!?」

　叫ばなかったが、ガブリエラもまったく同意見だった。

「あ？　ちょっと、どういう意味、それ!?」

　ノエルノードが凶悪な目でジアンとアフレアを睨む。

「その目つきの、どこが『いい子』なんだよ～～？」

「まるで指名手配の高額賞金首みたいじゃないよ。ねぇ？」

「あんたたち……表に出なさいよ」

「ああ？　やるってのか？」

「上等だわね」

　立ちあがった三人が睨みあっていると、いきなり背後からぽんぽんと肩を叩かれた。

「君たちは、わたしの話を聞きたくないのかね？　聞きたくないなら仕方がない。外に出たまえ。そして、戻ってこなくていい。未み来らい永えい劫ごうに」

　三人は、すとんと腰を落として床几に座り直すと、澄ました顔で言った。

「聞きたいです」

「死ぬほど聞きたいわ」

「聞きたくないわけがありません」

「こいつらは、もう……」

　さすがのレフレンシアも、それ以上叱しかる気が失せたようだ。やれやれと首を振りながら自分の席に戻って座り直す。

「ま、いい。では、次の配属先を言うからな。ドゥイエンヌ、君は警邏隊だ」

「は、はい！」

　以下、レフレンシアは残りの九名にも新たな配属先を言いわたした。それによると、ガブリエラの次の配属先は六番隊であった。救急分隊ではなかったが、それでも待望の番隊勤務である。ガブリエラは、内心で手を打って喜んだ。

　勤務といっても見習いは雑用をこなすだけで、実態は下げ僕ぼく並みなのだが、少なくとも書類仕事よりはやりがいがあるように思えた。

　そのときレフレンシアが、ガブリエラの内心の喜びを見み透すかしたような冷たい声を放った。

「君たちに釘くぎを刺しておくが、今後も同じことを繰りかえしているようだと、いくら君たちが優秀でも、失格の烙らく印いんを押さざるを得なくなる。そこのところを弁わきまえて任務に当たるように。いいかな？」

　全員が神しん妙みような顔で、こくこくと頷いた。

「よろしい。では、明日からは新しい配属先で頑張るように。今日は、これで解散」

「はい」

　十人が勢いよく立ちあがり、レフレンシアに向かって深々と頭を下げたとき、彼女は急に何かを思いだしたように、

「ああ、そうだ」

　と膝を打った。いかにも自然な態度だった。そこに僅わずかながらの作さく為いを感じ取ったのはレオノーラだけだった。

「どうせ、みんなが集まったのだから、風呂にでも行くか？」

「え？」

　十人が驚きの顔をレフレンシアに向けた。だが、レオノーラだけは表情を変えずに、明後日あさつてのほうを向いたままである。彼女は全身全霊を傾けてレフレンシアの真意を探ろうとしていた。

　レフレンシアは、にこやかな顔で全員を見渡す。

「みんな、どうせ風呂になんか入っていないんだろう？」

「ええ、それはもう」

　ドゥイエンヌが真ま面じ目めな顔で頷いた。

「支城には水すい浴よく場じようしかありませんし、小さな砦とりでにはそれすらないですし。一日の仕事を終えたあと、汗を流してさっぱりしたいと思っても、これがなかなか。乙女おとめだけの騎士団なのですから、その辺、もう少し気配りがあってもよいのではないかと思うのですけれど」

「幹部が気配りのできない野や暮ぼな連中ばかりで、すまないね」

「あ……いえ、べつにレフレンシア様に不満を言っているわけではございませんので」

「言ってるんだろ？」

　ドゥイエンヌは微妙に目を逸らすと、もごもごと口の中で呟つぶやくように応えた。

「……そんなことは、ございません」

　レフレンシアが、くすっと笑う。

「その辺は、これからの課題としようじゃないか。それはそれとして。今日はドゥイエンヌにたっぷりと汗を流していただこうと思った次第であるわけだよ」

「わたくしも、このあとお風呂に行こうとは思っておりました。狭せまいですけれど、本こ城こには浴場がありますから。ですが、レフレンシア様にお連れいただくほどのことも……ないと思うのですが」

　レフレンシアは、ひらひらと右手を振った。

「ああ、あそこは駄目駄目」

「え？　駄目とはどういうことでございます？」

「狭いし混んでるし、あそこじゃ、ゆっくりとくつろげないだろう？」

　レフレンシアがそう言うと、ジアンが賛さん意いを表した。

「たしかになぁ。芋いもの子を洗うって喩たとえは、あそこみたいなことを言うんだよな」

「だから、今日は特別に君たちを露天風呂へご招待しようと、そういうわけさ」

「えっ？　露天風呂っ!?」

　全員が目を剝むいてレフレンシアを見つめる。

「そんな物が、本こ城こにありますの？」

　とドゥイエンヌが訊くと、レフレンシアは、にやっと笑った。

「本ほん城じようにはない」

　全員が疑い深そうな目になった。レフレンシアのことだから、ここから三日歩いた山奥の川に温泉が湧わいているから、そこまで行こうなどと言いだしかねない。

「そんな疑いの眼でわたしを見るなよ～～」

　とレフレンシアが不満そうに言った。

「では、どこにあるのですか？」

「本こ城この三の砦の縄張りに温泉が湧いているのは知っているな？」

「ええ、それは」

「そこの源泉から湯を引いた露天風呂があるんだ。本こ城こからでも、歩いて半はん刻こくもあれば行けるぞ」

　全員の目が、ぱっと輝いた。三日も歩くのはご免めん蒙こうむりたいが、半刻――一時間程度なら魅力的な話だ。

「ですが、そこをわたしたち見習いが使ってもよいのでしょうか？」

　とドゥイエンヌが訊いた。

「うん、そこは一応、幹部用の施設なんだけどね。幹部が引率していれば一般団員でも使えるから。だから君たちが望むなら、わたしが君たちを連れていってもいいよと、そういうことさ」

　ドゥイエンヌが一歩、進みでて、大きく頭を下げた。

「ぜひ、お願いします」

　顔を上げた彼女は、あくまで真面目な顔で言った。

「レフレンシア様のお背中を流させていただきますわ」

「どうせマルチミリエにやらせるだけなんだろう？」

「…………」

　図ず星ぼしだったので、ドゥイエンヌは黙りこんでしまう。すると右手を挙げながらアフレアが進みでてきた。

「あたしは、レフレンシア様のおみ足を洗わせていただきまぁす」

　ジアンも負けずに続いた。

「じゃあ、自分はレフレンシア様のお胸を洗いますんで、それはもう懇こん切せつ丁てい寧ねいに」

　びしっと右手を挙げたレフレンシアは、ジアンに向けて右の手の平を広げた。

「いや、ジアンに胸を洗ってもらう気は、これっぽっちもないから」

　ジアンが少し不満そうな顔になる。

「そうですか～～？　自分、筋肉の凝こりをほぐすの、けっこう上う手まいですよ。あと、骨こつ格かくの歪ゆがみとかも直せますし」

「わたしの胸はべつに凝ってないから。もちろん、歪んでもいないから、けっこうだ。それよりも、ジアンを連れていくと、風呂を警備してる団員に止められるかもしれないのが不安だな」

「は？　どういう意味です、それ？」

「いや、だから、『男の子を連れこむな』って言ってさ」

「ぎゃ～～」

　踏ふみ潰つぶされた蛙かえるのような情けない悲鳴を上げて、ジアンが大きく仰け反った。

「レ……レフレンシア様、酷すぎる……」

「では、レフレンシア様、ジアンには女装させましょうか」

　とドゥイエンヌが口を挟はさんだ。

「ちょ、ちょっと待って、ドゥイエンヌ」

　体勢を戻したジアンが、不審そうな顔をドゥイエンヌに向ける。

「女装って、どういう意味？　自分、団支給の裳裾を着てるんだけど？」

「その服装だけでは、あなたが少年だってことを誤魔化しきれない。要するに、そういうことだわね」

　ジアンが、ばったりとその場に倒れこんだ。

「ドゥイエンヌが……いちばん酷いや」

　たしかに口の悪さで彼女に勝てる者など、このバスティア大陸中を探しても、そうはいないだろうとガブリエラも思う。もちろん、そんな感想は口に出さないが。

　全員がくすくす、けらけらと笑っていると、レフレンシアが立ちあがった。

「レオノーラは、どうする？」

　レオノーラは茫ぼう洋ようとした表情を崩さないまま、ゆっくりと立ちあがった。

「わたしは、このあと隊の会議がありますので～～。残念ですけど～～」

　すでにこのとき、レオノーラは上司の本当の狙いを察知していた。察知して、自分は行かないほうがよいと結論づけていた。だから彼女は、そう言って誘いを断った。

「そうか。残念だな」

「ええ、とっても～～」

　レオノーラが、ふにゃふにゃとした笑顔をレフレンシアに向けると、彼女は正面からレオノーラを睨みつけてきた。ぶつかった二人の視線が、瞬時、火花を散らす。その気配に気づいたガブリエラが、あれ？　と首を捻ったが、しかし、その緊張感はすぐに消えてなくなった。

　何事もなかったように、にこやかな顔に戻ったレフレンシアが言った。

「では、見習い連中は、わたしが引率していくよ」

「申し訳ありません、よろしくお願いいたします～～」

　素知らぬ顔でレオノーラが頭を下げる。

　十人も急いで床几から立ちあがり、希望に満みち溢あふれた目で、レフレンシアに向かって大きく頭を下げた。

「よろしくお願いしま～～す」




　　　　　６




「これは……凄いわね」

　湯舟の脇に立ったドゥイエンヌが感かん嘆たんの息を吐いた。

　緩ゆるやかな山の斜面を切り開いた場所に、石造りの湯舟があった。樋といを流れてきたお湯が常に一定量、湯舟に流れこんでいて、水面からは温かそうな湯気が立ち上っている。湯舟はかなりの大きさがあり、十人やそこらが同時にお湯に浸つかって手足を伸ばしても、まだまだ余裕がありそうだ。

　斜面の下に目をやれば、黄昏たそがれに沈みゆくクセルクス盆地が一望できた。目を水平方向に転じれば、盆地の向こうに連なる山さん塊かいが重ちよう畳じようと連なっているのが見える。

　山塊は手前ほど緑が濃く、その先に連なる高こう峰ほう群ぐんはまだ残ざん雪せつに白く彩られていた。その白さも遠くに行くほど薄れ、やがて遙はるか彼方で空と解け合うように霞かすんで消える。

　ぎざぎざのスカイラインで切り取られた空は、沈みゆく太陽に照らされて橙だいだい色いろに染まっていた。流れる茜あかね雲ぐもは手を伸ばせば摑つかめるのではないかと錯覚しそうなほど近くに見えている。

　本ほん城じようの城壁から見た景色も素敵だった。だがここは、あそこよりもさらに標高が高い。あのときガブリエラは「まるで鳥になったみたい」という感想を漏らしたが、ここからだと「まるで女神になったみたい」という感想こそが相応しい気がする。

　天上から下界を見下ろす女神たちは、いつもこのような光景を見ているのかしら。

　などとガブリエラが感慨に耽ふけっているその横で、即そく物ぶつ的てきなジアンが即物的なことを言って彼女を現実に引き戻した。

「こりゃぁ、気持ちよさそうだ。レフレンシア様、早くお風呂に入りましょうよぉ」

　レフレンシアが苦笑して応えた。

「そうだな。脱衣所などという立派な物はないから、その辺の岩いわ棚だなで適当に服を脱いで、適当に畳んでおきなさい」

　脱衣所どころか、石組みの湯舟以外は何もない露天風呂だった。当然、警備の兵など一人もいやしない。ジアンが男と間違われて入場を止められるとレフレンシアが言ったのは、ただの冗談だったようだ。

「は～～いっ」

　と返事をするのと同時に服に手をかけたジアンは、あっという間に胸むな帯おびと下した帯おびも外して裸になると、服を岩の上に放り投げ、湯舟に向かって突進した。

「ひゃっほ～～、一番乗り～～っ」

　ジアンがお湯に飛びこむ水音が響き、大きな水みず飛沫しぶきが上がった。

「あ、なんて行儀の悪い奴なのよ、もう」

　裸になったアフレアは、急いで脱いだ服を畳んで、ジアンに負けじと湯舟に向かって走った。

「二番乗り～～っ」

　大きく跳んだアフレアが、わざとジアンのすぐ横に入水すると、盛大な水飛沫がジアンを直撃した。

「うわっっ、何するんだよ、アフレアはっ。まったくはしたない奴だな、もう」

「あんたに言われる筋合いはないわねっっ」

　湯舟の中で、ぎゃぁぎゃぁと言い争いしながらお湯をかけ合っている二人を見て、ドゥイエンヌがわざとらしく首を横に振る。

「まったく二人とも、露天風呂くらいで大騒ぎして、お子様なんだから」

　すると、セリノスが裸になったドゥイエンヌを横から覗きこんだ。

「な、なんですか、セリノスさん？」

　セリノスは、いかにも感心した顔で、うんうんと頷いた。

「いやぁ、たしかにドゥイエンヌさんは大人だなぁと思って。上も下も」

　すると、ノエルノードが反対側からひょこっと顔を出した。

「さすがに上級貴族ともなると、違うものね。凄い大人っぷりだわ」

「お……大きなお世話ですわね」

　裸になったマルチミリエが恐ろしげな表情を浮かべて近づいてくるのに気づいたセリノスは、慌てて右手を大きく振った。

「いやいや、感心しているだけだから。というか、もう同じ女として憧れちゃうというか、嫉しつ妬としちゃうというか。アルアラネ様の彫ちよう像ぞうだって、ドゥイエンヌさんの前では逃げだしたくなるかも、だよね」

「あら、そう？　まぁ、そうかもしれないわね。わたくしのような魅み惑わく的てきな肉体を目の前にすれば」

　ドゥイエンヌは、これ見よがしに胸を突きだして、自慢そうに上体を揺すった。大きく盛りあがった弾力のある円えん錐すい形けいの双そう丘きゆうが上体の動きにつれて揺れる。

　さすがだわ、セリノスさん。この僅かな期間でドゥイエンヌさんの操縦法を把は握あくするなんて。あと、マルチミリエさんの回避法も。

　セリノスの頭のよさに、改めて感心するガブリエラだった。

「では、お先に失礼」

　ドゥイエンヌは、腰を振り振り、湯舟のほうへと歩いていった。

　マルチミリエは、もう一度、ぎろりとセリノスを一いち瞥べつすると、主人のあとを追いかけて湯舟に向かった。

　セリノスは、ガブリエラに顔を向け、にやりと笑ってみせる。ガブリエラは苦笑するしかなかった。

「さて、残りの諸君は、いいのかな？」

　服を脱ぎ、胸帯と下帯を外したレフレンシアが、その場に残っているガブリエラ、レオチェルリ、セリノス・ノエルノード姉妹、それにデイレィ、ウェルネシアを見渡して言った。

「いつまでもこんなところに裸で立っていると、風邪を引くぞ」

　ガブリエラたちは、慌てて胸帯と下帯を外し、丁寧に畳むと、湯舟に向かったレフレンシアを追いかけるのだった。

　全員が思い思いに湯に浸かり、大きく手足を伸ばす。お湯の温かさが体の芯に染み渡り、代わりに溜まった疲労が体の奥から溶けだしていく。そんな気分になる。

「あ～～、気持ちいいな～～」













　ジアンが両手を天に向かって思い切り伸ばすと、ドゥイエンヌが頷いた。

「ほんとうだわ。こんなふうに広々としたお風呂にゆっくりと入れるなんて思わなかったわね」

「そうよね～。本城の共同浴場の混雑は、もう少しなんとかして欲しいわよね～～」

　とアフレアが言うと、ジアンが羨うらやましそうな顔をレフレンシアに向けた。

「幹部様は、いつでも好きなときに、ここに入れるんですか。いいですね～～」

「いつでも好きなときに、というわけではないよ、ジアン。それに、ここを掃除するのは幹部の仕事だからな。それなりに大変なんだよ」

「え？　掃除？　幹部様が掃除してるんですか!?　ここを？」

　ジアンだけではない。全員が驚きの顔でレフレンシアを見つめるが、彼女は背中を湯舟の縁へりに預け、両の肘を湯舟の縁に乗せ、軽く目を瞑つむり、あくまでリラックスした体勢のまま頷いた。

「自分たちだけが使う場所なんだから、自分たちで掃除するのは当然だろう。まぁ、一般の団員に手伝ってもらうことはあるけどね、基本的には使用者である幹部が掃除をすることになっている」

「そ、そうなんですか？」

「権利と義務は表裏一体ということだよ、ジアン。これは何事にも当てはまる。よく覚えておきなさい」

「……はい」

　と返事をしたものの、ジアンにはレフレンシアの言うことが、今ひとつ、実感できなかった。

　だって、幹部は偉いんだから、自分たちが使う場所だって、下したっ端ぱに掃除させておけばいいんじゃないの？

　ジアンは、下の人間は上の人間のために働くのが当然だと思っていた。上の人間は下の人間を働かせるのが当然だと思っていた。だが、どうも白はく兎と騎士団は、そういうジアンの常識とは些いささか違った思想で貫かれているらしい。

　騎士団の運営にしても、団長や副団長の独断に拠よるのではなく、幹部たちの話し合いで物事を決めることが多いようだ。もちろん、最終的には団長と副団長が決定しているのだが、それまでには必ず幹部たちによる話し合いがもたれているのである。

　現代ふうに言えば、民主主義的な運営ということになるのだろう。だが、この世界には、そもそも「民主主義」などという概念はない。頂点に立つ人間が物事を決めるのが当然であるこの世界において、白兎騎士団はやはり異い彩さいを放っているといえよう。

　ジアンのような異い邦ほう出身の平へい民みんにとって、それは驚きであり新鮮であり、そして嬉うれしいことでもあった。自分がこの騎士団に入団したのは間違っていなかった。そう思える。

　何より、ここに入ったおかげで素敵な仲間たちと出会えたのだから。

　ガブリエラ、レオチェルリ。アフレア。セリノス・ノエルノード姉妹、デイレィ、ウェルネシア。それにドゥイエンヌとマルチミリエ。

　ドゥイエンヌが自分のことをどう思っているかはよく判らないが、少なくともエウレリアに向かって「ここにいるのは配下ではなく仲間だ」と言った彼女の言葉に噓うそはないはずだ。

　ジアンは、ちらっとドゥイエンヌに視線を走らせる。

　それに、ドゥイエンヌみたいな高級貴族のお嬢様と同じ立場に立って、仲間として働けるってのも、考えてみれば凄いことだな。ふつうなら、十歩下がって、膝を折らなきゃいけないような相手なんだから。さすがに白兎騎士団しろうさぎだけのことはある……よな。

　ジアンの視線に気づいたドゥイエンヌが、目を細めて訊いてきた。

「何か、ジアン？」

「あ、いや、べつになんでもないよ」

　ジアンが慌てて目を逸らすと、ドゥイエンヌは、ふふんっと鼻で笑った。

「あなたがわたくしの胸と自分の胸を比べて悲観したとしても、希望は捨てないほうがよくってよ。いまは少年胸だとしても、あなたにもまだ成長する可能性は残されているのですから」

「……はぁ？」

「頑張ることね、ジアン」

「だっ、誰もそんなこと考えてないぞっ」

「あら、そうなの？　何か、死にそうな顔でわたくしを見ていたから、てっきり」

「死にそうな顔じゃないよ。ちょっと物思いに耽っていただけだよ。っていうか！」

　ジアンがお湯から右手を出して、びしぃっとドゥイエンヌを指さした。

「人のことを『少年胸』って言うなっ！」

「だって、少年胸じゃない」

　とアフレアが口を挟んできた。

「扁へん平ぺい胸のアフレアに言われたくはないな」

「にゃんだってぇ！」

　思わず立ちあがったアフレアが、ジアンを睨みつける。そのアフレアに、ジアンは斜め下方からじろじろと視線を這わせながら言った。

「下も生えてないしな」

　顔を赤くしたアフレアは、慌ててお湯の中にしゃがみ込む。

「お子様は扁平でもしかたないよな」

「あ～ん、ドゥイエンヌぅ、ジアンがいぢめるのよぉ」

　アフレアが、近くにいたドゥイエンヌにしなだれかかるようにして泣き真ま似ねをすると、ドゥイエンヌは彼女の頭を優しく撫なでてやった。

「ああ、いい子、いい子。アフレアは少女体型だから、胸なんかなくったって、いいのよ。同じ『ない』でも、少年体型のジアンよりは、ましだものね。大きくなる可能性は、アフレアのほうがあるわ」

「うわ、酷ひどっっ」

　ジアンが嫌そうな顔で上体を仰け反らせる。

　泣き真似を止めたアフレアも、ドゥイエンヌの顔を見あげて恨めしそうな顔で呟いた。

「慰められてる気がしない～～」

　くすくすと笑っていたレフレンシアだが、やがて真面目な顔に戻って言った。

「君たちは仲がいいな。うん、それは珍しいことだ」

　全員が驚いた顔をレフレンシアに向ける。

「べつにジアンと仲がいいわけではありませんが……例年の同期生は、こうではないのですか？」

　とドゥイエンヌが訊いた。それは全員の思いでもある。

「同期生であるということは、仲間であると同時に、団内でのライバルでもあるわけだ。表面上はどれほど親密に振る舞っても、心の中では相手を警戒し、ときには嫉しつ妬とする。それが、まぁ、ふつうだね。だけど君たちには、それが見えない。ふむ、これはなかなか貴重で面白い現象ではある」

　十人はお湯に浸かったまま、互いに顔を見合わせる。

　たしかにそうだわと、ガブリエラは内心で頷いた。

　自分がもっとも格上で能力も高いと確信しているドゥイエンヌには、ライバルなどという考えがなくても当然かもしれない。彼女の従者であるマルチミリエや自分の従者であるレオチェルリにも、そんな競争意識はないだろう。

　不思議なのは、ジアンやアフレア、そしてセリノスにも、それが希き薄はくだということだ。妹のノエルノードには他人に対する対抗心が感じられるが、姉のセリノスにはあまり感じられない。将軍の娘であるセリノスなら、父親を始めとする軍人たちの軍内での出世競争を間近で見てきたはずなのに。

　彼女が連れてきた二人、デイレィとウェルネシアにも、あまり強烈な上昇志向は感じられない。

　それともこれは、あの入団試験の影響なのだろうか。

　共に生死を懸かけた……というと、少し大げさかもしれないが、たしかにあのとき、六人は一いち蓮れん托たく生しようだったのだ。そして、セリノスたち四人も、ガブリエラたち六人に賭かけて参戦してきたのだ。

　あのときの体験が、十人の絆きずなを深めたのだとしたら、とんでもない試験内容も、それなりの効果があったことになる。

　いえ、レフレンシア様のことだから、その可能性まで考えて試験内容を決めたのかもしれないわ。

　改めてレフレンシアの深しん謀ぼう遠えん慮りよに感心してしまうガブリエラだった。そんなガブリエラの思いなど素知らぬふうに、レフレンシアは言葉を継いだ。

「それに、新入団員がこれほど粒つぶぞろいだったのも、近年にはないことだよ」

　レフレンシアはいったん言葉を切って、周りの十人を見渡す。みな、彼女の言葉を額がく面めんどおりに受け取っていいのかどうか判らず、曖あい昧まいな顔で軽く頭を下げるだけだった。

「これはお世せ辞じでもなんでもないから。ほんとうに、そうなんだよ。だからこそ君たちには、このまま真まっ直すぐ大きく伸びていって欲しいと思っている。足の引っ張り合いなどせずに、互いに協力して団のために貢献して欲しい。心の底からそう思っている」

「あの……」

　照れたような困ったような顔で、ドゥイエンヌがレフレンシアを見つめる。

「レフレンシア様のご期待を裏切らないように努力していきたいと思いますわ」

　とドゥイエンヌが言うと、他の九人も大きく頷いた。

「頑張ります」

「一生懸命にやります」

「今後とも、ご指導よろしくお願いします」

「もう、身を粉こにして働きますから」

　全員が口々に決意を披露し、改めてレフレンシアに頭を下げた。

「うん、頑張って。期待してるから」

　珍しくにこやかな笑顔を浮かべたレフレンシアが、空を見上げた。

　すでに空には夜の帳とばりが下り、辺あたりは闇に包まれようとしている。湯に浸かる前に予あらかじめ点けておいた松たい明まつの炎が、湯舟の中の十一人の横顔を橙色に照らしだす。

「ああ、今夜は星が綺き麗れいだな」

　その言葉につられて、十人も空を仰あおぎ見た。

「うわ、ほんとうだ。降るような星空って、こういうのを言うのかな～～」

　とジアンが驚きの声を上げた。

　幾いく百ひやく、幾いく千せんの星々が天上で輝き、瞬またたいている。月はまだ中天に上っていないから、星々の光がなおさら際きわだって見える。

「綺麗ですね。わたしたちも鳥のように空を飛べたら、あの星々を摑つかむことができるのでしょうか」

　ガブリエラが小声でそう言うと、すぐにレフレンシアが茶化してきた。

「よっ、詩人だね、ガブリエラ」

「いえ、あの……」

　レフレンシアが、くすっと笑う。

「鳥がどれほど空高く飛べようと、星を摑むことなどできないよ、ガブリエラ。あれらは、もっとずっと高いところにあるものさ」

「そう……ですね」

「だけどさ、わたしはこうも思うんだ」

　十人がレフレンシアに目を向ける。

「空を飛べなくても、自由な心さえあれば、星々の輝きは常に自分の手の中にある……ってね」

「レフレンシア様こそ、詩人です」

　とガブリエラが言うと、レフレンシアは、にっと笑った。

「そうとも。わたしは詩人なんだよ。知らなかったかい？」

「『しじん』は『死人』と書くのですか？　それとも『刺人』ですかしら」

　ドゥイエンヌがそう混まぜっ返かえすと、レフレンシアは、くっくっくっといかにも楽しそうに笑った。

「ああ、いいね、ドゥイエンヌ。幹部に向かってそんなふうに嫌いや味みを言える新団員は、ここ数年いなかったな。あと、十七歳のくせに、そんなふうに胸と態度の大きな奴も。そういう意味では、君にはいろいろと期待できそうだ」

　ドゥイエンヌは、一瞬、うっと仰け反ったが、すぐに体勢を戻すと、今度は大きく胸を張った。

「胸に関してでしたら、ジアンやアフレアよりも大いに期待してくださってかまいませんわね」

「うわ、酷ぇっ。態度もでかけりゃ口も悪いな、ドゥイエンヌっ」

「ドゥイエンヌ、最低っ。あんたが最低なのは今に始まったことじゃないけどっ」

　ジアンとアフレアが口を揃えて罵るが、ドゥイエンヌはどこ吹く風だ。

「文句があるなら、胸を育ててからお出でなさい。そうしたら、いくらでも聞いてさしあげてよ」

「く、悔しい～～」

「いつか殺す～～」

　ジアンとアフレアが歯ぎしりしている横で、ガブリエラが苦笑する。だが、彼女は内心で驚いていた。

　自分に対するあのような悪口をドゥイエンヌがさらりと聞き流すことなど、昔の彼女ならあり得ないことだからだ。

　これはつまり、ドゥイエンヌさんが成長したということなのか、それとも。

　ガブリエラは、ちらっとドゥイエンヌの姿を盗み見る。

　ドゥイエンヌが、他の九人を「自分と同格の仲間」だと認めたということなのか。

　おそらくは、その両方なのだろう。

　人は年と共に、経験と共に変わっていく生き物だ。地位や立場が変われば、それに合わせて変わらざるを得ない。それがいいほうへか悪いほうへかは別にして。

　ガブリエラはもう一度、夜空を見上げる。

　そこに瞬く無数の星々は、何十年、いや、何百年に亘わたって少しも変化することがない。だが、人間は変化しなくてはならないのだ。成長しなくてはならないのだ。

　幾千の星々を見ながら、ガブリエラは改めて心に誓った。

　自分も変わらなくては。白はく兎との騎士として、この素敵な仲間たちと共に騎士団を支えていけるだけの人間になりたいから。だから、精一杯、頑張ろう。

　ガブリエラだけではない。ドゥイエンヌも、ジアンもアフレアも、セリノス・ノエルノード姉妹も、デイレィもウェルネシアも、レオチェルリもマルチミリエも、温泉に浸かり、星々を見上げながら、先ほどのレフレンシアの言葉を、心の中で嚙みしめ反はん芻すうしていた。そうして、この先の試練を乗り越えていこうと決意を新たにしていた。

　そんな十人の様子を、彼女にしては珍しく温かい眼差しで優しく見守っていたレフレンシアは、ふと思いついたように何気なく言った。

「そうそう、みんな、風呂から上がったら、ここの掃除を手伝ってもらうよ」

「え？」

　全員がきょとんとした顔でレフレンシアを見やる。

「掃除……ですか？」

　とドゥイエンヌが訊き返す。

「そう、掃除」

　ジアンが首を捻った。

「ここって、幹部様が掃除するんじゃありませんでしたっけ？」

「そうだよ。だから、風呂から出たら、わたしが掃除するさ。けれど、たまたま君たちが一緒にいるんだから、手伝ってもらってもいいだろう？」

　そういえば、とガブリエラは思いだす。

　先ほどレフレンシアは「一般団員に手伝ってもらうこともある」などと言っていたではないか。つまり、自分の当番に当たっている風呂の掃除をガブリエラたちに手伝わせるために、十人を風呂に誘った……ということか。

　さすがだわ、レフレンシア様。

　ガブリエラはレフレンシアの用意周到さと、己おのれの企みをまったく気づかせない演技力に尊敬の念すら覚えてしまった。

　いえ、レフレンシア様だけじゃないわよね。

　レフレンシアの企みを早はや々ばやと察知して、まんまと逃げおおせたレオノーラもさすがである。この上司にして、あの部下あり、と言えよう。まだまだ自分は甘いと反省するガブリエラであった。

「結局、そういうオチなのか～～」

　とジアンが不満そうに言うと、レフレンシアがにやりと笑った。

「これはまぁ、ちょっとした教訓だけどね、覚えておいて損はないよ、ジアン」

　ジアンが、ふてくされ気味の態度で訊いた。

「なんですかぁ？」

「綺麗な薔ば薇らには棘とげがある、旨うまい話には裏がある。無た料だより高いものはない」

　ジアンは、がっくりと肩を落とした。

「肝に銘めいじておきます、自分～～」

　ジアンだけでなく、十人が十人とも肝に銘じたのは間違いなかった。




　　　　　７




　この後、ガブリエラたち十人は、その月が終わるまでを二つ目の配属先で過ごすことになった。

　失敗して怒られたり、そつなくこなして誉ほめられたり、おかしなことをやって呆あきれられたりをくり返しながら、十人の雛生活は続いていった。

　すでに一度失敗しているのとレフレンシアに釘を刺されているのとで、最初の配属のときのような失態は見せない。今回は誰も配属先から愛あい想そを尽かされることもなく、無事に竜の月も終えようとしていた。

　竜の月の最後の日に、十人はレフレンシアの執務室へ呼びだされた。

　てっきり二回目の仮配属先転換のためだと思っていたガブリエラたちだったが、集まった十人を前にして、レフレンシアは意外なことを言いだしたのだった。




　　　　　８




　夕刻、レオノーラと共にレフレンシアの執務室へ入ってきた十人は、ちらりと秘書官に視線を走らせたのち、正面のレフレンシアに対して直立不動の姿勢を取った。

　レオノーラは軽装鎧を着けたままだが、相変わらず十人は団支給の裳裾を着ているだけだった。

　レフレンシアも鎧を着けていない。執務室で執務を執とるときは邪魔になるだけだから外していることが多い。今も膝上までの裳裾を穿いて短衣を羽織った身軽な恰好だった。

　各人の裳裾は長さが微妙に違っているが、切れこみが入って左右に大きく割れている作りは共通している。いざというときの動き易やすさを優先させているのだ。

「見習いの十人、集まりました」

　とドゥイエンヌが全員を代表して言った。とくに決められたわけではないが、いつの間にか、なんとなく、なし崩し的に、彼女がそういう役回りになっている。

「やぁ、ご苦労さん。とりあえず二度目の配属先では問題を起こしていないようだな」

　椅子の背に自分の背をもたれさせて、レフレンシアは十人の顔を見渡した。ジアンやガブリエラ、ドゥイエンヌやマルチミリエが恥ずかしそうに顔を伏せると、レフレンシアはいつものにやにや笑いを浮かべて言った。

「そこ、座って」

　レオノーラが、執務机の前に並べてある床几に全員を座らせ、最後に自分も端っこに置いた床几に腰を下ろすと、レフレンシアが上体を乗りだしてきた。彼女は両の肘ひじを机の上に乗せ、握った左の拳を右の手の平で包むようにしてから、右手の指の背に顎あごを乗せた。

　レフレンシアの顔からいつの間にか笑みが消えている。刺すような鋭い視線が十人を射抜き、ガブリエラたちは思わず身構えた。

「少し困ったことが起きた」

　なんの前置きもなく、レフレンシアは唐とう突とつにそう言った。

　彼女が言う「困ったこと」とは、またしても自分たちの考こう課かに関することなのではないだろうか。「次にやったら失格だよ」というレフレンシアの言葉が脳のう裏りに響き、ガブリエラたちの顔から血の気が引く。

　しかし、よくよく考えると、今回はそれほど酷いことをした覚えがない。集合したときに話をした限りでは、他の九人も同様のはずだった。

　何よりレフレンシア自身が先ほど「とりあえず二度目の配属先では問題を起こしていないようだな」と言ったばかりではないか。

　となると、わたしたちのことではない？　いったいなんだろうと、ガブリエラだけでなく全員が首を捻っている。

　そんな十人をレフレンシアは冷めた目で見渡してから、低い声で言った。

「団員が二人、行方ゆくえ不ふ明めいになった。今から君たちは警邏隊の一小隊として捜索活動に従事してもらう」

「……は？」

　誰もがぽかんと口を開け、阿あ呆ほうのようにレフレンシアを見つめている。彼女は右の人指し指を小さく左右に振ってから、視線をドゥイエンヌに据すえた。

「名門大貴族のお嬢様が見せる顔じゃないな、ドゥイエンヌ」

「はっっ!?」

　ドゥイエンヌは素早く右手を動かして顎を持ちあげ、大きく開いた口を閉じた。

　他の九名も我に返る。全員が口を閉じ、表情を引き締め、もの問いた気にレフレンシアを見る。

「えぇと、どういうことなのでしょうか？」

　とドゥイエンヌが澄ました顔で訊いた。己の失態――思わず晒さらした阿あ呆ほ面づら――は、すでに彼女の中では「なかったこと」になっているようだ。

　ドゥイエンヌさんのこの切り替えの速さは、わたしも見習いたいものだわ、と内心で唸ってしまうガブリエラである。

「レフレンシア様の仰っていることの意味が、わたくしにはよく判りません」

　あくまで取り澄ました顔でドゥイエンヌが言うと、レフレンシアは、くすっと小さく笑って応える。

「まぁ、そうだろうな。今から詳しい説明をするから、よく聞いて」

　十人は、ごくりと唾つばを呑む。

　レフレンシアが「よく聞いて」などと念押しするからには、よほど重大な話に違いがなかった。

　とはいえ。

　たしかに団員が二人行方不明になっているのならば、それは大事件だ。だが、そのことと自分たちが警邏隊の一小隊として活動するということが、ガブリエラたちの感覚では上う手まく結びつかなかった。

　十人は集中力を高め、副団長からの説明を待つ。

「行方不明者は北東支城群を受けもっていた三番隊の二名だ。一昨日、通常勤務のパトロールに出たまま支城に戻っていない。三番隊も捜索隊を出して辺りを調べたが、まだ発見の報は入っていない。すでに二日経つ。これは、何かの事件に巻きこまれたか、何かの事故が起きたか、あるいは……」

　そこでいったん言葉を切ったレフレンシアだが、すぐに言葉を継いだ。じつに険けわしい表情で。

「団から逃げたか、だ」

　十人の顔が驚きに歪み、その口からは悲鳴のような小さな声が洩もれる。

「そんなに驚かなくてもいい」

　レフレンシアの口くち許もとに皮肉の笑みが浮かんだ。いつものその表情を見て、ガブリエラなど、むしろ安心してしまう。

　真剣な顔のレフレンシア様ほど、こちらを不安にさせる人はいないわ、とまで思うガブリエラである。

「現実と理想の落差に気落ちして、あるいは怒りに囚とらわれて、はたまた絶望に襲われて、団を抜けようと考える者は、たまにいるんだ。たまにね」

「……そうなのですか。そんな話、聞いたことがありませんけれど」

　とドゥイエンヌが応えると、レフレンシアはあっさりと頷いた。

「外がい聞ぶんが悪いから秘密にしているだけ」

「はぁ……」

　十人が十人とも困惑顔で曖昧に頷いた。

「団の機密を持ってどこかに行かれても困るしな。何より、アルアラネ様のご許可なくして団を辞めることは許されない。だから脱団にはそれなりの処しよ罰ばつがある。いや、処罰しなくてはいけないんだ。組織を維持するためには。残念ながら、それが現実というものだよ。君たちにはあまり愉快な話ではないかもしれないがね」

　セリノスが遠慮がちに右手を挙げた。

「騎士団が抱える現実的な問題については、おおよそ了解いたしました。ですが、我々が警邏隊の一小隊として活動するということが、いま一つ呑みこめません。それは具体的にどういうことを指すのでしょうか？」

「人手が足りないから手伝えということさ。要するに『雛ひよこの手も借りたい』んだ」

　と言ってから、レフレンシアはにやりと笑った。

「それに……君たちはただの雛じゃないからな」

　全員が、ぎくりと上体を引く。

「ど、どういう意味でしょう」

「そう身構えるなよ。あのときも言ったけど、君たちを評価しているんだ、わたしは」

　全員が疑い深そうなジト目でレフレンシアを見た。

「見かけの可愛さ、美しさに騙だまされると、隠し持った鋭い爪や歯で切り裂かれ嚙みつかれる。君たちはそのくらい優秀だと思っている」

　ジアンが大きく仰け反った。

「誉められている気が、まったくしない～～」

　そんなジアンに向かってレフレンシアが右の親指を、ぐっと立ててみせる。

「だいじょうぶ。君だけは見かけどおりだから。可愛くもなければ美しくもない」

　床几ごと、ジアンが後ろへひっくり返った。

　誰もが笑いを抑えきれず、その場にくすくす笑いが広まる。レフレンシアやレオノーラも愉快そうに笑っている。ただ一人、秘書官だけは書類をめくる手を休めず、顔を上げようともしなかった。

「さて、本題に戻りたいのだが、いいかな、ジアン？」

　よたよたと起きあがったジアンは、そそくさと床几を直し、腰を下ろした。

「ど、どうぞ、レフレンシア様」

「では、本題だよ？」

　レフレンシアが、いきなりその場に立ちあがった。十人がごくりと唾を呑む。ひとしきり十人を睥へい睨げいした後、レフレンシアは言葉を嚙みしめるように言った。

「君たち十人で小隊を組み、警邏隊所属として行方不明団員の捜索活動に従事すること。これは団令である。なお、捜索の指揮はレオノーラが執る。以上。何か質問は」

「あの……」

　ガブリエラが遠慮がちに右手を挙げた。

「何かな、ガブリエラ？　文句でもある？」

　ガブリエラが少し憤ふん慨がいした顔になった。

「いえ、文句だなどと……というより、なぜわたしが手を挙げると、文句を言うとお思いになるのです？」

「ん？　ああ、そう言われると、そうだな」

　レフレンシアが首を捻ると、ガブリエラが小さくずっこけた。

「どちらかというと、文句を言うのはドゥイエンヌだよなぁ？」

「わたくしを！」

　ドゥイエンヌが、どんと右足で床を踏み鳴らす。その横ではマルチミリエが、きつい目でレフレンシアを睨んでいた。

　副団長に向かってこのように挑戦的な視線を向けられるのは、騎士団に猛も者さ多しといえども彼女くらいではあるまいか。マルチミリエのドゥイエンヌに対する忠誠心は並みではない。いや、常じよう軌きを逸いつしているといってもいいほどだ。そこに、つくづく感心してしまうガブリエラであった。

　単なる主従という関係ではなく、何かもっと奥深いところで繋つながっている関係……とでもいえばいいのだろうか。自分とレオチェルリも、そうとうに強固で堅固な結びつきだと思うが、あの二人は、それとは違うレベルで結びついているような気がする。

　二人の関係に改めて興味津々のガブリエラの目の前で、当のドゥイエンヌが喚わめいた。

「いつも文句ばかり言っている我わが儘まま女のように言わないでくださいまし！」

「ああ、たしかにな。いつもは言わない。文句を言うのは時々だよな？」

　ドゥイエンヌは、は～～っっと長いため息をついた。

「もう、けっこうです。お話を続けてください」

「で、ガブリエラ。質問は？」

　九人の視線がガブリエラに集中する。その目には、また何かとんでもないことを言いだすのではないだろうかという虞おそれと期待が込められていた。

「はい、あの、わたしたち全員、見習い期間のはずです。その見習い十人で一隊を組んでしまって……よろしいのですか？」

　九人が失望の表情を見せる。レフレンシアまでも、

「意外とまっとうな質問だったな」

　とつまらなそうに言った。

　ガブリエラが憤慨した口調になる。

「わたしが、いつもいつも、まっとうではないことばかり口にしているように言わないでいただけませんか」

「ああ、たしかにな。いつもは言わない。おかしなことを言うのは時々だよな？」

　ガブリエラが、がっくりと肩を落とすと、ドゥイエンヌが同どう病びよう相あい憐あわれむといった顔で、ぽんとガブリエラの肩を叩いた。

「あまり気にしないほうがいいわね、ガブリエラ」

「そう……ですね」

　顔を上げたガブリエラが、改めて質問をした。

「もう一度、お尋ねいたしますが、わたしたち十人で一隊を組む……ので、よろしいんでしょうか？」

「ああ、いいよ。さっきも言ったように、雛の手も借りたいほど人手不足なんだ」

　とレフレンシアがあっさり応える。

　だがガブリエラは納得せず、彼女を正面から見み据すえ、なおも食い下がった。

「それは判らないでもありません。ですが、一隊を増やすというのであれば、わたしたちを一人か二人ずつ、各小隊に加え、代わりに正団員を一人か二人ずつ抜き集め、一隊を増やすという方法が、より妥だ当とうであると思えるのですが？」

「妥当だね。普通ならね」

「では……今回は普通ではないと仰るのですね？」

　レフレンシアは大きく頷いた。

「ああ、そうだ。本音を言ってしまえば、君たち十人の働きぶりを、雛たちだけの働きぶりを見てみたい、ということさ」

　ガブリエラが疑い深そうな顔で呟くように言った。

「雛ひよこ小しよう隊たいが……捜索活動のお役に立てるとも思えないんですけど」

　レフレンシアの言葉には、何か裏があるような気がしてならないガブリエラである。

「あはははは」

　突然、レフレンシアが手を打って笑いだした。

「雛小隊！　そいつは、いい。素敵な名前だ、ガブリエラ。よし、君たちの隊は『雛小隊』と名付けよう」

　レオチェルリを除く八人が、非難がましい目つきでガブリエラを見つめる。ガブリエラは八人の視線に圧おされるように身を竦すくめ、顔を赤くして俯いた。

「まぁ、役に立つか立たないかは、やってみなくちゃ判らない……はずだ。最悪、役に立つどころか足を引っ張る結果となったら」

　レフレンシアがじろりと十人を睨ねめつけた。慌てて全員が居い住ずまいを正す。

「君たちがその程度の人間だったと思って諦めるしかない」

　レフレンシアのその言葉で、十人の顔から困惑や迷いが消えた。代わりに漲みなぎるものは、決意と覚悟。

「やらせていただきます」

　とドゥイエンヌが口火を切ると、次々に同調する声が上がった。

「やります」

「頑張ります」

「お任せください」

　レフレンシアが頼もしそうに目を細める。

「よろしい。では、今このときを以もつて、雛小隊結成としよう」

　全員が右手を突き上げた。

「お～～！」

「ところで、小隊結成となると、何はなくとも小隊長を決めなくてはならない。同時に補佐もだ」

　十人が顔を見合わせる。

「誰にお命じになるのです？」

　とセリノスが訊いた。

「うん、そうだな……」

　レフレンシアは、少しだけ考えこんだ。だが、すぐに結論が出たようだ。顔を上げた彼女は素早く十人に均等に視線を走らせ、淡々と告げた。

「こちらから命じることはしないから、いま君たちで話し合って決めてくれ」

「ええ？」

　十人が、もう一度、顔を見合わせる。すかさずガブリエラが言った。

「わたしはドゥイエンヌさんを推おします」

　さすがにドゥイエンヌ操縦法を完かん璧ぺきにマスターしているガブリエラである。絶妙なタイミングだった。

「ああ、いいんじゃないかな」

　とジアンも賛成する。彼女も、ドゥイエンヌの性格や嗜し好こうはだいぶ把握できている。

「ドゥイエンヌなら間違いないわ」

　とアフレアが駄目押しする。

　こういう流れになってしまえば、セリノスやノエルノードたちも異議を唱えにくい。

　ま、ドゥイエンヌさんなら、いいか。わたしとしてはガブリエラさんが適任かと思ったんだけどな。

　という思いを押し隠して、セリノスも賛成すると、それで意見はまとまった。

　十人を代表する形で、ガブリエラがレフレンシアに言った。

「わたしたちはドゥイエンヌさんを小隊長として推すい薦せんいたします。ご裁さい可かを」

「それが君たちの総意なら、よろしい、認めよう」

　とレフレンシアが断じた。

「ということで、雛小隊の小隊長はドゥイエンヌ・ドゥノ・マクシミリエヌス、君にやってもらう」

　ドゥイエンヌが弾はじかれたように立ちあがった。

「謹つつしんでお受けいたします……が」

「何か不満が？」

「その名前、どうにかなりませんか？」

「どうして？　いい名前じゃないか、雛小隊長殿。栄はえある白はく兎と騎士団の歴史にその名を刻むことになるんだぞ、雛小隊長殿。ぜひ、頑張ってくれたまえ、雛小隊長殿」

「は～～、も～～」

　諦めきった顔でドゥイエンヌが力なく首を左右に振った。

「雛小隊小隊長、ドゥイエンヌ・ドゥノ・マクシミリエヌス、了解いたしました」

「頼んだよ、ドゥイエンヌ」

「はい」

「で、小隊長補佐なんだけど、それは君が指名して」

「え？　わたくしが、ですか？」

「そう。誰にする？」

「はい、それは」

　考えるまでもなかった。ドゥイエンヌは即断する。

「ガブリエラに頼もうと思います。如何いかがでしょう？」

「うん、いいんじゃないかな」

　レフレンシアが目をガブリエラに転じた。

「というわけで、ガブリエラ、雛小隊長補佐は君だ」

　ガブリエラが周りを見回しながら立ちあがった。

「あの、ドゥイエンヌさん、ほんとうにわたしでよろしいんですか？」

「わたくしが指名したのよ。何か文句でもあるわけ、ガブリエラ？」

「いえ、文句などは……というか、そういう言い方はレフレンシア様みたいだから、止めてくださいません？」

　くすくす、けらけらと笑い声が上がった。

「ほほぉ、それはどういう意味かな、ガブリエラ？」

　三日月形に細めた目で、レフレンシアがガブリエラを見ている。顔は笑っているが、そうとうに恐ろしげな表情だ。

　直立不動でレフレンシアに相対しつつも、微妙に視線だけは逸らせたガブリエラが大きな声で言った。

「いえ、なんでもありません。どうか、お気になさらないでください」

　レフレンシアは表情を緩め、くすくすと笑いだす。

「ああ、いいね。とてもいい。ドゥイエンヌ小隊長とガブリエラ小隊長補佐か。こいつは楽しみだ」

　何を楽しみにされているんだろうと疑問に思わないでもないガブリエラだが、決まってしまった以上、全力を尽くそうと思う。

「さて、では、君たちに騎士団の鎧よろいを支給しようか」

　とレフレンシアが言うと、とたんに十人が目を輝かせた。

「白はく兎との鎧をいただけるんですの!?」

　早くもドゥイエンヌが腰を浮かせているのを見て、レフレンシアが苦笑する。

「落ちつけよ」

「ですが」

　ドゥイエンヌだけではない。ガブリエラもジアンもアフレアもレオチェルリも、セリノスもノエルノードもデイレィもウェルネシアも、あのマルチミリエですら、落ちつかな気げな表情になってレフレンシアを見つめている。

　騎士団の鎧こそ、この地の乙女おとめたちの憧れであり夢であり希望である。白く輝く鎧に身を包む自分の姿を想像して、みな、日夜、努力を重ねてきたのだ。憧れのその鎧をいよいよ身に着けることができると思えば興奮もするし感激もする。

「やれやれ。まったく餌えさを待つ雛ひな鳥どりに詰め寄られた親鳥の気分だな」

「だって」

「なぁ？」

　ガブリエラとジアンが顔を見合わせる。

「騎士団の鎧は本来、正式な団員になって初めて支給される物だが、今回は見習い期間とはいえ、団の一員として捜索活動に当たるのだから、鎧を着てしかるべきだ。そうだろう？」

　とレフレンシアが片目を瞑つむった。

「ええ、ええ、そうですわね」

　浮かせた腰を床几に下ろしはしたが、ドゥイエンヌの体は前後に揺れている。鎧を着るのが待ちきれないといった様子が窺うかがえる。

「あとでレオノーラに案内させるから、もう少し待ちなさい。鎧は逃げやしない」

「はい、判りました」

「ふむ、なかなか素直な返事だ。いつもそのくらい素直だと、こちらも助かるよ、ドゥイエンヌ」

「まっ、まるでわたくしがいつも素直ではないような言い方は、止めていただけませんか、レフレンシア様!?」

「あれ？　その言い方こそ、君がいつも素直でよい子のように聞こえてしまうんだがな、ドゥイエンヌ!?」

「ああ、もう」

　ドゥイエンヌは呆れた顔でため息をついた。

「わたくしを虐いじめて楽しいのですか、レフレンシア様!?」

「ああ、けっこう楽しいね」

　がくぅっと、ドゥイエンヌが肩からずっこけた。

「ははは、冗談だよ」

　とレフレンシアは笑うが、ガブリエラとジアンとアフレアは顔を寄せて囁ささやいた。

「本気だわ」

「本気だよな」

「とことん本気よね」

　ぱんとレフレンシアが手を打った。

「それはそれとして、最後に一つ、注意をしておこう」

　全員が真面目な顔になってレフレンシアを注目した。

「鎧を着るということは、どこの誰からも騎士団員と認識されることに他ほかならない。たとえ相手が君たちのことを知らない人間であっても、君たちの姿を見れば『白はく兎と騎士団員』だということが容易に判る。そのことを肝に銘じ、騎士団員に相応ふさわしくあるように努力すること。いいね？」

　ガブリエラたちは力強く頷いた。

「よろしい。では、レオノーラ、案内して」

「はぁい、レフレンシア様」

　レオノーラが、のそっと立ちあがった。

「では、みなさん、こちらに来てください～～」

　ふらふらと室内を出ていくレオノーラに続いて十人が部屋の出口に向かうと、その背中にレフレンシアが声をかけた。

「鎧を着たら、またここに戻ってくるように。君たちの晴れ姿、見せてもらうよ」

　十人は勢いよくふり返り、輝く瞳ひとみで返事をした。

「はいっ！」
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　その翌日から、さっそく雛ひよこ小しよう隊たいは正式な任務に就つくことになった。

　レオノーラ率いる警邏分隊の捜索隊は、行方不明の二人が所属する三番隊が受け持っていた北東支城群周辺に散り、捜索活動を開始した。

　ドゥイエンヌ率いる雛小隊も捜索隊の一いち翼よくを担になって、捜索活動に従事することになったのである。
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　よく晴れた空の下、新緑の美しい森の中をジアンとアフレアがゆっくりと歩いていた。

　歩きながらも、二人はしきりに左右に視線を配っている。何かを捜すように。いや、実際に捜しているのだ。行方ゆくえ不ふ明めいになった二人の団員――ラフィネとフィスティスを。

　ジアンとアフレアは半はん兜かぶとを被かぶり、軽けい装そう鎧よろいを着て、足あし下もとは革かわのブーツで固めている。これらは白はく兎と騎き士し団だんの正式な装備であるから、頭部を覆おおうだけの半兜であっても、しっかりと兎うさぎの耳がついていた。

　二人が着ている鎧は幹部たちが着用している物とは少し作りが違っている。幹部用の物ほど凝こった作りではないのだ。つまりは安物ということである。

　とはいえ、あくまで幹部用の物に比べればという話だ。白しろ銀がねは高価なレア・メタルだから、平ひら団員用であっても、鉄を使った普通の鎧に比べれば遙はるかに高価だった。したがって、レフレンシアが話していたように、団員の鎧すべてを白銀製で揃えるだけでもそうとうな出費となる。それを平気で揃えてしまうところに、白兎騎士団の実力の一端が窺うかがえよう。

　そのために、マクトゥシュ以下の庶しよ務む分隊員が、日々、血の滲にじむような努力を重ねているわけだが、その手の縁えんの下したの力持ち的な存在は、往々にして日の目を見ないことが多い。団の中でも庶務分隊の重要性をはっきりと認識しているのは、レフレンシアを始めとする一握りの者しかいない。そして、その重要性を認識できない者は、組織の最高幹部たり得ない。その意味では、仮配属で真っ先に庶務分隊の仕事を経験したガブリエラは、本人がどう思ったかは別にして、幸運だったといえるだろう。

　下草や枝葉をかき分け、くぐり抜け、ときには抜いた剣で打ち払いながら、ジアンとアフレアは樹じゆ影えいの濃こい森の中を進んでいく。

　草葉や枝で肌を傷つけないようにと、鎧の下には長袖を着込んでいる。裳も裾すそは膝ひざ丈たけだが、膝に届くほどの長いブーツを履はいているので問題はない。

　今日の目的は戦闘ではなく捜索だから、アフレアも、いつもの大きな匣はこを背負ってはいなかった。

　というよりも、鎧を着けると、あの匣は背負いにくいのよねぇ。

　シゥビーニュ用の新しい入れ物を考えないといけないかも、と思うアフレアである。

　行方不明になっているラフィネとフィスティスは三番隊に所属していた。三番隊は当時、つまり二人が行方不明になったときだが、この近くにある支城に詰めていた。だから捜索も、三番隊が受けもっていた北東支城群周辺を中心に行われた。

　ラフィネとフィスティスは三日前、支城の周囲にいくつかある砦とりでを見回る任務に出かけたまま戻ってこなかった。

　砦といっても、申し訳程度の木もく柵さくに囲まれた木造の建物が建っているだけの場合が大半で、常時詰めている団員も数名しかおらず――もっと規模の小さな砦は無人のことも多い――実態は見張り所兼倉庫でしかない。

　ラフィネとフィスティスは、それらの砦を巡回する定時パトロールに就ついていたのだ。

　ところがその日は、いつまで経たっても各砦に二人が現れない。こんなことは今までになかったから、不審に思ったある砦の団員が支城に連絡を入れて、ようやく二人が巡回の途中で連絡を絶たったことが確認できた。

　当然、三番隊は二人を捜した。

　たしかに異例ではあるが、どちらかが病気か怪け我がで動けなくなり、それでやむなく野宿したのではないかとも推測される。そこで二人の巡回ルートに沿って団員が歩いてみたものの、何も発見できなかった。

　三番隊は俄にわかに色めき立った。

　何か事件に巻きこまれたか、あるいは……二人が脱団したか。しかし、二人のふだんの言動から、団を抜けたとは考えにくい。また、ラフィネは特に剣の腕が立ったから、偶然に出くわした盗賊と斬り合いになって殺害されたという可能性は、ほとんど無視できる。

　三番隊隊長のマリスカ・マリオネーラ・ネルファは捜索隊を編制すると共に、本ほん城じよう宛あてに伝令を走らせた。

　それが一いつ昨さく日じつのことである。

　三番隊による付近の捜索では何も発見されなかった。そこでレフレンシアは警けい邏ら隊として正式に動くことを決め、今日になってレオノーラ以下を捜索のため派遣したわけである。
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　任務の途中で何か事故に遭あったのなら、事故現場は巡回ルートからそれほど遠い場所ではないはずだ。レオノーラは、まず二人の足取りを追って、捜索範囲を絞しぼることから始めようとした。足取りを追うといっても、普通の人間には至難の業わざだが、自じ然ねん士しであるレオノーラにはそれが可能になる。

　巡回ルートを歩きながら、レオノーラはしきりに何かと話をし、何かを訴え、何かを聞いていた。彼女が何をしているのか、誰と話をしているのか、ガブリエラたちには判らないのだが、自然士ということを知っていれば推測することはできる。

　おそらくレオノーラは、森の木々に二人のことを尋たずねているに違いない。

　歩いたり立ち止まったりしながら何事かをぶつぶつと呟つぶやき、誰もいない空間に向かって呼びかけ、惚ほうけた顔で聞こえない声を聞いているレオノーラを知らない人間が見たら狂人がいるとしか思えないだろう。

　だが彼女は自然士なのだ。見かけがどうであれ、そのような資質、才能を持つ人間は、人間界エスペリテ・ウモル広しといえど滅めつ多たにいるものではない。

　限定的ながら、レオノーラの呼びかけは、さっそく効果を現したらしい。

　支城を出てしばらくは二人の姿を見たという応こたえがいくつか返ってきたが、ある地点以降、見かけたという反応はまったくなくなったのだそうだ。

　レオノーラは二人の姿が最後に目撃された地点まで引き返し、そこへ捜索隊の全員を集合させた。

「ということで、まぁ、あれよねぇ」

　三番隊から選抜された捜索隊と、自分が率いる警邏隊の面々を前にして、レオノーラがのんびりとした口調で言う。

「ふたりは、この辺あたりまでは普通に歩いていたわけで。ということで、捜索はここから先に絞ることにしましょう」

　絞るというには、まだ対象が広すぎるとガブリエラは思う。とはいえ、少なくとも支城からこの地点までは捜索対象から外すことができるわけだから、それはそれで多少の気休めにはなるかもしれない。

　レオノーラは捜索部隊を適てき宜ぎ配置すると、その地点から扇おうぎ状じように捜索を進めていくことにした。まず三番隊からの選せん抜ばつ班はんを十人ずつ二組に分け、巡回ルートの周辺を重点的に捜させる。警邏隊の四小隊のうち、三隊にルートの左側を、自分が率いる残り一隊と雛ひよこ小隊にルートの右側を担当させた。

「わたしが新たに何かを摑つかんだら、狼煙のろしを上げますから。はい、では～～」

　ぺちぺちと気の抜ける音で手を打ったレオノーラが、やる気があるのかないのか判らない口調で命令を下した。

「捜索、開始～～」

　三番隊の選抜隊と警邏隊の面々は、いっせいに森の中に散っていった。
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　ドゥイエンヌ率いる雛ひよこ小しよう隊たいは、二人一組になって担当地域を虱しらみ潰つぶしに歩いている。

　他の警邏小隊は五人組だが、雛小隊には十人いる。二人一組で歩けば、五つの地点を同時に捜せるというわけだ。一緒に歩く二人はドゥイエンヌが指名した。

　ウェルネシアとデイレィ、セリノス・ノエルノード姉妹、ジアンとアフレア、そしてガブリエラとマルチミリエに自分とレオチェルリの五組である。

　彼女がマルチミリエと組まなかったのは、マルチミリエが傍そばにいると、どうしても彼女に任せてしまうことが多いので、それは自分のためにならないと判断したのだ。同時に、マルチミリエもドゥイエンヌのことばかり見ていては、この先、困るだろうという配慮も働いた。小隊長としては、なかなか賢けん明めいな判断である。

　しかし、ドゥイエンヌの賢明な判断の結果として、とても扱いにくいマルチミリエを押しつけられてしまったガブリエラにとっては、大いに迷惑な話ではあった。

　手がかりになる物を探しながら歩くわけだから、誰もみな、自然と足の運びが慎重になる。ということで、ジアンとアフレアも、しきりに周囲に目を配りながら、ゆっくりと森の中を歩いているところだった。

　すでに時刻は昼前。捜索は明け方から始まっているから、もうかれこれ四半日――六時間――は歩いていることになるが、今のところ、何かが見つかったという連絡はどの隊からも入ってこなかった。

「何もないなぁ」

　爪つま先さきで雑草をかき分けながら、ジアンが投げやりな口調で言うと、顔を上げたアフレアが非難するような視線を送って寄よ越こした。

「もう少し真ま面じ目めに探しなさいよ。あんたの目なら、何かあればすぐに見つけられるんだから」

「いや、だって、ないんだもんさぁ。だいたいレオノーラ様がいれば、たいていのことは済んじゃうんじゃないの？」

「馬鹿ねぇ。あの方だけに任せていたら、死んじゃうわよ。自然士の力を使うと、そうとうに消耗するっていう話なんだから。あんたの目なら、どれほど使っても消耗しないんでしょ」

「そうかもしれないけど～～」

　なんとなく不服そうな顔で、ジアンは腰にぶら下げた水筒に手を伸ばした。

「あれ？」

「どうしたの？」

「水がないや」

「もう？　っていうか、あんた、飲み過ぎじゃない？」

　ジアンはしきりに首を捻ひねった。

「そんなに飲んだっけな、自分」

「なくなってるんだから、飲んだんでしょ。それとも、どこかに撒まいてきたわけ？」

「いや……飲んだのかな」

「飲んだに決まってるじゃない。それより、真面目に探しなさいってば」

「うるさいなぁ、アフレアは。そんなんじゃ男にもてないぞ」

　ふり返ったアフレアが険けわしい目でジアンを睨にらみつけた。

「うるさくなくていい加減なあんたは、男にもてるとでもいうの？」

　ジアンが口をもごもごと動かす。

「いや……それはまぁ……」

「自分のことを棚に上げて、偉そうに言うんじゃないわよ」

「でも、でもだな、もてたら困るじゃないか。恋人なんかできたら、白兎騎士団しろうさぎに居られなくなる。だから自分は敢あえて男を遠ざけていたんだ」

　ジアンを見つめるアフレアの目が、ジト目になった。

「言ってて自分で虚むなしくならない？」

「……少し」

　ふんと鼻を鳴らしたアフレアが、ジアンを手招きした。

「ほら、先へ行くわよ。ぐずぐずしないの」

「はいはい、判りましたよ」

　アフレアが歩きだそうとすると、ジアンが呼び止めた。

「あ、ちょっと待って、アフレア」

　憤ふん然ぜんとした顔でアフレアがふり返った。

「だから、何よ!?」

「水を飲みすぎたみたいでさ、ちょっと小便を」

　アフレアが大きく仰のけ反ぞった。

「うわ、この最低女！」

「な……何を怒ってるんだよ、アフレアは。すぐ済ませるから、少しくらい待ってくれてもいいだろ」

「そうじゃないわよ。平気で『小便』とか口にするあんたが、女として最低だって言ってるの！」

　ジアンが心外そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「じゃあ、なんて言うんだよ～～。小便は小便じゃないか～～」

「そういうときは『お花を摘つみに行く』とか言うのが乙女おとめとしての嗜たしなみってものよ」

　ジアンが小さく噴ふきだした。

「変なのっ」

「変なのは、あんただ！」

　アフレアに怒鳴られて、ジアンがびくっと上体を引く。

「うわ、怖こわっ。じゃあ、言いなおすよ。自分、ちょっと花を摘みたいんで、待っててくださ～い」

「早くしなさいよ、もう」

　すると、ジアンは軽装鎧の下の裳も裾すそを、いきなりたくし上げようとした。

　アフレアの声が、ひんやりと冷たくなる。

「あんた……そこでするつもり？」

「え？　ここじゃまずい？」

　右手を挙げたアフレアが、びしぃっと右の人指し指でジアンを指差した。

「人前でそういうことを、するなっ！」

「なんでだよ～～。女同士だし、いいじゃん」

「恥ずかしくないの、あんたはっ!?」

「自分？　平気だけど？」

　アフレアが、だんだんと足を踏みならす。

「最低、最低、最っ低っっ」

「どうしてだよ～。生理現象なんだから、誰だってするだろ～～？」

「誰だってするけど、人前ではしないわよっ。乙女はそういうこと、しないのっ。するなら、あたしの目につかないところでしてきなさいよっ」

　憤然とした顔でそう言うと、アフレアはす～っと右手を挙げた。

「あくまでそこでしようっていうのなら、してる最中に雷を落としてやるから」

　ジアンは慌あわてて裳裾から手を離して跳とび退のいた。

「うわ、判ったよ、も～～」

　ジアンは、きょろきょろと周囲の地形を確認する。

　左手がだらだらとした上りの斜面で、右手側が傾斜のきつい下り斜面だった。アフレアの目につかないところでとなると、斜面を下るしかない。

　ジアンは斜面の縁へりに立って下を覗のぞきこんだ。

　ちょうど小さなＶ字谷のようになっていて、谷底までは二ヤルド――約五メートル半――ほどの深さがあった。反対側も傾斜がきつい上りの斜面になっている。向こう側まで、幅が五、六ヤルドくらいあるだろうか。飛び越えられるような距離ではない。

　ジアンがちらっとふり返ると、アフレアが苛いらついた顔で睨んできた。

「なに？」

「アフレアは小便しなくて平気なのか？　我が慢まんしてるのなら、今のうちにしておいたほうがいいぞ？」

「馬鹿女っ！」

　アフレアはいきなりジアンに向かって短剣を投げつけた。

「うわ」

　咄とつ嗟さにジアンが避よけると、短剣はまっすぐに飛んでいって、背後の谷を挟はさんだ向こう側に生えている樹の幹に深々と突き刺さった。

「危ないなぁ。怪け我がしたらどうするんだよっ!?」

　とジアンが憤いきどおるのも無理はない。これがジアンでなかったら、ほんとうに体に刺さっていたかもしれない。それほどアフレアの投げた短剣は狙いが正確で速かった。

「あんたなんか死ねばいいのに」

　いつの間にか、アフレアの両手の指の間に四本ずつ短剣が並んでいる。さすがにアフレア、魔術士であっても、このくらいの技は隠し持っているというわけだ。

「ひぇ～～、アフレア、本気だよ」

　ジアンは急いで斜面に身を躍おどらせた。

　生えている木々を避けながら斜面を滑すべり降りて小さな谷の谷底に立ったジアンは、斜面を見上げ、アフレアが追いかけてこないのを確認する。

「まったく、あんなにぷりぷりしなくてもいいのに」

　やれやれと首を振ったのち、ジアンはきょろきょろと辺りを見回した。谷底といっても、べつに川が流れているわけではない。湿った黒土の上に落ち葉や木の枝が散乱しているだけだった。陽射しが谷底までは届かないから、昼だというのに薄暗かった。

「さてと。乙女としては、どこでしよう？」

　ジアンは谷底の少し先の地面が大きく抉えぐれているのに気がついた。

「あそこかな、やっぱり」

　見つけた窪くぼみへとジアンが歩み寄っていく。そこは獣けものか何かが地面を掘り返した跡のようだった。

「うん？」

　常人よりも遙かに目のいいジアンは、すぐにそれに気がついた。少し足を速める。

「あれは……」

　掘り返された地面から何かが飛びだしている。

「人の……」

　窪みのすぐ脇に立ったジアンは、無言でじっとそれを見下ろした。

　間違いなかった。獣に齧かじり取とられたらしく、先端が骨ごとなくなっていたが。

「……指だ」

　人の指が五本、抉れた地面の上に出ている。

　指先が地面から飛びだしているということは、当然、その下には……。

　顔を上げたジアンが、斜面の上に向かって怒鳴った。

「おい、アフレア！」

　上のほうから、いかにも嫌そうな返事が聞こえてきた。

「何よ？　いつまでかかってるのよ？　さっさと終わらせて戻ってきなさいよ」

「そうじゃない。見つけたんだよ」

「は？　何を？」

　斜面の縁にアフレアが顔を覗かせた。そのアフレアに向かって、ジアンが怒鳴った。

「いいから早く来い！」

　その真剣な顔と口調に異変を感じ取ったアフレアは、すぐに身を躍らせ、斜面を駆け降りてきた。

「いったい何事？」

　谷底に下り立ったアフレアが、怪け訝げんそうな顔でジアンに近づいていく。

「これを見てくれ」

　ジアンが地面の一点を指差すと、アフレアが彼女の指の先を目で追った。

「えっっ？」

　アフレアが息を呑のむ。

　そこには喰いちぎられた人の指先と思われる物が地面から覗いているではないか。

「ちょ……これって……まさか……」

　表情を消し去ったジアンが、感情の籠こもっていない声で言った。

「うん。きっと行方不明になってる団員じゃないかな」
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　ジアンが現場に残ることにし、ドゥイエンヌに報しらせるためにアフレアが走った。

　報告を受けたドゥイエンヌは、近くにいるはずのレオノーラに報せるために直ちにマルチミリエとレオチェルリを送りだし、同時にセリノス・ノエルノード姉妹をつけてアフレアを現場に送り返した。現場の確保と現場までの道筋の確認のためだ。

　マルチミリエとレオチェルリから話を聞いたレオノーラは、三番隊の選抜班と警邏隊の三小隊に伝令を走らせ、自分は指揮していた警邏隊一小隊とドゥイエンヌ率いる雛小隊の残りを率いて現場に急行した。レオノーラたちは、迎えに出ていたセリノスとノエルノードに導かれて谷底に下り立った。

　三番隊の選抜班と残りの警邏隊三小隊も、ほどなく現場に駆けつけてきて、辺りは蜂はちの巣をつついたような大騒ぎとなった。ふだんなら人など近寄らない原生林の奥の狭い谷底は、今やマイヨ・ルカの街の朝市のように混雑し、混乱していた。

　レオノーラは部隊の混乱をなんとか抑おさえ、埋まっている遺体を掘り起こさせる。

　遺体は腐ふ乱らんが進んでいたが、それでも見分けがつかないほど酷ひどくはなく、三番隊の仲間によって身元が確認された。

　見つかった遺体はたしかに三番隊の隊員、行方不明になっているフィスティス・ファルン・ヴィチェンであった。

　三番隊の選抜班は、変わりはてた僚りよう友ゆうの姿に声もなく立ち尽くす。

　志こころざし半なかばで散った団員のためにレオノーラは跪ひざまずき、しばし瞑めい目もくした。

　立ちあがったレオノーラは支城にいる三番隊隊長のマリスカ・マリオネーラ・ネルファと本城のレフレンシアへ急使を走らせる。

　伝言を聞いたレフレンシアは、本城にいた警邏隊一小隊に、庶務分隊の補給担当から比較的手て空すきの二小隊、それに救きゆう急きゆう分隊の二小隊を率いて現場へ到着した。その頃にはすでに三番隊隊長のマリスカも現場に到着していた。

　谷底の混雑はますます酷くなり、現場は身動きも取れないような状況に陥おちいった。

　救急分隊による簡単な検分が終わると、遺体は彼女たちによって運びだされていった。

　レフレンシアは検分につき合っていたレオノーラとマリスカを呼びよせる。

「お待たせしました、レフレンシア様」

「間違いないんだな!?」

　沈痛な表情でマリスカが頷うなずいた。肌が浅黒く、背も高くて体たい軀くも引き締まっており、精せい悍かんな印象を与える女性だ。

「はい、うちの隊のフィスティスです」

「死因は？」

　今度はレオノーラが声を落として応えた。

「鋭利な刃物によって突き殺されていますねぇ。この場合、鋭利な刃物というのは、まず間違いなく剣であろうかと」

　レフレンシアは僅わずかに眉まゆを動かしてレオノーラを、次にマリスカを見た。

「で、もう一人、ラフィネは？」

　レオノーラが応える。

「今のところ、発見されておりません～～」

「ラフィネほどの者が……か」

　ラフィネは団内でも有数の剣の使い手だった。

　そのラフィネが見つかっていないということは……。

　ひょっとしたらラフィネだけは逃げたかと思ったレフレンシアだが、すぐにその可能性は低いだろうと断じた。辺りに闘った形跡が何もない。この周辺は、二人が行方不明になって以降、広範囲に捜索されている。だが、斬り合いの形跡も身元不明者の遺体も発見されていない。ラフィネが剣を抜けば、相手に被害が出ないはずがないのだ。普通ならば。では、普通でない場合は。

　だが、レフレンシアはすぐに思考を中断した。

　今は考えている場合ではないな。考えるのは、もう少し材料が集まってからでいい。

　小さく嘆たん息そくしたレフレンシアは、周りにひしめいている団員たちにちらっと目をやり、二人に命令を下す。

「今ここにいる警邏隊と三番隊で現場周辺を探せ。徹底的にだ。ラフィネの行方の手がかりだけでなく、どこかに戦闘の形跡が残っていないかも調べろ」

　敬礼したレオノーラとマリスカは回れ右して命令を伝えるべく駆け去っていった。心なしか、レオノーラの動作が、いつもよりきびきびしているように見える。

　現場に集まっていた警邏隊の五小隊と三番隊の選抜班、それに新たにマリスカが連れてきた三番隊の三小隊が付近の集中捜索を開始した。

　もう一人が見つかったときに備えて、救急分隊はレフレンシアと共に現場に留まっている。庶務分隊補給担当二小隊は、現場の保存や記録に取りかかった。

　ガブリエラたちは現場に留め置かれ、遺体発見時の模様をレフレンシアから事情聴取されることになった。
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　一通りジアンの話を聞き終えたレフレンシアは、低く小さく唸うなった。

「ふぅん、なるほど。では見つけたのは、まったくの偶然だったわけか」

　薄暗い谷底で、レフレンシアは何い時つになく真剣な眼まな差ざしでジアンを見つめている。見つめるというより睨みつけるといったほうが相応ふさわしい、鋭い目つきであった。レフレンシアの迫力にやや気け圧おされながらも、ジアンは当時の模様をもう一度、語りだした。

「ええ、そう、偶然なんです。自分がこの谷筋へ下りたのも偶然なら、獣がここを掘り返していたのも偶然。地面の不自然さに気づいたのも偶然。偶然が重ならなければ、発見はできなかったと思います。で、何か不自然に地面が掘り返されているように見えたので、不審に思って近づいてみたら、地面の上に指先の……といっても、第一関節から先はなくなっているような状態だったんですけど、白い骨が飛びだしていて。ここを掘り返した獣がなんなのかは判らないですけど、指先を喰っただけで諦あきらめたところを見ると、大型獣ではなかったようですね」

「ふむ、偶然、偶然、偶然ね。つまり、普通なら発見はもっとずっと遅れていた……と、そういうわけだな」

「はい、間違いなく」

「ところでジアン、おまえの話だと、ここへ下りたのは当初からの予定の行動ではなく、突発的な出来事のように聞こえるが？」

　痛いところを衝つかれたという顔で、ジアンが視線を逸そらせた。

　そのような態度をレフレンシアの前で取ること自体、訊きかれては困ることがあると白状しているのも同然だが、根が正直者のジアンにはドゥイエンヌのような腹はら芸げいは真似したくてもできない。

「え、ええ、それはまぁ、そうでして」

「何な故ぜ、ここへ下りようと思ったんだ？」

「えぇと、それが……」

　レフレンシアが顔を突きだすようにしてジアンの目を覗きこむ。

「ジアン、これは殺人だ。我が白はく兎と騎士団員が何者かによって殺されたのだ。我々は事件の真相を暴あばき、犯人を見つけださなければならない」

「は……はい、もちろん、判っておりますです、ええ」

「では、あったこと、見たこと、正直に話せ。手がかりになるかならないかは、こちらで判断する」

　ジアンはこくこくと首を縦に振り、視線は微妙に逸らせたまま、ぼそぼそと自分の一連の行動を説明した。

　ジアンの話が進むにつれ、レフレンシアの眉は寄せられ、眉み間けんに皺しわができ、目は細められ、最後には凶悪という形容こそが相応しい三さん白ぱく眼がんになった。

　ちらっとレフレンシアの顔を盗み見たジアンが、びくぅっと上体を引いた。

「あ、あの……というわけでして……その、自分は……どうしても我慢が……白兎の騎士にあるまじき……行為を……あの……」

　しどろもどろになったジアンは、ぷるぷると体を小こ刻きざみに震ふるわせている。レフレンシアの顔がよほど怖いのだろう。

　団員失格なのかぁ!?　見習いのまま追放されるのか、自分!?　っていうか、下へ手たするとレフレンシア様に殺されるかも？

「申し訳ありませんでしたぁっ」

　ジアンは地べたに膝を落とし、そのまま這はいつくばるように平へい伏ふくした。

「如い何か様ような処罰も受けますから、追放だけは……」

「ぶぁ～～っはっはっははははは」

　額ひたいを地面に擦すりつけているジアンの頭上からレフレンシアのけたたましい笑い声が降ってきた。

「え？」

　ジアンが頭だけを起こし、そっとレフレンシアを見上げると、彼女は腹を押さえ、腰を折り、身をよじって爆笑していた。

「え？　え？　え？」

　何が起きたのか理解できないままジアンが目を白黒させている。周囲で作業をしていた団員たちが全員、ぎょっとした顔でふり向いて、大笑いしている副団長を怯おびえたような顔で見た。ガブリエラたちも、いったい何がどうしたのかという怪訝そうな、心配そうな顔を、レフレンシアとジアンに向けるが、事情を知っているアフレアだけは、やれやれと首を振り肩をすくめるのだった。

　周囲の視線に気がついたレフレンシアは、なおも笑いながら大きく右手を振った。

「ああ、みんなは作業を続けて、続けて」

　それでようやく、団員たちは現場の保存と綿密な調査を再開する。

「いやいや、しかし」

　レフレンシアは目に浮かんだ涙を指の背で拭ぬぐった。まだ笑っている。

「ジアン」

「はっはいっ、なんでありましょうかっ!?」

「君を入団させて、ほんとうによかったと思っているよ」

　平伏したまま、ジアンは呆ぼう然ぜんとレフレンシアを見上げている。いったい自分の何が彼女から「よかった」と評価されたのか、さっぱり判らない。

　ジアンは、はぁ？　という間の抜けた声を上げることしかできなかった。

「ほら、いいから立ちなさい」

「あ、すみません」

　レフレンシアが何を言わんとしているのか判らないが、どうやら団を追放になることだけは免まぬがれそうだ。そのことに安心したジアンは、発ば条ね仕掛けの人形のように勢いよく立ちあがった。

「いや、君だけじゃない。ガブリエラもドゥイエンヌも、ほかの雛ひよこたちもだ。君たちを見ていると本当に退屈しないな」

「お……お褒ほめに与あずかり光栄です」

「うん、いや、誉めているかどうかは微妙なところなんだが」

　ようやく真顔に戻ったレフレンシアが、少し離れたところでじっとこちらを見ているガブリエラたちを手招きした。九人はドゥイエンヌを先頭に、すぐに駆けよってくる。

「お呼びでしょうか、レフレンシア様」

「雛小隊は、しばらくわたしの指揮下に入ってくれ」

「副団長殿の？」

「ああ、そうだ。レオノーラにはあとで言っておく」

「はい、それは……」

「何か文句でも？」

「ですから、文句などありません」

　と憤然と応えてから、ドゥイエンヌはまた心配そうな顔になった。

「よろしいんですか？　随分と異例のことだと思いますけど」

「異例にもなるさ。こういう緊急事態だからな。とにかく我々としては、この事件の真相究明と団員殺害の犯人を特定しなければならない。君たちには、それを手伝ってもらいたい」

　ドゥイエンヌは大きく頷く。

「わたくしたちでお役に立てるのであれば、喜んで」

　そしてそれは、他の九人も同じ思いであった。

「うん。ではまず、遺体発見現場の周囲の捜索に加わってくれ。ジアンの目があれば、何か見逃したもの、あるいは見逃したことが見つかるかもしれない」

「了解いたしました」

　ドゥイエンヌが右手を折り、真っ直ぐに伸ばした手の平の親指を自分の胸に当てると、残りの九名もそれに倣ならう。

「では、かかって。ここと周辺の捜索は日暮れまで続ける。日が暮れたら、ここには見張りを残し、我々は撤てつ収しゆうする。以上」

「了解いたしました」

　自分の下から離れていく雛小隊の面々の背中を見送りながら、レフレンシアはふんと一つ、鼻を鳴らした。

「どうにも嫌な感じがする。騎士団うちの団員が一人、二人、殺されたってだけの単純な事件じゃぁなさそうだな、これは。ふん、こういう予感は外はずれてくれたほうがありがたいんだが……」

　冷たい一いち陣じんの風が吹き抜け、レフレンシアの髪を揺すった。乱れた髪を手て櫛ぐしで梳すいて、レフレンシアが空を見上げる。

「どうしてどうして、よく当たるんだよな」

　Ｖ字谷の底から見る空は狭く細長かった。その空が、いつの間にか厚い暗あん灰かい色しよくの雲に覆われようとしている。陽ひが陰かげり、辺りがいっそう薄暗くなった。

　それは白はく兎と騎士団に降りかかる災さい厄やくを暗示しているような不吉な昏くらさをしていた。
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　夕刻になって、捜索に出ていた部隊は一部を除いて本城や支城に戻り、中断された本来の仕事の整理に追われることになった。

　本城に戻ったレフレンシアは緊急幹部会開催の準備に追われ、ガブリエラたちとじっくり話をする時間が持てなかった。

　夜半に始まった緊急幹部会はなかなか終わらず、レフレンシアとレオノーラは未いまだに戻ってきていない。ガブリエラたち雛小隊の面々は、レフレンシアの執しつ務む室しつで部屋の主あるじの戻りを待っていた。

　十人は特にすることもなく、手持ちぶさたな様子で床しよう几ぎに腰を下ろしている。全員、半兜は脱いでいるが、軽装鎧は着けたままだ。

　レフレンシアの執務机の横では秘書官が自分の仕事をこなしているから、大声で話をするのは憚はばかられる。十人とも静かに待っていたのだが、さすがに我慢の限界に近づいていた。アフレアが欠伸あくびを押し殺しながら部屋の出入り口のほうへ首を巡らせ、投げやりな口調で言った。

「遅いわねぇ、レフレンシア様とレオノーラ様。会議、ま～だ終わらないのかな」

　たしかに遅い。ガブリエラもそう思う。

　騎士団員が殺された。しかも、自分たちの庭ともいっていい場所で。そして、もう一人は行方不明になったままとくれば、幹部会が紛ふん糾きゆうしないわけがない。おそらく今後の捜索と捜査に関して、かなり突っ込んだやり取りが為なされているに違いない。

　そうだとしても……遅い。遅すぎる。

　切れ者副団長のレフレンシアがいるのだ。しかも今日、彼女が現場で指揮を執とったのだ。今後の方針と具体的な作戦行動など、簡単に策定できるはずなのに。

　少し訝いぶかしく感じたガブリエラは、あとでレオノーラ様に会議の様子を訊いてみようかなと思う。しかし、ドゥイエンヌはそうは感じていないらしく、あっさりと言った。

「事態が事態だし、しかたがないのではなくて」

　アフレアが不満そうな顔で頷く。

「まぁ、そうだけど」

「しかし、団員が殺されるとはねぇ」

　とセリノスが小さく唸ると、ノエルノードが身を乗りだしてきた。事件の話をしたくて、みな、うずうずしていたのだ。話のきっかけができると、堰せきを切ったように話題はそちらへ流れていく。秘書官への遠慮など、すっかり忘れてしまったかのようだ。

「ねえ、誰に殺されたのだと思う？」

　双子の姉が肩をすくめる。

「判らないよ、そんなこと」

「やはり、野盗の類たぐいかな」

　と言ったのはデイレィだ。セリノスが首を捻る。

「しかしだ、遺体遺い棄き現場は騎士団の支配地域なんだぞ。というより、支城の近くなんだ。殺害場所はあそこではないとしても、それほど遠くはないはず。野盗が易やす々やすと入りこめるような場所じゃないだろう？」

「それはそうなんだけど。でも、偶然に迷いこんで、ばったりと鉢はち合わせって可能性だってあるんじゃないかな」

　するとウェルネシアが言った。

「でも、デイレィ？　白はく兎と騎士を抵抗もできないまま殺すとなると、かなりの人数が必要よね？　そんな数の野盗が盆地に入りこんでくれば、気づかないわけがないんじゃないかな？」

「うん……そうかもな。たかだか一人、二人の野盗に、白兎の騎士が後おくれを取るとも思えないし」

「そうよ。それにラフィネさんの剣技は団でも五本の指に入るという話だもの」

　とノエルノードが続く。

「相手が一人二人なら負けるはずがないし、もし大勢の野盗と斬り合ったのなら、相手もたくさん斬られているはずでしょう？　でも、周囲には斬り合いの痕こん跡せきもなければ、野盗の死体もなかったわけだし」

　このノエルノードの推論は、現場でレフレンシアが感じたものと同じであった。

　セリノスが、傍かたわらのガブリエラへ目を転じる。

「なあ、ガブリエラはどう思う？」

　ガブリエラが、驚いた様子で顔を上げた。どうも何事かを考えていたらしい。

「何を驚いているの？　君の意見を訊いてるんだけど」

「えぇとですね、誰に殺されたかということに関しては、わたしにもさっぱり判らないのですが、一つ、気になることはあります」

「なになに？」

　セリノスやノエルノード、デイレィ、ウェルネシアが腰を浮かせ、床几を持ちあげ、ガブリエラの周囲に集まってきた。ジアンとアフレアも寄ってくる。

　ガブリエラのすぐ横にいたレオチェルリが自分の床几を少し後ろにずらすと、六人はガブリエラを取り囲むように半円を組んだ。

　さすがにドゥイエンヌとマルチミリエはその場を動こうとしなかったが、傍らで聞き耳を立てているのは確実だった。

「あの……そんなふうに囲まれると、すごく話しにくいんですけど」

「いいから、早く聞かせてよ」

　とセリノスにせがまれ、ガブリエラは小さなため息をついた。

「はい、では」

　ガブリエラの口くち許もとに六人の視線が集中する。ガブリエラは苦笑を浮かべつつ、自分が感じていた疑問点について話しはじめた。

「わたしが気になっているのは、もう一人、えぇとラフィネさんでしたか、その方はどうしたのか……ということです」

　ジアンとアフレア、セリノスとノエルノード、デイレィとウェルネシアが、互いに顔を見合わせた。輪から外れているドゥイエンヌも怪訝そうな顔でガブリエラを見ている。

「えっと、それって、どういうこと？　一人が殺されているのなら、もう一人だって殺されているんじゃないの？」

　首を捻りながらアフレアがそう言った。ガブリエラが小さく頷く。

「そうですね。もう一人も殺されている可能性が高いと思います。でも、だからこそ、どうしてあそこに一人だけ埋うめられていたのかということが気になるのです。つまり、二人殺したのなら、二人一緒に埋めるのが普通ではないかと」

　アフレアが僅かに頭を引いた。

「な……なるほど」

「もう一人をわざわざ別の場所に埋める理由が想像できません。二人で組んで巡回中だったのですから、襲われたのも二人一緒に、のはずです」

　するとセリノスが言った。

「かなりできる人だったみたいだから……ラフィネさんは逃げおおせたとか？」

「逃げおおせたのなら、当然、支城へ戻ってますよね。あるいはどこかの砦に駆けこんでいます」

　我ながら意味のない意見だった……とセリノスが自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。

「そりゃ……そうだ」

　堪たまらずドゥイエンヌも、ガブリエラを取り囲む輪に加わってきた。

「一人はその場で殺された。もう一人は逃げだしたけど、途中で捕まってしまった……という可能性は、あるのではなくて？」

「はい、あると思います。でも、あの遺体は……抵抗らしい抵抗もせずに、ほぼ即死状態でした。たしかに、遺体で見つかったフィスティスさんは二回生で、まだ見つかっていないラフィネさんが四回生。しかも団内でも有数の剣の使い手だったということですから、二人の腕前に差があったのは確実です。けれど、あれほど鮮あざやかな手並みでフィスティスさんを殺した襲撃者が、ラフィネさんに逃げられたりするでしょうか？」

　ドゥイエンヌがすっと目を細めた。

「つまり、ガブリエラはどう考えるわけ？」

　ガブリエラは自分の考えをまとめようとするかのように宙を見上げ、口の中でぶつぶつと何事かを呟いた。

「わたしは、主な可能性としては二つあると思います」

　顔を戻したガブリエラが、ほかの九人を見渡すと、九人はいっせいに身を乗りだした。何事にも無関心なマルチミリエですらガブリエラの話に興味が湧わいたようで、先ほどよりも床几の位置がガブリエラに近づいている。

「一つめが、二人は同時に襲われてその場で殺された。それなのに一人の遺体は運び去られ、一人だけ、あそこに埋められた」

　ガブリエラは、そこで少し間まを取った。

「もう一つの可能性は……同時に襲われたけれど、一人だけが殺され、もう一人は生きたまま捕らえられた。その一人が無傷だったのか、あるいは大怪我をしていたのかは別として、です」

　二人を同時に襲い、フィスティスをあれだけ見事に刺し殺した襲撃犯が、いくらラフィネの腕が立ったとはいえ、何な故ぜその場で殺せなかったのか。逃げ切られたのか、途中で追いついて殺したのかは判らない。だが、そのどちらにしても、フィスティスに抵抗する間も与えずに刺し殺した手て際ぎわのよさを考えると、どうも違和感を感じてしまう。

「もし襲撃に成功したのにラフィネさんをあそこに埋めなかったのであれば……」

　ガブリエラが宙を睨んで何かを考えながら言った。

「あれば？」

「襲撃者側に、二人一緒にあの場に埋めるわけにはいかないなんらかの理由があったことになります。あるいは、ラフィネさんだけを生け捕りにするなんらかの理由が……」

　今に至るまでラフィネが姿を現していないことを考えると、殺害されたか拉ら致ちされた可能性が高い。だが、フィスティスを殺してあの場に埋め、ラフィネだけを拉致していった、あるいは殺したのにあそこに埋めなかった理由がガブリエラには想像できない。

「なんらかの理由って、どんな？」

　とジアンに訊かれたガブリエラは、だからこう応えるしかなかった。

「わたしには、ぜんぜん判りません」

　だ～～っと九人がずっこける。

「もったいぶって話しておいて、結局は、それかよ！」

　とジアンが非難がましい目でガブリエラを睨むと、ガブリエラは、わたわたと右手を振った。

「そんなこと言われても、判らないものは判りませんよ、ジアン。理由を推測するには考える材料が少なすぎますもの」

「そうだけどさ～～。だったら、もったいぶるなって」

「話せと言ったのは、皆さんのほうなのに」

　ガブリエラが恨うらめしそうな顔で九人を見た。

「ま、あなたの話し方は、いつだって、もったいぶっているものね」

「そ、そんなことはありません、ドゥイエンヌさん」

　いつももったいぶっているのは、むしろドゥイエンヌのほうだとガブリエラは思う。もちろん、そんなことは口に出して指摘できないが。

　ドゥイエンヌは、ひらひらと右手を振って言った。

「本人だけが気づいていないことって、よくあるのよ」

　その言葉は、そっくりそのまま、あなたにお返しいたします！

　これも口に出して言えないから、心の中で叫ぶガブリエラだった。

「それはさておき、もしも逃げだして、途中で追いつかれて殺されたとしても、離れた場所で……ではないわよね」

　ガブリエラは表情を戻して頷いた。

「ええ、ドゥイエンヌさんの仰おつしやるとおりだと思います。そして、ラフィネさんを殺したのがそれほど離れた場所でないのなら、その遺体を一人目が倒れている場所まで運んでくると思うんです」

「ああ、そうか」

　とノエルノードが手を打った。

「穴を二つも掘るのは大変だから、ね？」

「はい、そうです。人を埋めるほどの穴を別々の場所に二つ掘るのと、遺体を一つ運んでくるのと、どちらが楽かという比較です。普通に考えれば、運んでくるほうが楽だと思います。例えば、一人目を殺した場所のほうが斜面のずっと上だったというのであれば、一人目の遺体のある場所までひき返して、一人目を二人目の遺体のある場所まで運んでくればいいわけです。実際には、一人目の遺体遺棄現場は谷底だったわけですから、他の場所から別の遺体を運んでくるのは簡単なはずなのです」

「そうだな。上から遺体を蹴落とせば、勝手に谷底まで転がり落ちていってくれる」

　とジアンが言うと、ほかの九人が嫌そうな顔になった。

「それはその通りだけど」

　アフレアがジアンを睨みつける。

「そういう直接的な物言いじゃなくて、もう少し柔らかな言い方ができないの？」

「あ……え～っと」

　周りを見渡したジアンは、皆がアフレアの意見に賛同だという顔で自分を見つめているのに気がついた。

「ごめん」

「まぁ、いいけどね。あんたのその無神経さが今回の遺体発見に繋つながったわけだし」

「いや……その話は、もういいよ。レフレンシア様にも大笑いされたし」

　ジアンが冷や汗を流しながら頭を掻かいた。

「いいわけないでしょ。ねぇ、聞いてよ、みんな。ジアンったら、あたしの目の前でいきなり用を足そうとしたのよ。信じられる？」

「最低の女ね」

「というより、女をやめるべきだな」

「手も洗わないしね」

「そのうち、アルアラネ様の天てん罰ばつが下るんじゃないの？」

　仲間が口々に非難すると、ジアンは泣きそうな顔でアフレアにすがりついた。

「判りましたぁ。自分が悪うございましたぁ。これからはちゃんと手も洗うし、隠れてするからさぁ、もう許してよ～～」

「ちょっと、あんたの汚い手で触らないでくれる？」

　アフレアがジアンの手を払いのけると、ジアンが泣き真似をする。

「え～～ん、アフレアが虐いじめる～～」

　全員がけらけら、くすくすと笑いを漏もらした。ガブリエラも小さく笑ったが、すぐに真顔に戻った。

「言い方はともかく、実際、ジアンの言ったとおりなのです。二人目を運んでくるのに苦労するような場所ではないにも拘かかわらず、あの場所には一人の遺体しか埋まっていなかった。もしラフィネさんを殺害したなら、あそこに埋めなかった理由が、もし殺害していないのなら、わざわざラフィネさんだけ捕らえた理由が……判らないのです」

「なるほどね。言われてみれば、たしかに腑ふに落ちないね」

　とセリノスが頷いた。

「その理由はさ……」

「こう考えたら、どうかしら？」

「むしろ、その場合……」

　ガブリエラが提示した疑問に対して、みながそれぞれ勝手に話を始めて、レフレンシアの執務室が急に騒がしくなった。

　だがそれも束つかの間ま、考えられる理由もやがて尽きてしまう。とにかく推理するための材料が少なすぎるのだから、それも当然だった。

　おしゃべりが途切れ、場が静まったとき、ドゥイエンヌが、ふと呟くように言った。

「偶然なのか、それともその二人が狙われたのか」

　顔を上げたドゥイエンヌがガブリエラを見た。

「あなたはどう思う、ガブリエラ？」

「えぇと……行方不明になったお二人は幹部ではないのですし、特別な任務に就いていたわけでもなかったそうです。敢えて特別な要素を挙げれば、ラフィネさんの剣の腕が立つということなのでしょうけど、それはむしろ、襲撃者にとってはマイナス要素なわけですから。ふつう、わざわざ腕の立つ人を狙おうとはしませんよね？」

「そう。そうよね。すると、偶然、何かに出くわしてしまった。あるいは、何かを見てしまった。そのために命を落とすことになった……ということね？」

　ガブリエラは低く抑えた声で応えた。

「あるいは、何かを知ってしまった、とか」

　ドゥイエンヌが憂ゆう鬱うつそうな顔になる。

「騎士団の人間を殺さなくてはならないほどの秘密が、どこかに存在しているというわけかしらね」

　全員が難しい顔で考えこむと、ジアンが軽い調子で言った。

「なぁ、ガブリエラはああ言ったけど、ラフィネさんの腕が立つから狙ったって可能性は全然ないのかな？」

「え？」

　ガブリエラが目を剝むいてジアンを見た。

　腕が立つからこそ襲った!?

　その可能性は思ってもみなかった。でも……そんなことが……。

　ガブリエラが沈ちん思し黙もつ考こうに入った。

　しかし他の八人は見下し顔でジアンに視線を向けただけだった。

「どういうことよ、ジアン？」

　とアフレアが訊くと、ジアンは頭を掻きながら応えた。

「いや～、なんとなくだけど。ほら、自分なんか、腕の立つ人を見ると闘やり合あいたくなるからさ。旅の武芸者が仕し合あいを挑いどんで闘って、ラフィネさんが負けたとか」

　ノエルノードがジアンの意見を鼻で笑う。

「そんなわけないでしょう」

　アフレアが、いかにも馬鹿にした顔で追い打ちをかける。

「あんたみたいな格闘馬鹿と同じにしないでよ」

　ジアンが情けなさそうな顔になった。

「ちょっと思いついたこと言っただけだから、そこまで徹底的に否定しないで欲しいんだけど～～。哀しくなっちゃうじゃないか～～」

「あなたは肉にく弾だん戦せん専門なのですから、あまり頭を使わないほうがよくってよ」

　とドゥイエンヌが止とどめを刺すと、ジアンが大きく仰け反った。

「ひっで～～言われようだぁ」

　みなが、けらけら、げらげらと笑う中、ガブリエラだけが必死に考えこんでいる。その様子にレオチェルリが気がついた。













　ガブリエラ様、また何かを考えつかれた？

　であれば、この事件の謎なぞがガブリエラによって解き明かされる日が来るかもしれない。

　レオチェルリは期待に胸を躍らせ、考えこんでいるガブリエラに熱い視線を送った。

　そのとき、ゼロ天てん鐘しようの鐘の音が微かすかに聞こえてきた。

　ジアンが驚いた顔になって部屋の出入り口を見た。

「うわ。もう日が変わったぞ？」

「レフレンシア様、戻らないわね～～。下へ手たすると、このまま朝まで待ちぼうけかな」

　とアフレアが眠そうな顔で言うと、ドゥイエンヌも訝いぶかしそうな顔になる。

「これは……いくらなんでも遅いわね」

「黒くろ茶ちやでも淹いれましょうか？」

　いきなり声がかかり、十人は床几から跳びあがった。

　それでガブリエラの思考も中断されてしまう。

　何か摑めそうだったのに……と残念に思いながら声のしたほうをふり向くと、机の上の書類をめくる手を止めてこちらを見ている秘書官と目が合った。

「皆さん、何をそんなに驚いているのです？」

　ジアンが胸を撫なで下おろしながら、ふぅと息を吐はく。

「いや、あんた……あなたがいるのを、すっかり忘れてました」

　途中から十人が話に熱中してしまったのは確かだが、それにしても己の存在を消し去ったかのように一人黙々と仕事をこなしていたこの秘書官も大した人物だ。

「気にしないでください。よく『存在感のない奴だ』って言われるのです」

「ああ……そう」

「でも、これはこれで、便利なこともあるんですよ」

「ど、どんな？」

　とジアンが訊くと、秘書官はにんまりと笑ってみせた。さすがにレフレンシアの秘書官を務めるだけのことはあると思わせる皮肉たっぷりの笑みだ。見た目が可愛いだけに、そういう笑い方をすると凶悪に見えかねない。だが、本人は一向に気にしていない様子で、こう言った。

「噂うわさ話ばなしとか、人の悪口とか、けっこう耳に入ってくるんです」

　気をつけようと思うジアンであった。

「やあ、待たせて悪かったな」

　いきなり背後から声がかかり、全員が顔を上げてふり向いた。

　軽く右手を挙げてレフレンシアが足早に部屋に入ってくる。彼女にしては珍しく、やや焦しよう燥そう気ぎ味みの表情だった。

　無理ないわね。今までずっと対策会議だったんですもの。

　ガブリエラはちょっと同情してしまう。もっとも、こういうときにこそ働くのが幹部の義務であるのだから、ガブリエラたちの同情など余計なお世話かもしれない。

　少し遅れて、もっそりとレオノーラが入ってきた。彼女のほうは特にいつもと変わりがないように見える。きっと会議の間中、何も訊かれない限り発言もせず、ぼ～っと座っていたに違いない。

「エン、わたしにも床几を」

　とレフレンシアが呼びかける。それでガブリエラたちは、ようやく秘書官がエンという名だと知ることができた。もっとも、ただの愛称かもしれないが。

　秘書官は素早く立ちあがると、部屋の隅すみに置いてあった床几を二つ持ちだしてきて、レフレンシアの前に置いた。

　机の前を離れて初めて判ったが、彼女が穿はいているのは、とても丈の短いひらひらした裳裾だった。騎士というより、どこかの旅の踊り子のようだ。上半身の身み頃ごろの意い匠しようは団支給の物とほぼ同じだし、色も団支給の物と同じ白色なので、これは個人的に改造していると見るべきだろう。伝統と格式のある騎士団ではあるが、基本的に若い女子ばかりなので、このくらいのことは大目に見てくれるらしい。

「ああ、ありがとう」

　外すのをレオノーラに手伝ってもらった軽装鎧を、レフレンシアが放り投げるように床に転がした。がらんがらんと、大きな音が部屋に響く。

「レフレンシア様、お行儀が悪いです」

　鎧を拾ったレオノーラが、軽く副団長を睨む。

「そう言うなよ。これでもジアンよりは行儀がいいぞ」

　ぶ～～っと、ジアンが噴きだした。

「ジアンより行儀の悪い女なんて、この世にいないと思いますけどぉ？」

　とレオノーラが言うと、ばったりとジアンがその場に倒れ伏した。

　笑いながらレフレンシアが床几に腰を下ろす。鎧を片づけたレオノーラも、レフレンシアの隣に腰を下ろした。

　立ちあがった秘書官が、ガブリエラたちを見渡して声をかける。

「すみません、お茶を淹れますので、どなたか、お手伝いしていただけません？」

　すぐにレオチェルリが腰を浮かせた。

「あ、わたしが」

　マルチミリエがドゥイエンヌに向かって、わたしも行きましょうか？　と尋ねる視線を向けた。ドゥイエンヌが小さく頷くと、マルチミリエも腰を浮かせる。

「お手伝いします」

「じゃ、一緒に来てください」

　三人が部屋を出ていくと、ドゥイエンヌ以下、八人はじっとレフレンシアを見つめる。くつろいだ様子のレフレンシアは、その視線に気づき、ひらひらと手を振った。

「話は三人が戻ってきてからにしよう」

「あ、そうですわね」

　ドゥイエンヌは少し顔を赤らめた。

　今ではマルチミリエは、彼女の従者というだけではない。二人の間では、まだその関係も続いてるが、騎士団ここでは公式には二人とも見習い団員という立場だ。マルチミリエもドゥイエンヌのために動いていればそれでいいというわけではない。

　今だって雛小隊の一員として、彼女もレフレンシアの話を聞く必要がある。それはレオチェルリも同じだ。

　いけない、いけない。マルチミリエをわたくしと同じ団員として扱う自覚が、わたくしにはまだ足りないわね。気をつけなくては。

　二人を抜きにして話を始めてしまおうとした自分の至らなさをドゥイエンヌは密ひそかに反省した。そんなドゥイエンヌにちらと視線を走らせたレフレンシアは、彼女の考えを察し、内心で満足そうに頷いた。

　彼女のよさは、大貴族の娘にも拘わらず、こういう思考ができるところだな。

　自己と他者の関係の変位を受け容れ認めることができる資質は、人の上に立つ者には必要不可欠である。人の関係は、ときに容易たやすく変化する。それを受うけ容いれられない者は、自分の足下をすくわれることがある。

　自分の従者としてのマルチミリエに固こ執しつしないところは、いいね、ドゥイエンヌ。

　レフレンシアは心中秘かにドゥイエンヌを誉めた。

　やがて秘書官とレオチェルリが陶器の器を載のせた盆を手にして戻ってきた。マルチミリエは折り畳み式の木もく卓たくを両手に提さげている。

「お待たせしました、レフレンシア様、レオノーラ様、雛ひよこの皆さん」

　雛って言うな！

　十人全員が心の中で突っ込んだ。

　マルチミリエが二つの卓を広げ、みなが座っている真ん中辺りに置いた。秘書官とレオチェルリは黒茶の入った器を卓の上に置いていく。

　器を持ち上げ、それぞれが熱いお茶に口をつけるが、レフレンシアだけは、両手で持った器を、ふぅふぅと一生懸命に口で吹いている。

　やだ。なんか……可愛い。

　レフレンシアが初めて見せる可愛らしい仕し草ぐさに、ちょっとだけ胸がときめいてしまうガブリエラである。だが、他の九人は、どちらかというと呆あきれ顔だった。

「なんだ？」

「いえ、あの……」

　ドゥイエンヌが困った顔でレフレンシアから目を逸らせる。

「わたしは猫ねこ舌じたなんだ。熱い物は苦手なんだよ」

「レフレンシア様にも苦手な物があると判って、少し安心しました」

　目を逸らせたままドゥイエンヌがそう言うと、レフレンシアが口の端を歪ゆがめた。

「そうこなくっちゃな、ドゥイエンヌ。今のはなかなか君らしい応えだったよ」

　ドゥイエンヌが顔を戻した。

「どういう意味でしょうか？」

「皮肉っぽく嫌みったらしいということさ」

　うっと上体を引いたドゥイエンヌだが、やられっぱなしなのは癪しやくに障さわる。負けずに言い返した。

「皮肉や嫌みでは、レフレンシア様に遙かに遠く及びません」

「くっくく、それだよそれ」

　くすくすと笑いながらお茶を飲もうとしたレフレンシアだが、一言、

「熱あつっ」

　と叫んで慌てて器から口を離し、口を半開きにして舌を伸ばした。あまり見み栄ばえのいい姿ではない。秘書官とレオノーラもそう思ったのだろう、二人が同時に言った。

「レフレンシア様、お行儀が悪いです」

　やれやれと頭を掻いたレフレンシアが、情けなさそうな顔で十人を見渡した。

「わたしはいつもこの二人に怒られてばかりなんだよ」

「人聞きの悪いことを仰らないでください」

　またもや二人が唱和した。なかなか息が合っている。

「ま、それはともかく」

　レフレンシアは熱いお茶を飲むのを諦めたのか、器を卓上に戻した。

「結論から言おう」

　十人が慌ててお茶から口を離し、レフレンシアに注目する。

「今回の事件については、団として公式に動くことはない」

　みなから驚きの声が上がった。

「えぇ!?　それって、つまり……」

　ドゥイエンヌが不審そうな顔で訊く。

「残り一名の捜索も行わなければ、犯人の捜査も行わないと、そういうことなのですか、レフレンシア様？」

「残り一名の捜索はする。しかし、目立たないように裏側で、だ。襲撃犯のほうは」

　レフレンシアは小さなため息をついた。

「放置だな」

　ドゥイエンヌが憤然とした口調で訊いた。

「どうしてです!?」

　レフレンシアは、ふんと小さく鼻を鳴らして応える。

「まぁ、団の不ふ祥しよう事じともいえる今回の事件を、積極的に内外に報せるような真似は慎つつしんだほうがいいと考える人間もいてね。というより、そういう人間のほうが多かったわけだ。真っ向から反対する者こそいなかったが、しかし、積極的に捜索と捜査を主張した者も少なくてな。わたし以外には二、三人しかいなかった」

「そんな！　このような重大事を放っておくなど、絶対におかしいですわ」

「だから、あくまで公式にだよ」

　と宥なだめるように言って、レフレンシアは卓に置いた茶器を持ちあげた。

「うん、もうだいじょうぶだな」

　お茶にそっと口をつけたレフレンシアは、温ぬるくなったそれを一気に飲み干した。

「それは……非公式には動くと、そういうことなんですか？」

「察しがいいね、ドゥイエンヌ」

「はぁ……ですが、非公式にというのは、具体的にどこがどう動くのでしょう？」

「それも察しろよ、ドゥイエンヌ」

　器を戻したレフレンシアが片目を瞑つむってみせた。

「え？」

　ドゥイエンヌが目をぱちくりしているその横で、ガブリエラが疑わしそうな顔になっている。

「まさかレフレンシア様、わたしたちにそれをやれと仰ったり……しません……ね？」

　いかにも嬉うれしそうな笑みを満面に湛たたえ、手を揉もみしだいているレフレンシアは、まるで家の戸口にやってきて何かを押し売りしようとしている悪魔のようだった。

「察しがよくて助かるよ、ガブリエラ～～」

　ガブリエラは、がっくりと肩を落とし、残りの九人は床几から跳びあがった。

「えええぇ～～っっっ!?」

　跳びあがったついでに完全に立ちあがったドゥイエンヌが、

「ど……どういうことですか、レフレンシア様!?」

　と迫ると、レフレンシアは少し上体を引いて嫌そうな顔になった。

「そんなふうに上から覗きこむなよ。ドゥイエンヌは背が高いんだから、もはや見み下おろすってより、見み下くだすって感じだよ？」

　ドゥイエンヌが慌てて腰を下ろす。

「あの、わたくしたちに……というのは、まさかまさかまさか、残りの一人の捜索と犯人の捜査を、わたくしたちにやれと？」

「もちろんだよ」

　もちろんなのかよ!?

　全員が心の中で激しく突っ込んだ。

「えっと、でも、捜索と捜査活動の主力は他ほかにあるんですよね？　わたしたちはあくまで他た隊たいの補佐ですよね？」

　そう訊いたのはセリノスだ。他の八人も同じ思いだったが、ガブリエラだけはそんな甘い望みをとっくに捨てていた。案あんの定じよう、レフレンシアは首を横に振る。

「いぃや、あくまで君たちが主力だ」

「はあぁあぁ～～っ!?」

　またもや九人が腰を浮かせ加減になる中、ガブリエラだけは、天井を見上げ、ぶつぶつと口の中で何かを呟いた。きっとレフレンシアに対する呪いの言葉に違いない。

　何回か深呼吸して精神状態を落ちつけたドゥイエンヌは、ゆっくりと座り直し、正面やや下からレフレンシアを睨みつけるようにして訊いた。

「あの、レフレンシア様？　わたくしたちは、いわゆる一つの『雛小隊』なのですけれど？　そんな大役、荷が重すぎると思われないのですか？」

「思わない。っていうか、そんな凶悪な顔で下から覗かれると、喧けん嘩かを売られてるみたいだな、ドゥイエンヌ」

　慌ててドゥイエンヌは姿勢を正し、ひきつった笑みを浮かべながら言った。

「申し訳ございません」

「ま、気にするな。君はそういう奴だ」

　俯うつむいたドゥイエンヌが、ぷるぷると震える右手を左手で握り、必死に何かを我慢している。

「まぁ、君たちの性格には多少の問題があるかもしれないが」

　あんたがそれを言うかっっ!?

　もう一度、全員が心の中で激しく突っ込んだ。

「能力にはなんの問題もない。大役ではあるけれど、君たちなら大たい過かなく任務を全まつとうしてくれるだろう」

「それは……光栄ですとお応えするべきなのでしょうか」

　と言うドゥイエンヌの顔には，先ほどと違って、満まん更ざらでもないといった表情が浮かんでいる。すかさず、ガブリエラが突っ込んだ。

「いえ、ドゥイエンヌさん、そこ、たぶん誉ほめられてるわけじゃありませんから」

「え？」

「むしろ、役に立たないと思われたからこそ、わたしたちに白しら羽はの矢やが立った……のではありませんか、レフレンシア様？」

　レフレンシアが、くっくっくっと嗚お咽えつするように笑った。

「判っているね、ガブリエラ」

「どういうことなんですのっ!?」

　勢いよく立ちあがったドゥイエンヌが、腰に手を当て、仁に王おう立だちになってレフレンシアを睨みつける。

「あらあら、ドゥイエンヌさんたら、先ほど言われたばかりなのに。それは副団長様に対する態度ではありませんねぇ？」

　のんびりとした口調でレオノーラが諭さとすと、ドゥイエンヌが我に返る。

「も、申し訳ありません」

　ドゥイエンヌが、すとんと床几に腰を下ろした。

　立ったり座ったり、睨んだり謝あやまったり、忙しい娘こよねぇと、レオノーラが妙に感心した顔になる。

　ドゥイエンヌに向かって、レフレンシアはひらひらと手を振った。

「べつに気にしなくてもいいよ」

　レフレンシアは居並んだ十人を見回して言った。

「公式であろうと非公式であろうと、捜索や捜査をしなくてもいいのではないかという意見すら出てね。妥だ協きよう案あんとして、君たちが非公式に動くという線で手を打ったんだ。というより、それで手を打つしかなかったと言ったほうが正確かな」

　十人が互いに顔を見合わせる。

「たしかに幹部の中には、君たちならどう動こうと、さしたる成果も上げられないと思っている者もいる。だが、ほかの人間がどう言おうと、わたしは君たちを評価している。信頼している。これは、ほんとうだよ？」

「あ……ありがとうございます」

　副団長にそうまで言われては、ガブリエラたちとしては頭を下げるしかない。それが本心からの言葉なのか、十人をやる気にさせるための方便なのかは判らない。おそらく後者なのだろうが、それでも彼女から「評価してる」と言われれば、十人としては、その期待に応えないわけにはいかないではないか。

「まぁ、あれだ。団が正式に活動すると内外の注目を集めてしまうことになる。みんながそれを嫌うのも判らないではない。騎士団の足を引っ張ろうとする勢力は、いろんなところに存在しているからね。団長もずいぶんと迷っていたようだが……」

　十人の顔に困惑の色が浮かぶ。

　あのマリエミュール団長が困ったり迷ったりしている図など、想像できない。というか、したくない。

「噂が広まれば、どんな尾お鰭ひれがつくかも判らない。どころか、積極的に尾鰭をつけようと思う者も出てくる。だから大々的には動けないと、まぁ、そういうことなんだ。しかし、君たち雛小隊は見習いの身分だ。たとえ動いたところで実地訓練をしている程度にしか見られないだろう。遠おん国ごくに話が伝わったとしても、そういう仮想訓練を行っているのだと錯覚させることができるかもしれない。何より、動いているのが見習い騎士ならば、騎士団は今度の事件をそれほど重大に受けとめていないという周りへの徴しるしにもなる。話が漏れたとしても、それが街の住民や旅の商人に安心感を与えるわけだ」

「それは……そうかもしれませんが……」

　ドゥイエンヌは今ひとつ納得できないといった顔で小さく頷いた。ドゥイエンヌだけではない。ガブリエラも他の八人も、完全に納得することはできなかった。

　たしかに、団を取り巻く状況はレフレンシアの説明のとおりかもしれない。だが、こうして団員が一人殺害され、もう一人が行方不明になるという深刻な事態にしては、少し対応が軽すぎるのではないか。ガブリエラなどは、そう感じた。

　それはつまり、外がい聞ぶん云うん々ぬんというのとは別に、この事件を積極的に調べたくないと思う幹部がいるということではないだろうか。

　真相の究明より組織の体てい裁さいを重視する。むろん、よくある話だ。よくある話だが、今回がそれとは限らない。

　真相究明をしたくないと考える者が、もし団内にいるならば……。

　そこまで連想して、ガブリエラの心は重く沈んだ。

「ガブリエラ」

　いきなり名を呼ばれ、ガブリエラは驚いて顔を上げる。

「は、はい、なんでしょうか？」

「君が何を考えているかは知らないが、あまり人前で自分の考えをべらべらとしゃべらないほうがいいな」

　ガブリエラの脳内警報装置がけたたましい音で鳴った。

　たしかに、ガブリエラがそのようなことを不用意に漏らせば、団の中に敵を作るだけだろう。それに、ひょっとすると……。

　レフレンシア様やレオノーラ様が事件の犯人の目め星ぼしをつけたとしたら、その人物に警戒されてしまうかもしれないもの。

　ガブリエラはひどく真剣な顔でレフレンシアに向かって頭を下げた。

「気をつけるようにいたします」

「ああ、それがいいね」

　とお気楽そうな様子で言ったレフレンシアは、傍らのレオノーラに視線を移した。

「というわけでだ、雛は雛で動くから、君のところは君のところで動いてくれ。ただし、通常の業務に支障のない範囲で、な」

　レオノーラは表情を変えずに、ぼそりと呟くように返事をした。

「……はい、判りました」

　なかなか読めない人だと、ガブリエラは改めてそう思う。天てん然ねんなのか、意識的にそうしているのか。もし意識的にやっているのなら、レオノーラも相当な業わざ師しというべきだろう。

「ドゥイエンヌ。君たちも、何か不明な点とか困ったこととかあったら、レオノーラに相談してくれ」

「はい、了解いたしました」

「さて、今夜はもう遅い。みな、戻って休みたまえ。明日の朝、調査に出る前、四よん刻こく時じにここへ集合のこと。いいね？」

　四刻時は、現代の朝八時頃に当たる。

「はい」

「ご苦労さん」

　ぱんと手を打って、レフレンシアが立ちあがった。

「はぁい、皆さん、お疲れ様。明日、遅れないようにね」

　レオノーラに促され、十人も立ちあがる。

「お疲れ様でした」

「お先に失礼いたします」

「失礼しま～す」

　口々に挨あい拶さつして部屋を出ていく十人に続いて、レオノーラも腰を上げた。

「では、今夜はわたしもこれで」

「ああ、ご苦労さん。明日も頼むよ」

「はい」

　レフレンシアは静かな笑みを浮かべ、立ったままガブリエラたちの背中を見送った。その傍らで秘書官だけが顔も上げずに自分の仕事に没ぼつ頭とうしている。

　十一人が部屋から退出してしまうと、急に静せい寂じやくが執務室を包んだ。それまでが賑にぎやかだっただけに、その静けさは不自然なほどだった。その静寂の中を密かに執務室に近づいてくる存在があろうとは、レフレンシアですら想像もできなかった。

「ああ、疲れたね。わたしも、もう年かな」

　と戯おどけたように言って、体を曲げたり伸ばしたりするレフレンシアであるが、その目は笑ってはいない。秘書官が書類から目を離して顔を上げた。

「レフレンシア様、ほんとうに彼女たちにあのようなことをやらせてしまって、いいんですか？」

　レフレンシアは秘書官の質問に応えず、自分の机まで歩いていって椅子に浅く腰を下ろすと、両足を伸ばし、椅子の背に自分の背中を預けた。

　上体を斜めにした姿勢のまま、レフレンシアは秘書官に目をやらず、正面を見つめたまま言った。

「そうだな。少し危あやういところではあるけれど、でも、だいじょうぶだろう」

　秘書官は、小さく肩をすくめる。

「ずいぶんと高く買っていらっしゃるんですね、雛たちを」

「そうとも言える。それに若者は概して怖いもの知らずで、時として猪ちよ突とつ猛もう進しんしてしまうことがあるからな」

「つまり、彼女たちを利用するわけですね」

「おいおい、人聞きの悪いことを言わないでくれよ、エン。それじゃぁまるで、わたしが悪あく辣らつな魔女のように聞こえるじゃないか」

　レフレンシアの前では「悪辣な魔女」ですら純じゆん真しん無む垢くな子供に見える……と思ったりもする秘書官だったが、もちろん、そんな突っ込みを入れたりはしない。というか、できない。黙ってレフレンシアを見つめるだけだった。

「何か、言いたいことが？」

「いえ、べつに」

「そうか」

　斜めに傾かしいだ上体を起こし、椅子に座り直したレフレンシアは、不意に真面目な顔になった。

「いずれにせよ、これはいい機会なのだ。団の膿うみを出すなら……今しかない」

「内通者……」

「そうだ。団の機密を外部に流している者がいる。それは確実だ。ただ、今回の殺人が、それと関わっているのかどうか……。もし、関わっているのだとすれば、これはかなり根が深い事件ということだ」

　レフレンシアは小さなため息をついた。

「事態は、こちらが考えているよりも、ずっと深刻なのかもしれない。もしそうだとすると……最悪、かなりの荒あら療りよう治じになるな」

「そうですね」

　と相あい槌づちを打つ秘書官は、上官ほどには深刻な顔色ではない。それを考えるのは幹部の仕事と割り切っているのだろうか。

「今なら、まだ間に合うだろう。悪くて腕の一本程度で済む。それなら治ち癒ゆと再生も可能だよ。だがしかし、どこから手を着けるべきか。この相手は頭がいい。なかなか尻尾しつぽを現さないからな」

　昨年からレフレンシアの意を受けて、レオノーラが密かに団の内ない偵ていを進めていた。だが、今に至るまで、さしたる成果を上げられていない。それはレオノーラの能力の問題などではなく、相手が慎重で狡こう猾かつなせいだとレフレンシアは思っている。

　だから雛たちを動かしてみる。何しろ、あいつらときたら型かた破やぶりで掟おきて破やぶりで無鉄砲でそして意外なほど切れる。どこかに隠れている内通者の尻尾を、知らないうちに踏んづけるくらいのことはしそうだとレフレンシアは期待している。

　今回のフィスティス殺しと内通者の存在がどう結びついているか判らないのが不気味だが……。

　まだ間に合う。間に合うはずだ。

　いま適切な処置を施ほどこせば、団へのダメージは最小限で済むだろうとレフレンシアは読んでいた。しかし、これ以上放っておけば腕の一本程度では済まなくなる。手足すべてを切り落とすようなことになれば、団の再生は生なま半はん可かなことでは利きかなくなる。

　腕の一本。

　さすがのレフレンシアも、事態の深刻さを読み違えていた。
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　薄暗い回かい廊ろうを十一人が歩いていく。

　居住区画は城じよう塞さいの山側深くに穿うがたれた洞窟内にあった。山の斜面に階段状に造られた城塞から見れば、居住区は山の地中にあることになる。暗い上に換かん気きには気を使わなくてはならないが、これはこれでいいこともある。夏は涼しく、冬は暖かいのだ。特に冬場は、城塞の中にいるよりも、ずっと過ごし易いほどだった。もっとも、ガブリエラたちは、まだここで夏も冬も経験していないので、その恩おん恵けいにも浴よくしていないのだが。

　ガブリエラは居住区画へ向かう通路を歩きながら、気になっていることを確認しようと歩を緩ゆるめ、最後尾をふらふらと歩いていたレオノーラに並びかけた。

「レオノーラ様」

「なぁに？」

「差しつかえなければでいいので、教えていただけませんか」

「何を～～？」

「今夜の会議、それほどまでに紛糾したのですか？」

「う～ん、紛糾したっていえば、そうかな。いえ……どちらかというと、決めきれなかったっていう言い方が、より正しいかなぁ」

「決めきれなかった？」

「そう。レフレンシア様の主張に賛同する者が少ないって話は、先ほどあったとおりでね。かといって、強硬に反対する者もいないわけ。そういうときは、たいていマリエミュール様がレフレンシア様の主張に沿って断を下すのだけれど、今夜は団長様も迷っていらしたみたいでねぇ」

「団長様が……迷ってらしたんですか？」

「そうねぇ。わたしも少し意外だったけど。でも、レフレンシア様が捜査と捜索を主張すればするほど、なんて言うのかな、消極的な反対論が湧きあがるって感じで、その空気……というか、場の雰囲気を無視することはできなかったのじゃないかな～～」

「意外です」

「え？　そう？」

「はい。レフレンシア様なら、どんな手段を使っても、自分の主張を通されるのだと思っていました」

「そんなこと、ないよぉ？　っていうか、そんなことをレフレンシア様の前で言わないほうがいいわよぉ？」

「あ……ええ、もちろんです」

　レオノーラが、くすりと笑った。

「まぁでも、そうねぇ、今回は団長様がどっちつかずの態度だったので、レフレンシア様も、それ以上押せなかったのかも。さすがのレフレンシア様も、団長様がうんといわないことにはねぇ」

「そう……なのですか」

「おかげで、こんなに遅くなっちゃったわけで。みんなにも迷惑かけたわねぇ」

「ああ、いえ、それはかまわないのですけれど」

「こんな遅くまで働かされて文句も言わないのは、あんたたちくらいだわねぇ」

「秘書官さんだって文句も言わずに働いていましたよ。執務室脇の詰め所にも、警邏隊の人が詰めているのでしょう？」

「秘書官は上司と一心同体だしねぇ。でも、詰め所の要員は、わたしとレフレンシア様の戻りが遅くなったのと、あんたたちへの話を聞かれたくないのとで、人ひと払ばらいの意味で先に帰したのよ～～」

「え？」

　ガブリエラは思わず足を止めた。

「どうかした～～？」

「では、今あそこには、レフレンシア様と秘書官さんのお二人しかいないのですか？」

「そうだけど～～」

　不意に、ジアンが言った言葉がガブリエラの脳のう裏りで蘇よみがえった。

　腕が立つからこそラフィネを狙ったのではないかと、ジアンはそう言った。

　でも、その理由が判らなかった。

　しかし。

　もしも。

　万が一。

　団でも五指に入るというラフィネのその剣技を必要としていたのだとすれば。

　ガブリエラの脳内で、けたたましく警報が鳴り響いた。

　そうだ、会議が長引いた。異例なほど。

　おかげでレフレンシアとレオノーラの戻りが夜中になった。

　わたしたちと話をするために、詰め所の要員を先に帰らせた。

　わたしたちとの話も長くなった。

　ごく少数の宿直を除けば、すでにほとんどの団員が就しゆう寝しんしている時間だ。

　従ってレフレンシアの部屋の周囲には、今は彼女と秘書官しかいない。

　さぁ、これのどこに問題がある!?

　これだけなら問題はない。しかし、ラフィネが行方不明のままだという事実と結びつけて考えれば……。

「まさかっっっ!?」

　ガブリエラは不意に踵きびすを返し、凄まじい勢いでいま来たほうへと駆けだした。

「ガブリエラ～～？」

　不思議そうな顔でレオノーラが彼女の背中へ声をかける。

　ガブリエラは後ろも見ずに、

「レフレンシア様のところへ戻ります！」

　と叫ぶように応えた。前を歩いていた九人が、ぎょっとした顔でふり返る。

「な、なんだぁ？　どうしたんですか、ガブリエラの奴？」

　きょとんとした顔で、ジアンがレオノーラに訊いた。

「ん～～、どうしたのか訊きたいのは、こちらのほうなんだけど……」

　レオノーラの茫ぼう洋ようとした表情が次第に変化していく。

「…………」

　考えこんでしまったレオノーラにドゥイエンヌが呼びかけた。

「レオノーラ様？」

「……みんな」

「はい？」

「ついてきて！」

　いきなりレオノーラも駆けだした。ガブリエラのあとを追って、全速力で通路を駆けもどる。あのレオノーラにこれほどの走力があるなど誰に想像できようかというほどの速度だった。

　レオノーラは、あっという間に通路の角を曲がって姿が見えなくなった。

　その場に取り残された九人には何がどうなっているのかさっぱり判らない。判らないが、どうやら尋じん常じようでないことが起きているらしいことだけは判った。

　二人を追いかけて、全員がわらわらと走りだす。

　すぐに、足の速いジアンが先頭に立った。

「レフレンシア様の部屋へ戻るって言ってたな!?」

　と走りながら叫ぶと、その後ろを走っていたドゥイエンヌが叫び返した。

「そうだわねっ」

「何か忘れ物……なんかじゃあ、ないよなっ!?」

「もし忘れ物だったら、あとでぶん殴ってあげるわねっ」

　九人は転がるように薄暗い通路を駆け、すでに見えなくなった二人を追って走りに走った。
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　ガブリエラは居住区画からの通路を抜けだし、建物内を巡る回かい廊ろうを必死で走った。

　レフレンシアの執しつ務む室しつへ通じる最後の角を曲がった瞬間、ガブリエラは自分の推測が正しかったことを知った。

　執務室から激しく動き回る人の気け配はいが溢あふれだし、回廊に邪じや気きが渦うず巻まいている。

「レフレンシア様っ！」

　執務室に飛びこんだガブリエラの目に、二人の姿が飛びこんできた。一人が剣を振るい、もう一人がそれを避け、かわし、逃げている。

　逃げているのはレフレンシアだった。一方、彼女を追いかけて、薄暗い室内で剣を振るっているのは……。

　やっぱり！

　ガブリエラは直接見知っているわけではないが、捜索のため、何度も似顔絵を見せられている。完全に血の気が失せた白はく面めんで剣を振るっているのは間違いなく行方不明になっている団員、ラフィネだった。

　蠟ろう細ざい工くのようなラフィネの白い顔からは完全に表情というものが消えている。眉まゆ一つ動かさず、疲れを知らない足取りでレフレンシアを追い続けるラフィネは、精せい巧こうな機から巧くり人にん形ぎようさながらであった。ラフィネに比べれば、アフレアが操る魔ま術じゆつ人形、シゥビーニュのほうが、まだ人間くさい。

　目の前のラフィネは、到とう底てい、生きているとは思えない。生きていないとすれば……。

　ラフィネさんはもう死んでいる!?

　ガブリエラの背筋に怖おぞ気けが走った。

　ひゅんっ、ひゅんっと、ラフィネが剣を振る度たびに空気を切り裂く音が室内に響く。風圧が部屋を横切り、入り口に立っているガブリエラのところまで届くと、彼女の裳も裾すそが激しくはためいた。生きていようと死んでいようと、団でも五指に入るというラフィネの剣技は鈍にぶっていないようだ。

　床には、床しよう几ぎや机の一部や燭しよく台だいや書類の切れ端などが散乱している。おそらくラフィネの剣で叩き切られたのだろう。そして転がっているのは、それだけではなかった。人も一人、転がっている。血に染まって床に倒れている彼女は。

　ちらっとガブリエラに視線を送って寄よ越こしたレフレンシアには、まだいくぶん余裕がありそうだった。

「エンを頼む、ガブリエラ！」

「レフレンシア様はっ!?」

「まず、エンだ！」

「ですが……」

「早くしろっ！」

「はいっ」

　ガブリエラは時じ機きを計り、姿勢を低くして部屋の奥へ突進した。ちょうど部屋の反対側へ逃げたレフレンシアの進路を遮さえぎるようにラフィネが手前へと移動してきたので、ガブリエラは倒れている秘書官の下もとまで一気に走ることができた。

　床に倒れている血ち塗まみれの秘書官の傍かたわらに跪ひざまずいたガブリエラは、彼女の体を素早く点検する。

　右肩に大きくて深い刺し傷がある。肩の骨まで達しているだろう。だが、幸さいわいなことに致命傷ではなさそうだ。手や足も何カ所か斬られているが、そちらには骨にまで達しているような深ふか手では見あたらなかった。ただし、出血が多い。早く手当てしないと失血死してしまう危険がある。

　おそらく秘書官は、襲ってきたラフィネに対して素す手でで立ちむかっていったのだ。上官を逃がす時間を稼かせぐために。

　結果としては成功しなかったわけだが、しかし、奇襲されたレフレンシアが無傷のまま逃げまわっていられるのは、秘書官の勇気ある行動があったればこそだ。ふだんまったく目立たない秘書官の圧倒的な存在感と強烈な忠誠心を感じとって、ガブリエラは大いに感激した。

　ガブリエラは腰の剣を引き抜くと、自分の裳裾を素早く切り裂いた。

「だいじょうぶですかっ!?」

　秘書官が薄く目を開けた。

「あ……あ、ガブリエラ……」

　出血が多いためか、顔が蒼そう白はくになっている。

　ガブリエラは、切った裳裾で秘書官の肩をぐるぐる巻きにしてきつく縛しばると、彼女の体を引きずって床を走った。

　ラフィネとレフレンシアは、まだ室内で追いかけっこをしている。

　あのレフレンシアが反撃もできないまま、ひたすら逃げているのがガブリエラには意外だった。ただ、彼女の本質が魔術士だとすれば、それも納得できる。狭せまい部屋の中を逃げながらでは、呪じゆ文もんを唱える間合いを確保することができない。

　しかも、レフレンシアと秘書官は完全な不意打ちを食らったに違いなかった。なのに騎士団でも五指に入ると謳うたわれるラフィネの攻撃をかわし続けているのは、さすがにレフレンシアと言うべきだろう。ラフィネの剣の切っ先は、今のところ虚むなしく空を切るばかりだった。

　しかし、それもいつまで続くか。

　もしラフィネが死し人びとであるならば……彼女は疲れることを知らない。一方のレフレンシアは、仮に超人的な体力を誇ほこっていたとしても、いずれ疲れて動きが鈍る。そうなれば、ラフィネは労せずしてレフレンシアに追いつける。そう、労せずして。ラフィネとすれば、レフレンシアを外へ逃がさないように気をつけて追いかけっこをしていればよいのだ。

　なんとかしなくては。

　ガブリエラは、そのまま秘書官の体を部屋の出入り口まで引きずってきた。

　そのとき、回廊を走ってくる足音が聞こえた。ガブリエラが顔を出すと、レオノーラが駆けよってくるのが見えた。

「ガブリエラ！」

　走りながら、レオノーラが鋭く叫んだ。いつものレオノーラとは別人のように、彼女は凄すさまじい速さで駆けてくる。

「秘書官さんをお願いしますっ」

　と彼女に言い残すと、ガブリエラは剣を手に、ふたたび室内に飛びこんだ。

　書しよ架かを背にしたレフレンシアに向かってラフィネが剣を振った。すんでのところで身をかわしたレフレンシアの代わりに、書架に並んでいる貴重な書物が、まるで膾なますのように切り裂かれ、ばさばさと床に落ちていった。それを見て、ガブリエラの頭に、かっと血が上る。

　ガブリエラはラフィネの背後へ突進すると、両手で持った剣を前に出したままラフィネに体当たりしようとした。

　ラフィネは行方不明になったときの恰かつ好こうだった。つまり、半はん兜かぶとと軽けい装そう鎧よろいを着ているのだ。ふつうに斬りつけたのでは鎧に弾はじかれてしまう虞おそれがある。だから鎧の隙すき間まを狙って突いた。

　ところが。

　ふり返ったラフィネは、ガブリエラの切っ先を怖れるでもなく、そのままの体勢で左腕だけを挙げた。

「あっ!?」

　ガブリエラの剣がラフィネの左の二の腕に深々と突き刺さった。突き刺さって、先端が反対側へ飛びでたところで止まり、動かなくなった。

「しま……」

　ガブリエラはラフィネと目が合った。

　瞳どう孔こうがない白はく濁だくした目は、明らかに生者のそれではなかった。

　ガブリエラは確信した。

　ラフィネは死んでいる。フィスティス同様、殺されたのだ。

　死者をどうやって操っているのかが判らないが、彼女がフィスティスと一緒に埋うめられなかった理由は、今や明白だった。

　彼女の剣技を利用するためだ。そのために殺して、なんらかの方法で暗殺者に仕立てあげ、レフレンシアの下へ送りこんだのだ。

　ガブリエラの背後からレフレンシアの怒鳴り声が聞こえた。

「ガブリエラ、逃げろっ！」

　次の瞬間、剣を持ったラフィネの右腕が振られた。突き刺さったガブリエラの剣の痛みを蚊かに刺されたほどにも感じていないかのように、その一撃は鋭く速かった。

　瞬時の判断で剣を手放し、体を横倒しにしたガブリエラは、そのまま床に倒れこんでラフィネの切っ先を避ける。ガブリエラの頭があった空間を、ラフィネの剣が薙なぎ払はらっていった。凄まじい風圧がガブリエラの体を打つ。同時に、ガブリエラの美しい金髪がぱらぱらと床に降った。

　死んでいた！　刹せつ那な遅ければ、首と胴が生き別れになっていた！

　ガブリエラは床を転がって間合いを取ると、素早く起きあがる。ラフィネに正対して身構えると、改めて全身から、どっと冷や汗が溢あふれだした。

「ガブリエラ、少し時間を稼いでくれ」

　彼女の背後から、レフレンシアの声が飛んできた。

「う……やってみます」

　彼女の背後で、呪文を唱えるレフレンシアの密ひそやかな声が聞こえてきた。

「紅あかき籠こ手て持もち護ご手ての去こ手て、追つい那なの墜つい拿なに憑つきの名なを、依より重え拠よりり御ご、世よ路ろ越こしの道みち、代よ露ろ輿こしの未み知ち、吹ふき荒すさび、不ふ帰き周す参さ見み、宜よろしく宜よろしき御み霊たまの路みちを、還かえり珠たまわん、還かえり霊たまわん……」

　ガブリエラの突入で、ようやくレフレンシアは詠えい唱しようの間合いを取ることができた。

　つまりガブリエラは、レフレンシアが呪文の詠唱を完了させるだけの時間を稼げばいいわけだ……が、呪文の詠唱は長引きそうだった。

　魔術士ではないガブリエラにも、レフレンシアの唱えている魔術が、そうとうな時間を必要とするものであることは直感的に判った。

　では、その時間をどうやって稼ぐのか。

　何しろ相手は死んでいる。斬っても突いても致命傷を与えられないのだから、剣を持っていても対抗できる相手ではないのに、ガブリエラの剣は、いまラフィネの二の腕にぶら下がっている。

　こうなったら……。

　ラフィネが滑すべるようにガブリエラに近づいてきた。どうやら「他ほかの者にはかまわず、レフレンシアだけを狙え」とまでは指示されていないようだ。というよりも、そこまで細かい指示は、さすがに死人には利きかないということか。

　であれば、

　自分に注意を向けさせたまま、逃げまわればいい。

　あのレフレンシアですら逃げまわるのが精一杯だったのだ。剣を持たないガブリエラに、それ以上のことはできやしないのだから。

　ガブリエラは床の上に散乱している様々な物――切られた書物や床几や机や椅子の一部や書類や燭台や蠟ろう燭そくなど――に足を取られないように注意しながら、間合いを詰められないように部屋の中を逃げまわる。

　ラフィネの剣の腕は衰おとろえていなくても、さすがに足の運びは生きているときと同じとはいかないようで、部屋の片かた隅すみに追い詰められるようなことはなかった。

　そのとき、援軍が室内に突入してきた。

「だいじょうぶか、ガブリエラっ!?」

「ジアンっ」

「よく頑張ったわね、ガブリエラ。もう平気ですわよ、わたくしたちに任せなさいっ」

「ドゥイエンヌさんっ」

　ジアンとドゥイエンヌだけではない。レオチェルリやセリノス・ノエルノード姉妹も室内に突入してきた。

「けぁぁあぁっ！」

　怪け鳥ちようのような叫び声を上げて、ジアンが大きく高く飛んだ。

　ジアンの飛び蹴りを左の体側に喰らって、ラフィネが吹っ飛んでいった。

　吹っ飛んだラフィネは書架に激突し、剣を取り落とす。激突の衝撃で、書架に並んでいた書物が、それこそ雪崩なだれのようにラフィネの上に崩れ落ちてくる。

　それを見たガブリエラは思わず、

「書物を壊さないでぇっ」

　と悲鳴を上げてしまった。だが、そんな思いが死し人びとに通じるはずもない。

　崩れ落ちた書物を払はらい除のけ、ゆるゆると立ちあがったラフィネは、左腕に刺さったままのガブリエラの剣を右手で引き抜こうとした。

「うわ、利いてないのか!?」

　とジアンが驚く。

「違うの、ジアン。ラフィネさんはもう死んでいるのよ。通常の攻撃では倒せないの。時間を稼ぐしかないのっ」

　とガブリエラが叫ぶと、剣を手にしたドゥイエンヌが進みでてきた。

「では、足止めしましょう」

　と言うや否や、立ちあがったラフィネめがけてドゥイエンヌは剣を投げつけた。

　ラフィネはこれも避けようとせずに、ガブリエラの剣の柄つかにかけていた右手を離し、飛んでくる剣に向かって右手を挙げた。

　ドゥイエンヌの剣が、ラフィネの右の二の腕を貫いた。

　左右の手に刺さった二本の剣を白濁した目で交互に見たラフィネは、すぐに右手で左腕の剣を、左手で右腕の剣を引き抜き、ガブリエラたちに正対した。

「あ……あら？」

　ドゥイエンヌが戸惑った顔になる。

「おい、敵に武器を与えてどうするんだ!?」

　とジアンが非難がましい目でドゥイエンヌを見る。

「で、ですけど……」

「退どいてっ」

　ジアンとドゥイエンヌを押おし退のけるように、今度はセリノスとノエルノードが進みでてきた。二人同時に剣をラフィネに投げつける。続いて、レオチェルリとマルチミリエが、最後にデイレィとウェルネシアも剣を投げた。

　相手が死し人びとと判れば、接近戦を挑もうなどとは誰も思わない。

　六本の剣は狙い違たがわずラフィネの足や腕や腹に次々と突き刺さったが、それでも彼女の動きを止めることはできなかった。

　体のあちこちから剣を生やしたまま、ラフィネがゆるゆると進みでてくる。青ざめた肌で。無表情のまま。血の一滴も流さないで。

　ラフィネが白濁した生気のない目でガブリエラたちを見回すと、たまらず誰かから悲鳴が上がった。

　ラフィネのあまりの不気味さに、みな、一歩、二歩、三歩と後あと退ずさっていく。

「みんな退きなさい」

　背後からレフレンシアの声がかかって、九人がふり返った。

「レフレンシア様！」

「今から彼女の魂を浄じよう化かし、葬ほうむる」

　レフレンシアの両手が鈍く紅く光っているのにガブリエラたちは気づいた。

　レフレンシアの呪文詠唱は、いよいよ最後の段階に入ったようだ。

「焼やきて尽つくせよ、不ふ浄じようの魂ごん、不ふ定じようの言ごん、朱しゆ鳥ちようの階きざはし、天あめの金かな橋はし、聖せいなるアルアラネの加か護ご有ありて、妙たえ妙たえなる調しらべ降ふり賜たまいし炎かぎろい持もち保もちて焼やき灼やけ尽つくせよ」

「ほら、みんな、下がって！」

　部屋の出入り口から顔を覗のぞかせたレオノーラが、しきりに手を動かしてガブリエラたちを呼んでいる。

「早く、早く！」

　ガブリエラたちは出入り口に向かって一斉に退却した。

「ガンデンアルバ・ヒュガ・エノレグシツ・アルアラウネ・ギグ！」

　守しゆ護ご天てんアルアラネに向かって、レフレンシアが長い呪文名を叫ぶと、ずんと大きな衝撃が走り、部屋が眩まばゆい光で満たされた。

　レフレンシアの手の平の上に小さな光球が出現し、次の瞬間、それは急激に膨ぼう張ちようした。紅ぐ蓮れんの炎が部屋中を満たし、総すべてを焼き尽くそうとしている。机も、床几も、書架も、書物も、床も、天井も、壁も、部屋にある物すべてが燃え溶けていく。













　ラフィネですら例外ではない。

　唯一の例外は、アルアラネの加護の下、部屋の中に仁に王おう立だちになってラフィネを睨にらんでいるレフレンシアだけだった。

　炎に灼かれたラフィネが苦痛に耐えかね、ゆっくりと手足を動かしている。断だん末まつ魔まの苦痛に襲われているはずなのに、その動きは、まるで炎の舞を舞う踊り子のように優ゆう雅がだった。

　やがてラフィネの肉が崩れ、骨が溶け、輪郭が朧おぼろになって、ついにすべてが消滅した。肉体だけでなく、反はん魂ごんの呪じゆ法ほうで現げん世せに繋つなぎ止められていた彼女の魂までもが。それこそが、レフレンシアの放った魔術の真の威力である。ただたんに肉体を破壊するだけでは、現世に繋がれた魂が浄化されることはない。肉体を失った魂は、下へ手たをすると悪霊となって現世を彷徨さまよう虞おそれがあるのだ。

　荒れくるう火か龍りゆうのような炎が唐とう突とつに収まった。

　室内には何も残ってはいなかった。高温で炙あぶられた石の床や壁や天井も溶けかかっている。その中に、レフレンシアだけが立っていた。彫ちよう像ぞうになったかのように身じろぎもせずに。

「レフレンシア様！」

　出入り口から顔を覗かせたガブリエラやレオノーラたちが部屋に足を踏みいれようとすると、レフレンシアの声が響いた。

「まだ入ってくるな。君たちの魂も影響を受けるかもしれない」

　全員が入り口で足を止めると、ゆっくり、ゆっくりとレフレンシアがふり返った。

　彼女は泣きそうな顔をしていた。哀しそうな目をしていた。レフレンシアがこれほど感情を露あらわにしたのを見るのは、レオノーラにしても初めてだった。

「これで……大きな手がかりが得られたな」

　という声には深い哀あい切せつの念が籠こもっていた。

　ガブリエラたちは声もなく、その場に立ち尽くすばかりだ。

「ふむ、助かったよ、ガブリエラ」

　ようやくいつもの薄い笑みを浮かべたレフレンシアが、みなのほうへと近寄ってくる。

「あのままでは、いずれ、わたしも危なかった。だが、ガブリエラ、どうしてラフィネの襲撃のことが判ったんだ？」

　その疑問を感じたのは、一人、レフレンシアだけではない。

　レオノーラも、ドゥイエンヌも、ジアンもアフレアも、レオチェルリもマルチミリエも、セリノス・ノエルノード姉妹も、デイレィもウェルネシアも、その場に居合わせた全員が不思議に思っていた。

　ガブリエラは、どうしてラフィネによるレフレンシア襲撃を予想できたのか、と。
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　レフレンシアの執務室の周辺は、集まってきた団員でごった返していた。

　その場で応急処置を受けた秘書官は、先ほど救きゆう急きゆう分隊の隊員たちによって運びだされていった。隊員の話では命に別状がないということなので、ガブリエラたちも胸を撫なで下おろすことができた。

「秘書官が助かったのは、治ち癒ゆ魔術によって素早い止血が為なされたおかげだな」

　指揮を執とっていた救急分隊の小隊長は、そう言ってアフレアを誉ほめてくれた。おかげでアフレアは鼻はな高たか々だかだ。もっとも、アフレアにとって治癒魔術は得意分野ではなかったから、術を使ったときはちゃんとした効果が得られるかどうか、自分でも不安だったのだが。

　現場には幹部たちが続々と集まってきている。やがて団長のマリエミュールもやってきた。こうなると、現場はもう収しゆう拾しゆうがつかない。

　騎き士し団だんの副団長が襲われたのだ。本ほん城じようの自分の執務室で。そして襲ったのは団員なのだ。操られた死し人びとの刺し客かくとして。これが何を意味するかは明めい々めい白はく々はくだった。

　団の中に裏切り者がいる。どこかの敵対勢力と通じている者がいる。いや、通じている勢力があるといったほうがより正確だろう。

　騎士団に激げき震しんが走った。

　レフレンシアが襲われた事実は瞬またたく間まに団内を駆け巡り、驚きと戸惑いと不安と怖れが団に広がった。

　レフレンシアは詳しい事情を説明するべく、幹部たちと大会議室に籠ってしまった。

　籠る前に彼女はドゥイエンヌに、

「あの講義室で待機しておくように」

　と言い残していた。それで雛ひよこ小しよう隊たいの面々は、仮配属先を言い渡された講義室まで移動して、そこでレフレンシアを待つことにした。

　回廊を歩いていると、見知らぬ団員たちから次々に声がかかった。そのほとんどが副団長を救った見習いたちに対する賞賛の声であった。
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　十人が講義室に移動してしばらくすると、レフレンシアがやってきた。

　彼女は配下の警けい邏ら隊員に、押しよせてくるであろう団員を近づけないようにと命令して、講義室に入ってきた。

「あの……よろしいのですか、レフレンシア様、会議を抜けだしてきてしまって」

　とドゥイエンヌが訊きくと、レフレンシアは肩を竦すくめて、いつもの皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「レオノーラに後こう事じを頼んできたから、いいよ。それよりも、こちらのほうが大事だ」

　部下に淹いれてもらった温ぬるい黒くろ茶ちやを啜すすりながら、レフレンシアは目の前に座っている十人を見渡した後、難しい顔で視線をガブリエラに据すえた。

「先ほどの続きだ、ガブリエラ。どうしてラフィネのことが判った？」

「判ったというか、その可能性もあるのではないかと思いついただけなのですが」

「何をもってして、そう考えた？」

「はい、あの……」

　レフレンシアだけでなく、雛小隊の九人もガブリエラの口くち許もとに視線を集中させ、一言も聞き漏もらさないようにと耳をそばだてる。

「ずっと気になっていたのは、どうしてラフィネさんの遺体が見つからなかったのかということでした。みんなとも話し合ったのですが……」

　と言って、ガブリエラが仲間を見渡すと、全員が大きく頷うなずいた。

「二人同時に襲われたのであれば、そしてその後、ラフィネさんがどこにも姿を見せていない以上、逃げおおせた可能性は限りなく低いと思いました。むろん、ラフィネさんがフィスティスさんを刺して逃げたという可能性もありますが、話を聞く限り、ラフィネさんに団を逃げだす理由もないということですので、それも無視してよさそうです」

　ガブリエラは、そこでいったん言葉を切って、淹れてもらった黒茶が入った器に手を伸ばした。

　お茶で唇くちびるを湿らせたガブリエラは、すぐに話を再開する。

「ところで、ラフィネさんは団でも五本の指に入る剣の使い手だそうです。襲撃者がそのことを知っていれば、わざわざラフィネさんを襲おうとするでしょうか。わたしにはそうは思えませんでした。ですから、あの二人が襲われたのは偶然だと思っていたのです。となると、野盗か何かと遭そう遇ぐうして斬り合いになったと考えるのが妥だ当とうなのですが、でも、そうなると大きな疑問が湧わきます」

「ああ、判るよ」

　とレフレンシアが応こたえた。

「ラフィネほどの使い手を殺す、あるいは捕らえるのに、襲撃者が犠ぎ牲せいを出さないで済むはずがない……だろ？」

「はい、仰おつしやるとおりです。野盗の類たぐいに襲われたなら、反撃できないはずがありません。ところが、かなりの範囲を捜索したにも拘かかわらず、相手の遺体どころか、血けつ痕こんすら残っていませんでした。これはあり得ないことだと思います。であるならば……」

「二人は油断していたところを襲われた。どうして油断したかというと、襲撃者が同じ団員だったから……か？」

　とレフレンシアが言うと、雛の九人がぎょっとした顔で副団長を見た。

　ガブリエラが厳しい顔つきで頷く。

「はい、わたしはそう考えました。でも、そうすると先ほどの考えとぶつかってしまうのです」

「先ほどの？」

「はい。ラフィネさんが団でも有数の剣の使い手であることを知っているのに、どうしてわざわざ襲おうとしたのか。油断しているとはいっても、かなり危険なことであるのは間違いないと思うのです」

「でも、それは……例えば、何か知られたくないことを知られてしまったとか？　以前にガブリエラも、そんなことを言ってなかったっけ？」

　とジアンが訊いてきた。

「その場合は、フィスティスさんと共に遺体が埋うめられているはずなのです」

　ジアンが思わず膝ひざを打った。

「そうか。口封じとか、そういう理由なら、ただ殺せばいいんだもんな」

「はい、そのとおりです。ジアンが予想もしない行動を取ったため、偶然、見つかりましたけど……」

　とガブリエラがジアンに目をやると、彼女は、えへへへと頭を掻かいた。

「ガブリエラに誉められたよ～～」

　すかさずアフレアが突っ込んだ。

「馬鹿！　誉めてないわよ！　むしろ馬鹿にしてるのよ。ねぇ、ガブリエラ？」

「うわ、そうなのか、ガブリエラ!?」

「い、いえ……そんなことはありませんけど……」

　微妙にジアンから視線を外したガブリエラが、微妙な問題には触れないまま、知らん顔で説明を再開した。

「偶然、ジアンに発見されてしまいましたが、ふつうなら、あと数日は見つからなかったかもしれません。あるいは……未いまだに見つかっていなかったかもしれません。そのような場所にフィスティスさんを埋めているのですから、ラフィネさんも一緒に埋めればいいわけです。二人を別々に埋める理由が判りません。これらの矛む盾じゆんに突き当たって、わたしの考えは袋ふくろ小こう路じに入ってしまいました。でも、ジアンが」

　と言って、ガブリエラがジアンに視線を向けた。

「え？　自分？　自分、また何か変なこと、言った？」

「いいえ、ジアン。あなたの一言が、わたしが思い違いをしていることを教えてくれたのです」

　とガブリエラが言うと、他の面々から、

「え～～～～っっ!?」

　という驚きの声が上がった。

「ジアンってば、そんな立派なこと、言ったっけ？」

　とアフレアが首を捻ひねる。

「立派だったかどうかは、またもや微妙ですが」

　とガブリエラが苦笑した。

「ともかくジアンの一言で、わたしは別の可能性を考えついたのです」

「それが……ラフィネを暗殺者に仕立てるってこと？　でも、どうやって思いついたの、そんなこと。っていうか、そもそもジアンの馬鹿が何を言ったの？」

　アフレアはあくまでジアンに対して辛しん辣らつだ。

「今度こそガブリエラが自分を持ちあげてくれているってのに、台無しにするなよ、アフレア」

　とジアンが不服そうに唇を尖とがらせた。

「ほら、馬鹿はおいといて、ガブリエラ、話の続き、続き」

　アフレアに催さい促そくされて、苦笑しつつガブリエラが口を開いた。

「ラフィネさんの遺体がなかったのは、彼女を何かに利用しようとしたのではないかと漠ばく然ぜんと思ってはいたのです。その『何か』がいったい何かと考えたとき、ジアンの一言が大きなヒントになりました」

「え～～っと？」

　当の本人のジアンが、しきりに首を傾かしげている。

「自分、何を言ったの？」

　ガブリエラ以外の八人が呆あきれた顔でジアンを見た。

「いや、だってさ～～……」

「ジアンはこう言ったのです。『ラフィネさんの腕が立つから狙ったって可能性は全然ないのかな？』と」

「あ……あ～あ～あ～～、言った言った。でも、その場でみんなに否定されたぞ？」

「それは、ジアンが自分を引き合いに出したからでしょう。でも、わたしは、ラフィネさんの腕が立つからこそ彼女を利用したい場合があるのに気がつきました。団でも有数の剣の使い手であるラフィネさんを。それが……」

　レフレンシアが低く唸うなった。

「刺し客かく……か」

「はい。もしもラフィネさんが、内通者にとって都合の悪いことを知ってしまったのであれば、彼女を消し、同時に暗殺者に仕立てて誰かを襲わせることは、まさに一いつ石せき二に鳥ちようの手立てです。どうやって言うことを聞かせるのかがまったく想像できませんでしたが、なんらかの方法で……わたしは魔ま薬やくか何かだと思っていましたが、とにかく彼女を操り、刺客に仕立てるという可能性は、確かにあると思ったのです」

「なるほどな。しかし、わたしが今夜襲われるというのは、どうして予測できた？」

「あることが引っかかったのです」

「あること？」

「はい、それはフィスティスさんの遺体が発見された後に開かれた幹部による対策会議でした」

　レフレンシアが不思議そうな顔になった。

「あれの？　あれのどこに引っかかった？」

「長引きすぎたのではないかと思いました」

　とガブリエラが応えると、レフレンシアは目を見開いた。

「レフレンシア様の執務室から帰る途中で、レオノーラ様が幹部会の様子を話してくださったのですが、そのとき幹部の何人かの方が、レフレンシア様の主張に対して、消極的な反対をされたと聞きました。強硬に反対するのではなく、消極的に反対するというのが、どうも奇妙だなと思ったのです。もちろん、レフレンシア様は副団長なのですから、正面切って反対しにくいということもあるのかもしれません。ですが、そうでないとすれば……」

「すれば？」

「わざと会議を長引かせていたのでは？　と疑いました。強く反対する幹部のほうが圧倒的に人数が多ければ、そちらの方向で方針が決定されてしまうでしょう。だから、消極的に反対したのではないかと。どちらとも結論が出せず、会議が長引くように」

　レフレンシアが身を乗りだしてきた。

「長引かせて、どうする？」

「夜中まで続けば、城内からは宿しゆく直ちよくを除いて団員がいなくなります。レフレンシア様の執務室脇の詰め所にも、宿直の人員しか残らないはずです。もっとも、レフレンシア様が宿直まで帰してしまい無人になったため、襲撃者には好都合でしたが」

　レフレンシアは額ひたいに手をやって天を仰あおいだ。

「ああ、わたしが愚おろかだったよ」

「いえ、そこまでは襲撃者側の計算に入っていなかったと思います。ラフィネさんならば、数人の宿直など、問題にしなかったでしょうから」

「うん……そうだな」

「いずれにせよ、会議が長引けば周囲の人が減ることは確実ですから、城内を移動するときにも都合がいいわけです。そして、ラフィネさんなら城内の間取りも熟知している。もっとも、生きているときのそういう知識が、死人になっても活いかされるのかどうかがわたしにはよく判らないのですが……」

　ドゥイエンヌたち九人は、ガブリエラとレフレンシアの応おう酬しゆうに聞きいっているだけで、口を挟はさむことができない。まさか、そこまでガブリエラが考えていたとは誰も想像もできなかった。

　やはり彼女は常人とは感覚が違う。不本意ながら、ドゥイエンヌもそう認めざるを得なかった。

「ラフィネさんを殺さなかったのは……実際には殺していたのですが、彼女の腕前を利用して襲撃者に仕立てるつもりではないのかと危あやぶみました。そうして今夜、会議が長引いて城内から人がいなくなった。特にレフレンシア様の周囲から人が。この二つを結びつければ、レフレンシア様に対する襲撃が行われる可能性はあると、そう思ったのです。でも」

　ガブリエラがちらっとレフレンシアの顔を見た。

「ラフィネさんを殺し、死し人びとの戦士として操ってまで、何な故ぜレフレンシア様を襲わなくてはならないのか、その理由が今もよく判りません」

　レフレンシアは、ふぅとため息をついた。

「それはだな、わたしが内通者の内ない偵ていを進めていたからだ」

「ええぇっっ!?」

　ガブリエラも含めて、十人が跳びあがった。

「昨年から、団の機密情報が外部に流れているのに気づいていたんだ。そこでレオノーラに内偵を進めるように命じていた。それは団内でも、わたしと団長と番隊筆頭、それにマクトゥシュの四人しか知らない極秘事項だったのだが……なるほど、それがどこからか漏れていたということか」

　ガブリエラは、一瞬、意外そうな顔を見せたが、すぐに表情を消し、静かに頷いた。

「そうですか。それで納得できました。その内通者たちは、レフレンシア様の内偵を脅きよう威いに感じたのですね。だからレフレンシア様を葬ってしまおうとした」

「しかし、わたしが内偵を進めているのは極秘だった。捜査を担当している者も、レオノーラが指揮する数名だけだ。いずれも口が堅く、忠誠心の厚い者ばかりだ。情報を漏らすなど考えられないんだがな」

「でも、誰かが情報を漏らしたのです。あるいは流したのです。レフレンシア様が、内通者を調べているということを」

　とガブリエラが言うと、レフレンシアは天を仰いだ。

「そうだな。気が重いが、その線から調べていくしかないな」

　すぐに顔を戻したレフレンシアは、ゆっくりと雛の十人を見渡した。

「いずれにせよ、君たちのおかげでわたしもエンも助かった。改めて礼を言わせてもらおう」

　レフレンシアが頭を下げると、ガブリエラが慌あわてて右手を振った。

「いえ、そんな。わたしが駆けつけなくても、レフレンシア様なら、どうにかされていたでしょうし」

「どうかな。あのまま逃げ続けていても、いずれは体力を消耗していただろう。それに比べてラフィネは疲れないんだからな。おまけに室内で間合いを取れないとなると、呪文を紡つむぐこともできない。かなり危なかったと思うよ。仮にわたしが逃げだせたとしても、エンの救助が手遅れになっていたに違いない。彼女が助かったのは、まちがいなく君たちのおかげだ。ありがとう」

　十人は互いに顔を見合わせる。

「なんか……レフレンシア様に、そんなふうにお礼を言われると、ちょっと気味が悪いよね？」

　とジアンが思わず正直な感想を漏らすと、とたんにレフレンシアの眉が跳ねあがった。

「ほっほ～～？　では、準じゆん騎き士しの称号を授けるのは、ジアン以外の九人だけにしておこうか」

　ジアンが跳びあがった。

「どっ、どういうことですか!?」

「見習い期間でも、団に対して多大な貢こう献けんをした者は、正式な騎士に準じる扱いを受けることが可能なんだ。わたしは先ほど、君たち雛小隊の面々を準騎士に任じるように推すい挙きよして、団長の許可ももらった……んだが、まぁ、ジアンはいいか」

「よくないですよ～～」

　レフレンシアの足あし下もとに平へい伏ふくしたジアンが、必死の形ぎよう相そうで彼女にすがりついた。ちらっと足下のジアンに視線を落としたレフレンシアは、しかしすぐに顔を上げ、残りの九人に呼びかけた。

「どうだ、ドゥイエンヌ、受ける気はあるかな？」

　ドゥイエンヌは椅子の上で思わず居い住ずまいを正していた。

「もちろんでございます」

「他ほかの者はどうだ？」

「もちろんです」

「ありますとも」

「喜んで」

　という応えが次々と上がった。

「ガブリエラ？」

「はい、あの……ありがとうございます」

「レフレンシア様、自分！　自分は？」

　レフレンシアの足を抱きかかえるようにして、情けない顔でジアンが副団長を見上げている。

「うぅむ、どうするかな。ジアンはいろいろと白はく兎との騎き士しに相応ふさわしくないからな」

　と言ってレフレンシアがにやにやと笑うと、ジアンは泣きだしそうになった。

「うわ～～、酷ひどい～～」

「はははは、冗談だよ。ジアンにも、ちゃんと与えるから」

「よかった～～」

　床の上に仰あお向むけになったジアンが、胸を撫で下ろしている。

「あんたのそういうところが『白兎の騎士に相応しくない』って言われちゃうのよ！」

　とアフレアが非難すると、ジアンは慌てて立ちあがった。

「一両日は団内が混乱したままで、それどころではないだろうが、少し落ちついたところで正式に辞じ令れいを出そう。それまで待っていてもらいたい」

　全員が起立して、深々と一礼した。

「はい！」

「さて、今後の方針だが」

　レフレンシアが、みなに座るようにと手で合図した。

　全員が着席するのを待って、レフレンシアは話を再開する。

「君たちには、警邏隊特別小隊として、このまま、わたしの下したで動いてもらう。今夜のようなことがあった以上、犯人探しを止めようなどと言う者も出ないだろう。大っぴらに動けるようになる。というよりもだ、大っぴらに動いて、隠れている連中を燻いぶりだす。そのほうが手っとり早い」

「具体的には、どうされるのでしょう？」

　とドゥイエンヌが訊くと、レフレンシアは小さく指を鳴らした。

「手がかりはある。あの魔術だ」

　すぐにアフレアが身を乗りだしてきた。

「あれって、反魂の呪法ですよね？　守護天スゥルベルゥの秘法だとか聞きますけど。でも、スゥルベルゥの秘法を使える者なんて、そうはいやしないはずです」

「さすがだな、アフレア。そのとおり。ということは、だ」

　レフレンシアが意味ありげにアフレアを見ると、彼女は小さく唸るように言った。

「……シギルノジチ経きよう国こくの魔術士が関わっている」

「正解」

「ええぇっっ!?」

　ガブリエラたち九人が驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。

「それって、いったい……」

　ドゥイエンヌが、もの問いた気な表情でアフレアとレフレンシアを交互に見つめた。

「つまり、白兎騎士団しろうさぎの中に、シギルノジチの手が伸びているということだな。いや、手が伸びているなどという生やさしいものではない。そいつらはベティス大たい公こう国こくと手を切って、シギルノジチと手を結ぼうとしているのではないか？　であれば、もはや内通ではなく裏切りだ」

　アフレアを除く九人が息を呑んだ。

「で、ですが……いったい誰がそのようなことを？」

　セリノスが、喉のどの奥から声を絞しぼりだすようにして訊くと、レフレンシアは小さく肩をすくめた。

「誰なのかは判らない。しかし、少なくとも幹部の中に、密かにシギルノジチと手を結ぼうとしている者がいるのだけはたしかだ」

　雛たちは返す言葉もなく黙りこんだ。

　さすがのガブリエラも、シギルノジチ経国が一枚嚙かんでいるとは思わなかった。

　しかし、そうなると、事件の根はもっとずっと深いところにあることになる。

　もっとずっと深いところ……。

　ガブリエラの脳のう髄ずいに痺しびれが走った。

　何かが見えた気がする。いや、気がするだけか……。

　曖あい昧まい模も糊ことしたそれは、軟なん体たい動物のように姿を変え大きさを変え、ガブリエラの脳内で蠢うごめいた。

　なんだろう。もう少しで見えてきそうなのに。この事件の全体像が。

　誰が、なんのためにラフィネを使ってレフレンシアを襲わせたのか。

　単純に考えれば、団の内偵を進めていたレフレンシアを亡なき者にしようという意図なのだろう。だが、シギルノジチ経国が絡からんでいるとなると、ことはそう単純ではないのではないか。

　もっと大きな陰いん謀ぼうが。

　もっと根深い野望が。

　もっと危険な思想が。

　この鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの中に渦巻いているのではないか。

　では、その犯人は。

　レフレンシアを邪魔者だと考えるのは誰なのか。

　レフレンシアが死んでいちばん得をするのは誰か。

　次の副団長候補となる、番隊長筆頭の二番隊隊長、ヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュがいちばん怪あやしい。いや、ひょっとしたら、事務方の責任者で先任幹部であるマクトゥシュが昇格するという可能性だって、ないわけではない。

　けれど……。

　ただ単にレフレンシアを除き、その後あと釜がまに自分が座ろうという、そんな単純な構図ではないだろう。

　いったい、白兎騎士団しろうさぎで何が起きているのか。

　ガブリエラの思考は、堂々巡りに陥おちいってしまい、結局、垣かい間ま見みえた何かを摑つかむことはできなかった。

　駄目だわ。もう一度、あとでゆっくりと考えよう。

　そう思って顔を上げたガブリエラは、レフレンシアが奇妙な顔で自分を見ていることに気がついた。

「え？　あの……何か？」

「ガブリエラ。いま、わたしの言ったことを聞いていたか？」

「あ……すみません、ちょっと考え事をしていて、その……」

　ガブリエラは顔を赤らめて俯うつむいた。

「そうか。では、もう一度言う。君たち十人を五人ずつ二隊に分ける。雛第一小隊は今までどおりドゥイエンヌに率いてもらう。もう一隊、雛第二小隊は、ガブリエラ、君が率いるんだ」

「え？」

「聞こえなかったか？」

「あ、聞こえました。ですが」

「もう決めたことだ。拒否は許さない」

　ガブリエラは、びしっと背筋を伸ばし、レフレンシアの命令を復唱した。

「ガブリエラ・リビエラ・スンナ、警邏隊雛第二小隊小隊長の任を謹つつしんでお受けいたします」

「よろしい。振り分けは君たちで決めてくれ。いいな、ドゥイエンヌ」

「了解いたしました」

「で、今後の作戦行動だが、君たちの二小隊には隠れている奴らを燻りだす役割を担になってもらう。具体的には聞きこみ捜査だ。幹部が相手でもかまわない。警邏隊特権だ、なんでもいいから根ね掘ほり葉は掘ほり訊いてこい」

　全員が弾かれたように立ちあがった。

「明日の朝、わたしのところへ出頭するまでに振り分けを決めておくように。では、本日はこれで解散」

　ガブリエラたちはレフレンシアに向かって右手を伸ばし次に自分の胸につけ、大きな声で応答した。

「了解いたしました」




　　　　　４




　翌日から、雛第一小隊と第二小隊の正式な活動が始まった。

　振り分けは、ドゥイエンヌ率いる第一小隊が、マルチミリエ、アフレア、セリノス、デイレィの四人で、残りのレオチェルリ、ジアン、ノエルノード、ウェルネシアがガブリエラ率いる第二小隊所属となった。

　妥当な組分けだろう。

　もっとも、鼻っ柱の強いノエルノードの制御にガブリエラは苦労させられたのだが。

　とにもかくにも二手に分かれた雛小隊は、各所、各部隊へ聞きこみに回った。

　この頃には、副団長レフレンシアを救った雛小隊の功績は団内に遍あまねく知れわたっていたから、雛であっても、先輩騎士から無視されたり馬鹿にされたり邪じや険けんに扱われたりすることはなかった。

　だが、そうだとしても、聞きこみの成果は皆かい無むだった。

　結局、なんの手がかりも得られないまま五日が過ぎた。




　　　　　５




　警邏隊雛第一、第二小隊の十人が今日の捜索活動を終え、夜遅くに本城に戻ってきた。

　本城から離れている砦とりでを回っていると、移動だけで何時間もかかってしまう。おかげで両小隊は昨日、一昨日と支城へ泊まりこむことになってしまった。ガブリエラたちは、じつに三日ぶりに本城へ戻ってきたところだった。

　一同は警備の先輩騎士たちに頭を下げながら本城の石造りの城門をくぐった。扉はふだん開け放たれているが、いざとなれば分ぶ厚あつい金属製の扉が閉められるのだ。

「何も出ないなぁ」

　両腕を頭の後ろで組んだまま歩いているジアンが、いかにも投げやりな調子で言った。

「今日でもう六日目なのに」

　ノエルノードが肩をすくめて応えた。

「わたしたちが五日や六日動いただけで何かを摑めるのなら、誰も苦労しないわ」

「それもそうだね。自分たちが簡単に見つけられるような手がかりなら、レオノーラ様が百年前に見つけてる」

「百年前にレオノーラ様が生まれてたとは思えないけど？」

　とアフレアが茶化すと、ジアンは舌をぺろっと出して言った。

「レフレンシア様なら生まれてたりして」

「あんた……本人がいないところだと、とんでもないことを平気で言うのね」

「馬鹿だなぁ、アフレアは。本人がいないからこそ言うんじゃないか」

「馬鹿に馬鹿って言われたくはないわ」

「人のこと、馬鹿馬鹿言うなよ～～」

「だって、馬鹿なんだもん」

「ドゥイエンヌ小隊長、こいつの口の悪さをなんとかしてよ～～」

　とうとうジアンがドゥイエンヌに泣きついた。

「あなたの頭の悪さといい勝負だわね」

「ひっで～～っ」

「酷くはないわね。だって事実だもの」

「うわ？　そういえば、いちばん口が悪いのがドゥイエンヌ小隊長だってことを、すっかり忘れてた」

「あぁら。ジアンも、なかなか口が悪いのではなくて？　頭が悪いだけでなく、口まで悪い上に胸までないなんて、不幸な女」

「むっ、胸は関係ないだろう!?　なぁ、ガブリエラ小隊長？」

「え？　い……いきなり胸のところでわたしに話を振らないでください」

　などと言い合いながら、十人は本城の暗い回廊を歩いていく。壁に並んだ燭台の横を十人が通りすぎる度に、蠟燭の炎が微かすかに揺らめいて、足下の影がゆらゆらと揺れる。

「まぁでも、あれだよ。自分たち、副団長様を救った英雄だから、どこに顔出しても応対が丁てい寧ねいだよね。なんとなく気分がいいなぁ」

　とジアンが陽気な口調で言った。するといつもどおり、アフレアが突っかかってきた。

「あんたは呑のん気きでいいわね。何も手がかりが得られないってのに」

「いや、だから、ノエルも言ったじゃん。自分たちが五日や六日動いただけで何かが出てくるはずもないって。それに」

　ジアンが声を潜ひそめた。

「どうせ自分たちは陽よう動どうだろ？　何かを摑むより、誰かを燻りだすのが役目なんだから、べつにいいじゃん」

「だからって、何も摑めないのが当然のような顔して偉そうに言わないでよ」

「出ないものは出ないんだから、しかたがないって。とにかく今日の分をレオノーラ様に報告して、早く飯めしを食べに行こうぜ。もう、お腹ぺこぺこだよ、自分」

「呆れた。帰ってくるなり、ご飯はんの話？」

「なんでさ、アフレア。せっぱ詰まっていたって、お腹は減るだろ!?」

「あんたくらいよ、そんな奴」

「そんなことないって。なぁ、ガブリエラ小隊長？」

「え？　ええ、まぁ。というか、いきなりわたしに振らないでって言っているのに」

「ほらぁ。小隊長だってお腹が空すいて空いてたまらないから、早く飯を食べに行こうって言ってるぞ」

「そんなことまでは言ってません」

「食事に行くかどうかは別にして、とにかくレオノーラ様への報告を先に済ませてしまいま……」

　先頭を歩いていたドゥイエンヌの足が止まった。

「誰か……いる？」

　暗い回廊の出っ張った柱の陰かげに、たしかに誰かが立っている。

「そこにいるのは誰なのです？」

　とドゥイエンヌが誰すい何かする。自分たちより先輩なのは判りきっているから、口調は柔らかだ。

　柱の陰から、すっと人が出てきた。

「ヨーコ……様？」

　現れたのはヨーコ・ジュン・シラサギであった。

「あの……何かご用でしょうか？」

　と訊くドゥイエンヌに向かって、ヨーコは半はん身みの姿勢のまま顔を向けてきた。燭台の炎に照らし出された彼女は、例の黒いハカマを穿はき、ハカマの帯には独特の形状のカタナを差していた。













　彼女は淡々とした口調で言った。

「一つ、忠告をしておこうと思って」

　十人がぽかんとした顔でヨーコを見る。

「あまり出しゃばらないほうがいい」

　ドゥイエンヌの顔色が変わった。

「下へ手たなことをすれば」

　ヨーコは一瞬の間を置く。

「君たちの身に危険が及ぶ」

　十人は息を呑んだ。

　ドゥイエンヌが気け色しきばんだ様子で問う。

「それは……どういう意味でしょう!?」

「言ったままの意味だ」

「そのようなことを言われて、はいそうですかとおとなしく引き下がれるとお思いですか!?　わたくしたちはレフレンシア様の命めいを受けて重要な任務で動いているのですよ」

「聞き分けが、ないんだな」

　ヨーコが、ゆっくりと腰の刀に手をかけると、十人が、はっと身構えた。

　彼女は悠ゆう揚よう迫せまらざる態度で下さげ緒おを解ほどき、刀を腰から抜き取ると、丁寧に回廊の隅に横たえた。

　立ちあがって十人に向き直ったヨーコが不意に動いた。じつに滑なめらかな足の運びだ。

　ドゥイエンヌの前まで滑すべるように近づいてきたヨーコは、足を止めると彼女を見上げた。冷え冷えとしたヨーコの視線がドゥイエンヌの瞳ひとみを射る。

「無理やりおとなしくさせても、いいのだけど？」

　自分よりもずっと小柄なヨーコに底知れぬ圧力を感じて、ドゥイエンヌが半歩、後退った。だが、そんな自分が許せなかったのか、すぐにドゥイエンヌは一歩、二歩と進みでて、ヨーコを睨みつけた。

「何を馬鹿なことを。いくら番隊の副隊長だからといって、そのようなことを……」

「やれやれ」

　ヨーコが、ふっと笑った。

　次の瞬間、彼女の体がドゥイエンヌに密着していた。

「えっっ？」

　何が起きたのか判らないまま、ドゥイエンヌの体がその場でくるりと一回転した。

「ぐはっっ」

　硬い石床に背中から叩きつけられ、ドゥイエンヌは一瞬、息が詰まった。背中だけでなく後頭部も打ったため、全身に痺れが走り、気が遠くなる。

「ドゥイエンヌ様っ」

　もの凄すごい形相でマルチミリエが駆け寄ってくる。

「貴様、ドゥイエンヌ様に何をするっ」

　マルチミリエは相手が副隊長だということを完全に忘れたかのようにヨーコに向かって突進し、両腕を伸ばして彼女の胸ぐらを摑んだ。

　しかし。

　ふわっとヨーコの体が浮いた。

　マルチミリエの両手首を握り、両腕に自分の体を巻きつけるようにしてマルチミリエの首に足裏を引っかけたヨーコが、そのまま相手の長い両腕を軸に、くるりと回転すると、マルチミリエの巨体も見事に半回転した。

「ぎゃんっ」

　マルチミリエは側頭部を床に打ちつけた。瞬間的に宙に浮かんだ足や体も、すぐに床に落ちてくる。

　マルチミリエはそのまま動かなくなったが、ヨーコは猫のような軽く柔らかな身のこなしで、ふわりと床の上に降り立った。

「ノエル」

「判ってる！」

　セリノスとノエルノードがヨーコに向かって疾はしった。

　前から突っかけると見せかけて、セリノスが急停止する。ヨーコの意識がセリノスへ向いたその瞬間、ノエルノードが彼女の脇をすり抜け、背後へと抜けでた。なんの打ち合わせもしていないのに見事な連れん携けいだ。さすがに一いち卵らん性せい双そう生せい児じといったところか。

　前後からヨーコを挟むような形で二人が身構える。

「なかなか息が合っている」

　ヨーコが、にっと笑った。

「どうしてこんなことをするのか、教えていただきたい」

　とセリノスが厳しい口調で迫るが、ヨーコは淡々として動じない。

「言っただろう。単なる警告だ」

　ノエルノードが人を小馬鹿にした笑みを浮かべて言った。

「わざわざありがとうございます、先輩。でも、わたしたち、多少の危険なら自力ではね返せますので、お気遣いなく」

「なら、はね返してみるがいい」

　ヨーコが体を開いた。

　右にノエルノード、左にセリノスを置く形で、すっと腰を沈める。

「偉そうにっっ！」

　ノエルノードが動くと同時に、セリノスも動いた。声もかけず、合図も送らず、なのにほとんど同時に動いた。

「なるほど、息が合っている」

　二人がヨーコの体に触れる寸前に、ヨーコの体がなんの前触れもなく右に動いた。足に力を入れるでもなく、前傾姿勢になるでもない。体のどこにも力が入っていないような自然な動きだ。おかげで、ノエルノードもセリノスも、完全に虚きよを衝つかれた。

　ノエルノードの懐ふところに入りこんだヨーコが、相手の脇に腕を差しいれ、腰に乗せるようにして体を屈かがめると、ノエルノードの体が鮮あざやかに宙に舞った。

「えっっ!?」

　セリノスが驚愕に目を見開いた。

　つい先ほどまでヨーコがいたはずの場所に、ノエルノードが降ってきた。だが、突進の勢いがついていて避けきれない。

「うわぁっ」

「きゃあぁっ」

　ノエルノードの背中とセリノスの顔面が激しく衝突した。だが、両者の勢いは、急停止しようとしたセリノスより、投げ飛ばされたノエルノードのほうが優まさっている。

　セリノスがノエルノードに押おし潰つぶされるような形で、二人は床に転がった。

「あぃちちち」

「くっくぅぅ」

　二人は顔面と背中を押さえて床の上で呻うめいている。

「よ……よくもっ」

　ノエルノードが背中を押さえたまま立ちあがった。姉がクッションになったため、ノエルノードのほうは見た目ほどにはダメージを喰らっていないようだ。

　それまでじっとヨーコの闘いぶりを見守っていたジアンが不ふ敵てきに笑った。

　このままじゃ、何度やっても結果は同じことだな。ってことは、いよいよ自分の出番ってことで。

　ジアンが進みでた。

「みんな、下がって。ノエルも」

「邪魔……しないで」

「本気で言ってる？　彼ひ我がの戦力差が判らないわけじゃ、ないだろ？」

　とジアンに言われ、ノエルノードが悔くやしそうに顔を歪めた。

　たしかに体術では圧倒的な実力差がある。たった今、一度、投げ技を喰らっただけではっきりとした。それが判らないほどノエルノードは愚かではない。

　ここは体術の専門家であるジアンに任せるのが賢けん明めいだ。

　そう判断したノエルノードは、まだ床の上で呻いている姉を引きずって後方へ下がっていった。

「アイキ……だね」

　ヨーコが冷めた目を、今度はジアンに向けた。

「正確には合あい氣き術じゆつという」

「一度、アイキの使い手と手合わせしたことがあるよ」

「どちらが勝った？」

　ジアンはにやっと笑って、自分の胸を指さした。

「自分」

「そうか。では、その相手の合氣術は本物ではない」

「なんだって!?」

「本物の合氣術を教えてあげよう」

　ジアンが腹を空かせた獣けもののような唸り声を上げた。

「教えてもらおうじゃないか～～」

「ちょっと、ジアン」

　後ろからアフレアが心配そうな声で呼びかける。

「だいじょうぶなの？」

「やってみなくちゃ判らない」

「いや、そういうことじゃなくて。相手は番隊の副隊長様よ？」

「あ～～……」

　ふり返ったジアンが困った顔でアフレアを見ると、ヨーコが低い声で言った。

「安心しろ。ここでわたしが君たちと会ったことは誰にも言うつもりはない。だから本気で来るがいい」

「よっし！」

　両手をばちんと合わせたジアンは、右膝をすっと前に送り、右手を挙げ、静かに気き息そくを整える。

「そういうことなら、自分、遠慮はしませんよ」

「ああ、それがいい」

　ジアンは身構えるが、一方、ヨーコはなんの構えも取らず、その場に真っ直ぐ立ったままだ。

　どう見てもジアンが有利な体勢だった。それにジアンは、格闘戦であれば常人を遙はるかに凌しのぐ使い手である。ヨーコくらいの腕なら、それが判らないはずがない。なのに構えも取らずに向きあっているのが、ガブリエラには判らなかった。

　たん、とジアンが右足で床を踏んだ。と思った次の瞬間、彼女はヨーコの懐に飛びこんでいた。

「捕まえた！」

　ジアンが右腕を伸ばしヨーコの上着を摑もうとするのを、彼女は僅わずかに体の向きを変えただけで対応した。驚くべきことに、その動きだけでジアンの腕が空くうを切った。

「なにくそっ」

　目にも留まらぬ速さでジアンが両腕を繰りだす。だが、ヨーコは体をかわし、自分の腕で払いのけ、ジアンに服も体も摑ませない。

「おい、加勢したほうがよくはないか？」

　と進みでてきたデイレィをガブリエラが制止する。

「いえ、待ってください」

「どうして？　明らかに相手のほうが強いぞ。あのままじゃ、ジアンも」

　そう、驚くべきことだが、ヨーコの体術はジアンをも凌りよう駕がしているようだった。

「ええ……。ですが、ヨーコさんはわたしたちを傷つけるつもりはないようですし」

「いや、だって、ドゥイエンヌとマルチミリエが……」

「二人とも、頭を打って気を失いかけましたが、それだけです。セリノスさんとノエルノードさんも同じです。みんなに怪け我がはありません。ヨーコさんは明らかに手加減してくれてます」

　デイレィとウェルネシアが四人に目をやると、たしかに派手に技を喰らった割りには誰も怪我はしていないようだ。

「しかし……」

「それより、こんな勝負はめったに見られません。よく見ておきましょう」

「ガブリエラ、あなた……」

　ウェルネシアが呆れた顔になった。

　闘っているジアンとヨーコに目を戻したガブリエラは、それにしてもと驚く。

　あのときに見たヨーコの剣の腕は、たしかに超人的だった。だが、剣を持たないでもこれほどの戦闘力を有しているとは思わなかった。

　あのジアンを体術勝負で寄せつけないなんて。

　なるほど、白はく兎と騎き士し団だんには化け物のような人がいる。

　ヨーコも。

　レフレンシアも。

　おそらくレオノーラも、そうなのだろう。

　ガブリエラは心が浮き立つのを感じた。少し前まで心配していたあれこれが、いま、目の前で繰り広げられているジアンとヨーコの闘いを見て吹き飛んでしまったような高こう揚ようした気分だった。

　二人の闘いはしばらく続いた。闘いといっても、攻めるジアンをヨーコがいなしているだけだったのだが。

　だが、ついにヨーコの技が炸さく裂れつした。

「うわぁっっ」

　悲鳴を上げてジアンが空中で一回転した。

　背中から床に落下したジアンは、すんでのところで受け身を取ったが、それでも大きな衝撃を受けた。もしこれがジアンでなければ、背骨か腰骨を折っていたのではないかと思えるほど見事な投げ技だった。あるいはヨーコは、相手がジアンだからこそ、今度は手加減をしなかったのかもしれない。

「くぅ……あいたたた」

　ジアンは仰向けになったまま背中に手を回して低く呻く、一方のヨーコは息も乱れていない。

　ヨーコは静かにガブリエラたちに向き直ると、残りの五人を見渡した。

　ガブリエラたちは思わず身構え、じりっと一歩下がった。

　ジアンでも勝てないのなら、自分たちに勝機はない。いっせいに飛びかかればどうにかなるかもしれないが、生あい憎にくと、ここは回廊だ。五人が同時に飛びかかれるような戦闘空間がない。というより、体術勝負は端はなから諦あきらめているアフレアなどは、すでに大きく下がって、いつでも逃げだせる体勢だった。

　ヨーコがぼそぼそと低い声で話しはじめる。まるで聞き分けのない子供を諭さとすような話し方だった。

「なるほど、君たちはできる。見習い騎士としては異例といってもいい。ああ、いや、もう準騎士になったのだったな。だが、見習いであろうと準騎士であろうと、自分の実力を弁わきまえずに浮かれていれば痛い目を見る。痛い目だけではない。命を落とす危険もあるということを自覚しておきたまえ」

「あの、ヨーコ様」

　ガブリエラが呼びかけた。ヨーコは不思議な光を湛たたえた黒い瞳をガブリエラに向ける。

「何か？」

　数歩、進みでたガブリエラは、そこでいきなり彼女に向かって腰を折った。

「ありがとうございました」

「ふふっ」

　ヨーコが笑った。邪気のない笑顔だった。

「なるほど、君たちは面白い」

　置いておいた刀を拾いあげると、ヨーコはくるりと踵きびすを返し、ガブリエラに背中を見せた。

「ガブリエラ」

　ヨーコは左腰に刀を差しながら、ガブリエラにだけ聞こえるような小声で囁ささやいた。

「はい？」

「レフレンシア様に伝えるがいい」

「え？」

「この騎士団を護まもれるのはあなたしかいない、と」

「そ、それは……どういう意味でしょう？」

　と呼びかけるガブリエラを無視して、ヨーコは、

「わたしはラフィネを利用した者を許さない」

　とだけ言い残すと、その場から歩き去っていってしまった

　彼女の背中を呆ぼう然ぜんと見送っていたガブリエラだが、そういえば、と思いだした。

　ラフィネとヨーコは、剣の良きライバルであったらしい。ベティス大公国の剣武会に、団の代表として二人で出場したこともあるという話だった。であれば、ラフィネを殺して刺客に仕立てた者たちに対し、ヨーコが怒りを覚えたとしても当然である。

　回廊の突き当たりで右に折れ、ヨーコの背中が見えなくなると、デイレィやウェルネシア、レオチェルリが、はぁぁ～～っと大きく息を吐いた。

「いったい、なんだったんだ、今のは？」

　ふり返ったガブリエラは床に倒れている三人を指して言った。

「それよりも、みんなを」

「あ、そうか！」

　床の上に伸びているドゥイエンヌ、マルチミリエ、ジアンを五人で抱き起こす。

　ノエルノードとセリノスも戻ってきた。セリノスは自力で歩いているから、それほどのダメージは残っていないようだ。

「だいじょうぶですか、ドゥイエンヌさん」

「あ……だ、だいじょうぶ……だわね」

　ドゥイエンヌが頭を押さえて、大きく息を吸ったり吐いたりをくり返す。

「まだ頭が、ぼ～っとしている……のだけれど」

「軽い脳のう震しん盪とう、ですね」

　ドゥイエンヌは傍かたわらのマルチミリエを覗きこんだ。

「あなたは平気、マルチ？」

「は……い、なんと……か」

　マルチミリエのほうは一人では体を支えられないらしく、デイレィに上体を預けたままだった。

「ジアン、あんたは平気なの？」

　レオチェルリに抱き起こされたジアンを、アフレアが覗きこむ。

「あんまし、平気じゃないかも」

　体を反転させてレオチェルリの腕から自分の体を外すと、ジアンはそのまま床の上に俯うつぶせになり、お尻を持ちあげつつ膝を立てた。肩は床につけたまま両手を背中に回して腰の辺あたりを押さえたその恰好は、端はたで見ているとかなりみっともないが、本人はそれどころではないらしい。

「ああぁ、いたいいたいいたい」

　腰を撫でさすりながら、ジアンがぶつぶつと文句を垂たれ流ながす。

「まったくもう、こんな固い床の上で投げ飛ばしてくれちゃって。受け身が取れなかったら死んでるよ、自分」

「でも、取れたのでしょう？　ヨーコさんは相手があなただったから、思いきり投げ飛ばしたのではないかしら？　それに、投げ飛ばしたあとに追い打ちをかけるようなことはしなかった……」

　ジアンは情けない顔でガブリエラを見上げた。

「……まぁ、そうだな。あの人が本気だったら、今頃、自分たちは半殺しの目に遭あって救急分隊の寝台の上で、うんうんと唸っていただろうさ」

　半殺しどころか、殺されていたかも。

　そう思うと、かなり寒い場面だったことになる。だが、ヨーコは害意を持っていなかったはずだ。だいいち、自分たちに危害を加えようと思ったのなら、最初から刀を抜いている。そうなれば、全員、斬り刻まれていたに違いない。このような狭い場所では、多対一の優位性が発揮できないのだから。

　それに、レフレンシア様に伝えてくれと言ったあの一言。あれはどういう……。

　ドゥイエンヌがレオチェルリの手を借りて、ようやくのことで立ちあがる。それを見たマルチミリエも急いで立ちあがろうとするが、膝を立てたところで、よろっとよろけてまた倒れこんでしまった。

「いいから、もう少しおとなしくしてなさい、マルチ」

「も、申し訳ありません」

「べつに申し訳なくはないわね。わたくしもジアンも投げ飛ばされたのだから、あなたが気に病やむことはなくてよ」

　主人にそう慰なぐさめられたこと自体がマルチミリエにとっては屈くつ辱じよくなのだろう。彼女は顔を真っ赤にして俯き、じっと唇を嚙んだ。

「さておき、今のはいったいなんだったのかしら？　ヨーコさんは、いったいわたくしたちに何をしようとしたの？　ただの虐いじめ……ではないわよね？」

　とドゥイエンヌが言うと、考えこんでいたガブリエラが、はっと顔を上げる。

「ええ、もちろんです。あの方の言葉どおりに受けとれば、警告……ですよね」

　あるいは、とガブリエラは心の中でつけ加える。

　教育的指導とか。

　だが、それを言うと、ドゥイエンヌが怒りだしそうな気がするので、黙っていることにする。

「なんの警告だと言うの!?」

「それは……それもあの方の言葉を信じれば、わたしたちに対して、あまり調子に乗らないように、ということでしょう。『お前たちは見習いにしてはできるが、それでも騎士団の猛も者さに比べたら、この程度なんだよ』と釘くぎを刺しておきたかったとか」

「ふん、つくづく見くびられたものね、わたくしたちも」

　ドゥイエンヌの鼻息は荒いが、自力で立っているのがようやくという有あり様さまでは、誰がどう見てもただの強がりに過ぎない。自分でもそれが判ったらしく、悔しそうな顔で髪を掻きむしった。

「あらぁ、みなさん、そんなところで何をやっているのかしらぁ」

　後ろのほうで呑のん気きな声が聞こえた。ふり返るまでもなくレオノーラだが、上官を無視しているわけにもいかない。ガブリエラたちは後ろを向いて、近づいてくるレオノーラに頭を下げた。

「どうしたのかなぁ、ジアンとマルチミリエは？　何か金かね目めの物でも落ちていた？」

「いえ、それが……」

　と言いかけて、ドゥイエンヌは続く言葉を呑みこんだ。果たして、今のヨーコとのことをレオノーラに話してしまっていいのかどうか、少し迷ったのだ。

　ドゥイエンヌが傍らのガブリエラを見ると、彼女は大きく頷いて進みでた。

「じつは、いま、ヨーコ様に稽けい古こをつけていただいていたのです」

「あらあら、まぁまぁ」

　レオノーラはおかしなふうに体を曲げたり伸ばしたりしながら、おかしなふうに手をくねくねと動かした。どうやら大きな驚きを体現しているらしいが、ガブリエラには軟体動物が異国の奇妙な踊りを踊っているようにしか見えなかった。

「で、どうだった？」

　動きを止めたレオノーラは、ドゥイエンヌの顔を覗きこんだ。

「ヨーコは強かった？」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで、ドゥイエンヌが頷く。

「ええ……まぁ、それは、たしかに」

「手も足も出なかった？」

「そんなことはありません」

「ほんとうにぃ？」

「も、もちろんです。ちょっと不意を衝かれただけです。予あらかじめ判っていれば対処のしようはあります」

　とドゥイエンヌが強い口調で応えると、レオノーラはふぅぅん、へぇぇと感嘆の声を漏らした。

「ヨーコに対してそこまで強気に出られる人は、そうはいないわよぉ？」

「わたくしは、あの程度で驚いたりはしませんわね」

「ほっほ～～。へっへ～～。ふっふ～～ん」

　レオノーラが何やら楽しそうな顔になったのに気づいたガブリエラは、急いでドゥイエンヌの手を引っ張った。

「何よ、ガブリエラ!?」

「いえ、その、あまり大きなことは言わないほうが……」

「ああ？　なんですって!?　わたくしが大口を叩いているとでも？」

「いえ、そうではありませんが」　

　と首を振りつつも、そのとおりだと思わずにはいられないガブリエラであった。

「あんな奴……人に負けたままでいるわたくしではなくってよ。次に機会があったら、必ずお返しをしてみせますからね。判っているの、ガブリエラ！」

「ええ、ええ、そうですね、ドゥイエンヌさんなら間違いないと思います、はい」

　ふんと鼻息も荒く、ドゥイエンヌがレオノーラに向き直った。

「ちょうど今、ご報告に伺おうとしていたところです」

「あ、そう？　じゃあ、一緒に来てくれるかな？　わたしもちょうどレフレンシア様のところへ顔を出そうと思っていたから～～」

「……はい、了解いたしました」

「で、マルチミリエとジアンは、立てる？　歩けそう？」

「も、問題ありません」

　マルチミリエが、デイレィの手を振りほどいた。まだ体が揺れているが、どうやら意識は、はっきりとしてきたようだ。

　肩をつけ、お尻を持ちあげた恰好で床に這はいつくばっていたジアンも、両手で上体を持ちあげ、床を押すようにして上体を真っ直ぐにした。

「ん……どうかな」

　ドゥイエンヌやマルチミリエのように頭を打ったわけではないので、腰の痛みさえ我が慢まんすれば、特に問題はなさそうだ。ジアンはそのまま、ひょいっと立ちあがった。

「ああ、なんとかだいじょうぶです、自分」

「では、行きましょうか」

　レオノーラは泳ぐように十人をかき分けて先頭に立った。

　そのまま酔っぱらいのような足取りで回廊を歩き始めた彼女を追って、十人もレフレンシアの仮執務室へと向かった。
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「ほう？　そんなことが？」

　レフレンシアの目が微かすかに光った。

　先日の襲撃で執務室が破壊されてしまったので、彼女は講義室の一つを自分の仕事部屋として使っている。怪我をした秘書官の代わりと、警備のための団員の併あわせて四名がレフレンシアと共に部屋に詰めていた。

　余分な机や椅子を片づけたため、がらんとした講義室の隅に床几を並べ、十人とレオノーラがレフレンシアに正対している。

　レフレンシアは上下一体型の裳裾に短たん衣いを羽は織おっただけの軽装だった。

「ヨーコに襲われて怪我一つしていないんだから、君たちは運がよかったと感謝すべきだな」

「襲われたというか、あれは稽けい古こをつけてくださったような感じでしたが」

　とガブリエラが言うと、ドゥイエンヌが鼻息も荒く否定する。

「勘違いしないで、ガブリエラ。稽古などというのは、明らかに向こうがこちらより格上の場合に使う言葉です」

「威勢がいいね、ドゥイエンヌ」

　レフレンシアが、にやにやと笑った。

「いいも悪いも、先ほどはちょっと不意を衝かれて少し後おくれを取っただけで、ちゃんと向きあえば、そうそう簡単にはやられません」

　拳こぶしを交える間もなくノックアウトされた者とは思えない主張だ。マルチミリエを除く全員が苦笑している。

　そのマルチミリエだけが真剣な顔で、こくこくと相あい槌づちを打っているところを見ると、ドゥイエンヌの主張を心の底から信じているようだ。

　自分も負けたのだから、相手――ヨーコさんがどれほど強いかは身に染しみているはずなのに。

　ドゥイエンヌとマルチミリエの根拠のない自信……というか妄もう信しんに、呆れかえるガブリエラだった。

「ああ、そうなのかい？　じゃあ、ドゥイエンヌは、次に闘やり合あったら負けない自信があるんだね？」

「と……当然ですわね。副隊長様に剣を向けてはいけないと遠慮しただけですから、剣さえ使えれば相手にはなりませんわね。もっとも相手は番隊の副隊長様で、わたくしはあくまで雛小隊の小隊長に過ぎませんので、こちらから勝負を挑むわけにもいきません。再戦の機会がないのが残念ですけれど」

　なるほどドゥイエンヌは、復讐戦など実現しないという計算の上で強がっているのだ。

　頭がいいのは認めるがね、ドゥイエンヌ。ただ小こ賢ざかしいのは、ときに命取りになるよ。

　にっと笑ったレフレンシアは、ぱんと手を打って言った。

「そうか。では、再戦の機会を与えようじゃないか」

「……は？」

「君がヨーコをこてんぱんにやっつけるのを見るのが楽しみだな」

「え、いえ……でも、見習いとしては……」

「もう君たちは準騎士だよ？」

「いえ、でも、副隊長様に勝負を挑むなどという出過ぎた真ま似ねは……わたくしのように自分の分を弁えている控えめな者には、ちょっとできかねますし……」

　ぷっと、ジアンやアフレアが噴ふきだした。その二人を、ドゥイエンヌが怖ろしい形ぎよう相そうで睨みつけていると、レフレンシアが駄目押しを放った。

「だいじょうぶ。もうじき団の演えん武ぶ会かいがある。君がそれに出場すればいいだけさ。全然、出過ぎた真似じゃない」

「は？　いえ、でも……」

　ドゥイエンヌは額に脂あぶら汗あせを浮かべ、目を白黒させた。

「演武会に見習いが出場するなど聞いたことがないが、なに、君たちはすでに準騎士に列せられたのだから充分に資格がある。誰も文句は言わないはずさ。それにだ、君たちはこのわたしを救った英雄だからな。みな、君たちの実力を自分の目で確かめたいと思っているに違いない」

　ドゥイエンヌは、酸さん欠けつに陥った金魚のように口をぱくぱくとさせた。

「他ほかに出てみたい者はいるかな？」

　レフレンシアが残りの九人を見渡すと、真っ先にジアンが手を挙げた。

「自分も、やられっぱなしじゃ、ちょっと癪しやくなので」

　すると次々に手が挙がった。

「今年の雛は威勢がいいな」

　レフレンシアが、くすくすと笑う。だが、ガブリエラだけが最後まで手を挙げないのに気づくと、からかうような顔で言った。

「ガブリエラは、あまり興味がなさそうだな？　やはり肉にく弾だん戦せんより頭脳戦のほうがいいのかい？」

　俯いたまま何事かを考えていたガブリエラが、はっと顔を上げる。

「いえ、興味はあります、大いに」

　真剣な顔でガブリエラがそう言うと、レフレンシアが怪け訝げんそうな顔になった。

「レフレンシア様、演武会って、秋の開催ではありませんでしたか？」

　レフレンシアは怪訝そうな顔を崩さないまま、軽く首を縦に振った。

「そのとおりだよ。毎年、秋に行われているんだが、今年は団長が春の開催を希望されてね。マクトゥシュは、あまりに急で準備が間に合わないと反対したが、ラフィネとフィスティスが行方不明になった事件を吹き飛ばすような明るい話題作りもできるし、結局、少し前の幹部会で春開催に決まったんだ」

　そこでレフレンシアは真ま顔がおに戻って言い切った。

「決まった以上、やらなければならない。たとえ副団長が襲われるような事件があったとしても、だ」

　ガブリエラの顔からは血の気が引いている。

「演武会開催ともなると、団の全員が出席するわけですよね？」

「実際に仕し合あいに出るのは数十人だがね。何しろ他国からも大勢の見物客が集まるような大きな催もよおしだ。庶しよ務むの連中は運営にかかりっきりになるし、警邏隊は要人の警護をしなくてはならないし、会場の警備や見物人の整理にも出るし、救急分隊は仕合での怪我人や見物客の急病人などの世話で手一杯だし、それ以外の団員も、一部の留る守す居い役やくを除けば、仕合の見学に集まるからな。ほぼ全員がなんらかの形で関わるのは確かだよ」

「わたしも子供の頃は、白兎騎士団しろうさぎの演武会が楽しみで楽しみで、たまらなかった覚えがあります。いつもマイヨ・ルカの街の郊外で催されていたはずですが……今回もマイヨ・ルカの街ですか？」

　レフレンシアの表情もガブリエラにつられたように険けわしくなる。

「ああ、そうだ。毎年、街の近くに特設会場を設しつらえるのが通例なんだが……それがどうかしたのか、ガブリエラ？」

「大多数の団員が演武会会場に、つまりマイヨ・ルカの街周辺に集まるわけですね。ということは……本城が空からっぽになる」

「いや、先ほども言ったように留守居役は残る」

「でも、それは……いつもに比べれば、あまりに数が少ないのではありませんか？　特に庶務分隊と警邏隊、救急分隊は全員が出払っている。そうですね？」

「それはそうだが……まさか、どこかの敵対勢力が手薄になった本城を乗っ取ろうとするとでも？　そんなことはあり得ないぞ」

「ええ、ええ、そうです。敵対勢力がこんなところまで、こっそりと軍勢を送ってこられるはずがありません。もちろん、そんなことはあり得ません」

「だったら……いったい何を気にしているんだ、ガブリエラ!?」

　レフレンシアが鋭い目つきで訊くと、ガブリエラは泣きそうな顔になった。

「ああ、そうです、何を気にしているんでしょう、わたし」

「はあ？」

　レフレンシアだけでなく、レオノーラも、仲間の九人も、唖あ然ぜんとした顔をガブリエラに向けた。

「ええ、そうです、でも、そんなに急に……だから……それに……ああ、なんということ……」

　ぶつぶつと独ひとり言ごとを呟つぶやいていたガブリエラは、とうとう上体を折り曲げ、頭を抱えこんでしまった。

「なぁ、おい、どうしたんだ、ガブリエラの奴？」

　とジアンが隣に座っていたアフレアに声をかけると、彼女は肩をすくめて素そっ気けなく応えた。

「わたしに訊かないでよ」

「何かを考えているようだけど」

　とセリノスが言うと、妹が鼻で笑った。

「面白い話が聞けるといいわね」

　いきなりガブリエラが立ちあがった。

　全員が思わず上体を引く。

「レフレンシア様」

「な、なんだ？」

「演武会、中止にはできませんか？」

「……今さら無理だな。もう準備は始まっているのだし、周辺諸国の王族や貴族連中には招待状も送ってしまった」

「そう……ですか」

　ガブリエラが、すとんと腰を落とした。

「いや、だから、何が言いたいんだ、ガブリエラ!?」

　顔を上げたガブリエラは、あくまで真剣な眼差しでレフレンシアを見つめる。

「シギルノジチ経国に通じている団内の勢力が、演武会開催に乗じて何か仕掛けてくると思うのです」

「なぁにぃぃっ!?」

　雛の九人とレオノーラがその場で跳びあがった。一人、レフレンシアが苦にが虫むしを嚙みつぶしたような顔でガブリエラを見ている。

「本気で言ってるのか、ガブリエラ!?」

「はい、本気です。だって……絶好の機会だと思いませんか、レフレンシア様？」

「いや、しかし……」













　レフレンシアに、いつもの切れ味がないことに、ガブリエラは意外の念に打たれた。自分が考えついたことなど、彼女ならとっくに判っていると思っていたのに。

　レフレンシアは何故か怯おびえたような目をガブリエラに向けた。

「そうだとして、連中、何を仕掛けてくると思うのだ？」

「ですから、本城を占領するのではありませんか？　敵対勢力が遠おん国ごくからここまで気づかれないように多数の兵を送りこむことなど、とうてい不可能ですが、自分たちの城を自分たちで占領するのなら簡単ではありませんか。しかも、お城にはほとんど兵がいないわけですから」

「…………」

「シギルノジチ経国と手を結び、ベティス大公国と手を切る。それが戦略目標なのでしょう。動機がなんなのかは、まったく判りませんけれど。そして戦略目標を実現させるための戦術が、本城を占拠して騎士団を自分たちの支配下に置くことです。それとは別に、自分たちの野望の邪魔になる幹部を取り除くことも目的になっているはずです。その場合の最大の標的は、もちろん、レフレンシア様です。ひょっとしたら、マクトゥシュ様も標的になっているかもしれません」

「……………………」

　レフレンシアも。

　レオノーラも。

　ドゥイエンヌもジアンもアフレアも。

　レオチェルリもマルチミリエも。

　セリノス・ノエルノード姉妹も。

　ウェルネシアもデイレィも。

　全員が声もなく阿あ呆ほうのように口を開けてガブリエラを見た。

「レフレンシア様」

　とガブリエラが優しく呼びかけた。

「いま動かなければ、白はく兎と騎士団はシギルノジチと手を結ぼうとする勢力に乗っ取られ自じ壊かいしてしまいます」

　ガブリエラは、ヨーコが最後に囁いた言葉を思いだしていた。

　彼女は、なんと言ったか。

「団を救えるのはレフレンシア様だけだ」と言ったではないか。

　つまり彼女は。

　少なくともヨーコはシギルノジチ派ではない。

「ガブリエラ」

　レフレンシアが掠かすれた声を絞りだした。

「君には……今回の黒幕が誰なのか、判っているのか」

「判っているわけではありません。ですが、これまでの一連の流れを考え、様々な要素を検討すれば、誰が黒幕なのかを推測することは可能です。それに」

　ガブリエラは熱の籠った目で、何かを訴えかけるように、正面からレフレンシアの目を覗きこんだ。

「レフレンシア様も、すでに推測されているはずです」

「いや……わたしは……わたしには……」

　レフレンシアの口から漏れたのは、苦く悶もんの呻うめき声ごえだけだった。

　すっくと立ちあがったドゥイエンヌが、ガブリエラの前に仁王立ちになって彼女を睨みつける。

「ちょっと、ガブリエラ、あなた、そこまで判っているのなら、その黒幕とやら、もったいぶらないで、さっさと教えなさい！」

　アフレアやジアン、セリノスたちもドゥイエンヌに賛同の意を表した。

「ドゥイエンヌの言うとおりね」

「ガブリエラ、自分にも教えてくれよ」

　ガブリエラは哀しそうな目を仲間に向けた。

「ほんとうに聞きたいのですか？」

「き……聞きたいに決まっているでしょう！」

　と柳りゆう眉びを逆立ててドゥイエンヌが迫ると、ガブリエラはゆるゆると首を振った後、みなに向き直った。

「わたしが考える黒幕は」

　彼女は、すぅと大きく息を吸うと、ゆっくり静かに吐きだした。

「団長のマリエミュール様です」














　ガブリエラたちがアルアラネ大聖堂で作戦会議を行っているまさにそのとき、ホールの外で何やら大きな声が上がった。誰かが誰かを怒ど鳴なりつけているようだ。その声でガブリエラは、はっと我に返った。

　レフレンシアが、にやりと笑う。

「おお、早くもお出でなすったようだぞ」

　誰も何も応こたえない。

「彼女の応対は団長に任せたから」

　とレフレンシアに言われ、ガブリエラは救いを求めるようにぐるりを見渡した。だが、誰も彼女と視線を合わせようとしない。

「ほら、早くお開けなさい！」

　外の叫び声が、ホールに通じる厚い金属製の扉を通じて中にまで響いてくる。

　続いて扉が乱暴に押し開けられると、そこには見慣れた顔の背の高い女が仁に王おう立だちになっていた。

　ただし、居並んだ幹部の中でその女を見ているのは、ガブリエラとレフレンシアだけだった。ジアンもセリノスも、その他のメンバーも微妙に視線をずらせたり天を仰あおいだりと、あまり女を歓迎していない様子が見て取れる。

　いや……ガブリエラとレフレンシアも歓迎しているとは言い難がたい表情だった。援軍の指揮官を迎えるにしては、ずいぶんな態度である。

「ちょっと、せっかくわたくしが兵ひよう糧ろうを運び入れて差しあげたのに、出迎えもないとはどういうことですの!?」

　腰まで垂たらした燃えるような赤毛に自信満々の顔つき。赤を基調にした派手な衣装。白はく兎と騎き士し団だんの鎧よろいにも負けない派手で煌きらびやかな鎧を着込んでいる彼女は。

　ほら、ガブリエラ。

　レフレンシアが、机の下でひらひらと右手を動かしてガブリエラを催さい促そくした。しかたなくガブリエラが立ちあがる。

　女はきつい目でガブリエラを睨にらみつけた。

「ずいぶんな歓迎ではなくて、ガブリエラ」

　こちらも、栄はえある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ団長に対する態度ではない。むしろ、団長のガブリエラのほうがへりくだっているようにすら見える。

「いえ、あの、ご到着はもっとあとになるかと思っていましたもので。ささ、こちらへどうぞ」

　ガブリエラが自分の左隣の席を指ししめした。

　ふんと一つ鼻を鳴らし、大おお股またで歩み寄ってきた女は、ガブリエラの横で立ち止まり、彼女の顔を覗のぞきこむように言った。

「久しぶりだわね、ガブリエラ」

　それほど久しぶりでも……と思いつつ、ガブリエラは丁てい寧ねいに頭を下げる。

「お疲れさまです」

　相手は胸を反そらせ、自信満々な態度を崩さずに応えた。

「べつに疲れてなど、いないわ。それよりもわたくしが来たからには大船に乗ったつもりでいるがいいわね、ガブリエラ。たかだか六千や七千のソシエダイとシギルノジチの連合軍など、物の数ではなくってよ」

　たかだか一千の援軍の指揮官にしては随分と威勢がいいが、彼女は昔からこうだったのだから驚くには当たらない。

　顔を上げたガブリエラは、どうしたら、この女ひとに後方待機を納得させられるだろうかと考えながら、にっこりと笑いかけた。

「はい、頼りにしていますから、ドゥイエンヌさん」








鋼鉄の白兎騎士団[image: ]　完










　あとがき




　初めての方、初めまして。いつもの方、毎度どうも。舞まい阪さか洸こうです。少し間あいだが空あいてしまいましたが、ようやく「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」第二巻をお届けすることができました。




　この巻も一巻同様、現在の団に迫る危機と、過去の団に忍び寄る危機という二重構造になっております。

　一巻で入団試験に合格したガブリエラたち十人は、いよいよ見習い騎士として白はく兎と騎き士し団だんで働き始めます。ところが十人は、一月も経たたないうちに騎士団員二名が殺害されるという事件に出くわし、それを端たん緒しよに団の存そん亡ぼうに関わる大きな事件に巻きこまれていきます。「あとがき」から読む方も多いかと思いますので、ここでネタバレになるような説明はしませんが、各キャラについて一言だけ。

　ガブリエラは前回にも増してキレキレです。ジアンとアフレアは、掛け合い漫まん才ざい勃ぼつ発ぱつです。ドゥイエンヌの根こん拠きよのない自信満々な態度も健在です。レフレンシアの皮肉や嫌いやみも炸さく裂れつです。新キャラとして、居い合あいの達人である黒髪の美少女剣士が登場です。雛ひよこ騎士たちの活躍を、どうぞお楽しみください。

　伊藤ベンさんの華麗、美麗、流麗なイラストも一巻同様、冴さえ渡わたっております。一巻を未読の方は、この機会に、ぜひ、二巻と合わせてお買い求めくださいませ。必ずや楽しめること請うけ合あいです。




　さて、舞阪は、昨年後半から通い始めた居合道教室をまだ続けております。「道場」ではなくて「教室」というのがミソですね。これは、某カルチャースクールの講座の一つなのでして、現在、そこで全日本剣道連盟制定の居合の型十二本をマスターするべく修行中であります。礼れい儀ぎ作さ法ほうはまったく覚える気のない舞阪ですが、居合自体はとても面白いです。足の運びから体たい捌さばきに至るまで、「人を斬きるための技術（それは人に斬られないための技術でもある）」の集大成として、じつに合理的にできております。

　前ぜん述じゆつした美少女剣士（＝ヨーコ・ジュン・シラサギ）は、居合の修行の血と汗と涙の結けつ晶しよう（笑）から生まれた新キャラなのであります。ご堪たん能のうください。




　それはさておき。

　昨年（'05年）は随分と忙しかった覚えがあります。が、しかし。今年（'06年）は、さらに忙しくなりそう――あるいは、すでに忙しくなっている――です。どうにもこうにも、二ヵ月に一冊の割合で書いていかないといけません。というか、それでも間に合わないような気が……。まぁ、書かせてもらえるうちが華はなですから書きますが。でも、これだけ原稿が詰まってくると、他ほかのことをする時間が取れなくなってくるのが辛つらいですね。

　直接、原稿に関わらなくても、本を読んだり映画を観みたり旅に出たりと、そういう日頃の経験の積み重ねが、後のち々のちの創作に関わってくるのですから。自分の中に、どれだけの引き出しを作れるか。引き出しの中に、どれだけの知識や経験を入れられるか。そういうことが作品を作り続ける上では重要なことなのです。

　ある日気がつくと、引き出しの中がすっからかんになっていた……では、作家としては終わりです。だからこそ、原稿を書く以外に何かをしておかなくてはいけないわけでして。居合も、創作のために引き出しにネタを溜ためる行動の一いつ環かんなのですよ。これは、さっそく役立ってくれました。でも最近は、旅に出たり山を歩いたりする機会がめっきり減ってしまっているのが残念です。

　ふだん見られない景け色しきや街まちを見る。ふだん走らない道を走る。ふだん感じない風を感じる。旅に出なければ出会うことのなかった人たちと出会う。それだけでいいのです。それだけで、内なる引き出しには必ず何かが蓄ちく積せきされるのです。皆さんも旅に出て、何かを見、何かを感じてください。べつに外国でなくても、日本国内でも充分。たとえ作家にならなくても、それらの経験は、きっと将来、何かの役に立つはずです。

　と少し真ま面じ目めに語ったところで、そろそろ紙し数すうも尽きてきました。最後に告知をいくつかして、お別れです。




　舞阪個人のウェブサイト、舞阪百貨店は今も細々と営業中であります。パソコンをお持ちの方は、遊びに来てください。アドレスは、ここ→http://maisaka100ka.serio.jp

　あと、ミクシィには「はがねのしろうさぎコミュ」というものがあります。「鋼鉄の白兎騎士団」ファンの方は、どうぞ。舞阪も入っていますので（笑）。コミュに参加しなくても、掲示板は読めるはずです。




　で、次回作ですが。七月に某社某文庫から新作が出る予定です。その次は「火ひ魅み子こ炎えん戦せん記き７」になるのかな。「鋼鉄の白兎騎士団Ⅲ」も、早めに出したいですねぇ。




　ということで、それでは、七月にゼータ文庫の新作でお会いしましょう（あれ？「某文庫」じゃなかったのか？）





二〇〇六年五月吉日　　舞阪洸
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